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渚の憂鬱




　柱時計がタララランと心地のいいメロディを奏で始め、正午を知らせる。それを背中で聞きながら、佐さ々さ木き渚なぎさは一心不乱に大量の書類にスタンプを押していた。

『乙号証』という文字のその赤いスタンプは、裁判所に提出する証拠書類を作る時に使うものだ。渚はそれをもうかれこれ三十分以上押し続けている。書類の左側に穴をふたつ開けて、黒い紐で綴とじた時に誰からもはっきりと見える位置にきちんと、正確に。

　机の上にはまだまだたくさんの書類の山。渚はそれをチラリと見て、これは長い戦いになるぞと思い一旦手を休めた。

　時計のメロディが鳴り止むと、二十人ほどの事務員がいる事務室の緊張が一斉に緩む。お昼休みだ。

　渚はスタンプを置いて、うーんと身体を伸ばす。そしてまだまだ先は長いから、続きは午後からにしようかと思った、ちょうどその時。

　渚の後ろの事務室の扉が開いて誰かが入室した気配がした。

　振り返ると、ここ『佐々木総合法律事務所』の所属弁護士、瀬せ名な和かず臣おみだった。

　事務室とは少し離れてたところにある弁護士用の個室からやってきたのだろう。

「おつかれさま、……行けそうかな」

　瀬名が低いよく通る声で、事務室の誰ともなく声をかける。とたんに場が色めき立った。

「瀬名先生、おつかれさまです！」

　一番に声をあげて立ち上がったのは、渚の先輩にあたる川かわ西にし愛まな美みだ。

「おつかれさまです」

　他の事務員たちも答えて立ち上がり、瀬名のところへ集まりだす。これから、皆でランチに繰り出すのだ。

　この事務所では毎月第一水曜日に、所属弁護士のうちのひとりが事務員にランチをご馳走するという習慣がある。

　日頃から弁護士の仕事を支えている事務員に対するささやかなお礼という名目で、各弁護士が自分のおすすめの店に連れて行ってくれるのだ。

　今日はその第一水曜日だった。

　渚も皆に習い「おつかれさまです」と瀬名に答える。だが、彼のもとへは行かずにスタンプを置いて机の上を片付け始めた。

　このランチ会は公式のものではないから参加は自由だ。ここで働き始めて約二年、渚は一度もこの会に参加したことはなかった。

　そんな渚に、瀬名から声がかかった。

「佐々木さん。君はいいの？　ひとりくらいなら当日参加でも大丈夫ってレストラン側には言われてるけど」

　渚は、少し慌てて彼に答えた。

「あ、私は大丈夫です。お弁当がありますから。ちょっと中華が苦手でして……すみません」

　そして、いいから早く行ってくれないかなどというちょっと失礼なことを考えた。なにしろ彼の後ろで自分たちの会話を聞いている先輩女性事務員たちの視線が痛い。

　案の定、愛美が少し焦れたような声を出した。

「瀬名先生、早く行かないと時間がなくなりますよ」

　そして渚の方をじろりと睨んだ。

　瀬名がチラリと彼女を見て、それもそうだと思ったのか素直に頷いた。

「じゃあ、次回は中華以外にしようか。佐々木さん、リクエストがあったらおしえて」

　そんなことを言って、瀬名はたくさんの事務員をつれて事務室を出ていった。

　渚はホッと息を吐いた。

　そして自宅から持ってきたお弁当を広げていると、再び事務室の扉が開いた。

「わぁ、ガラガラじゃないか！」

　現れたのは、やはりこの事務所に所属している音おと川かわ陽よう二じ弁護士だった。

「おつかれさまです」

　渚が声をかけると、音川は頷いて渚に歩み寄る。そして思い出したように声をあげた。

「そうか今日は第一水曜日か。ランチ会だね。今月の担当は……瀬名ちゃんだったかな？」

「そうです」

　渚が頷くと、音川が大袈裟に手を叩いた。

「やっぱり！　相変わらず、瀬名ちゃんの時はいつも驚異的な参加率だよね。さっすが、うちの事務所一のイケメン弁護士！　若手のホープ！　お茶の間の人気者！」

　大袈裟に戯おどけてみせる音川に、渚はぷっと吹き出してしまう。大学では瀬名の先輩だったという音川は、本人がいるいないにかかわらず、いつもこんな風に瀬名をからかいの対象にしている。

　音川が渚の椅子の背もたれに、手をついてにっこりとした。

「で？　佐々木さんはなんで行かないの？　今や全国的に大人気のアイドル弁護士瀬名和臣のランチ会に」

　アイドル弁護士なんて本人に聞かれたら大変だと渚は思う。

　それなのに音川の軽口は止まらない。

「瀬名ちゃんとランチなんてお金を払ってでも行きたいって女性は山ほどいるのに」

「ふふふ、私は遠慮しておきます。そういうのには興味がないですから」

　でも今彼が言ったことは、あながち間違いではない。

　瀬名は今年三十五歳、弁護士が総勢十名所属するこの事務所のエース的存在だ。事務所内で誰よりも精力的に多くの業務をこなしている。

　所長の佐々木龍りゅう太た郎ろう弁護士もさることながら、依頼者や顧問先からの信頼は抜きん出ていると言われていて、まさにさっき音川が言った通り将来この事務所を支えてゆくことを期待されているホープなのだ。

　しかも最近ではテレビでコメンテーターを務めていることから、その人気は事務所内に止まらない。

　背が高くがっしりとした身体に、精悍な顔つき。それとは対照的な少年のような笑顔が素敵だと美人アナウンサーに言われていたのはどの情報番組だったか。

　噂では今や交友関係はアナウンサーだけでなく芸能人にまで及ぶという。

　だからそんな彼と同じ職場とはいえ、ただの事務員である渚が一緒にランチを取るなどという機会は、普通ならばありえない。

「興味がないか。案外きついね、佐々木さんは」

　音川にニヤリとされて、渚は少し慌てて口を開いた。

「そ、そうじゃなくて、私は行かない方が皆さん気楽でいいと思いますから」

　本当はこっちの方が本音だった。

　でもそれを聞いた音川は、残念そうに肩を竦めた。

「べつに、気にすることないのに」

　渚はそれになんと答えていいのかわからずに曖昧な笑みを浮かべる。気にしないでいてくれるのは、今ここにいる音川くらいだろうと思いながら。

　音川が渚の机を覗き込んで、また大袈裟に声をあげた。

「佐々木さんは今日はお弁当？　うまそうだなぁ！　彩りもいいし、うん」

「ありがとうございます！」

　音川の言葉に渚は、嬉しくなって頬を染めた。

「毎日自分で作ってるの？　残業になる日だってあるのに、えらいなぁ」

「好きでしてることですから」

　そう、お弁当作りは渚にとっては日々の楽しみ。この小さな箱の中に、どれだけの〝美味しい〟を詰め込めるだろうと考えている時間が、一番幸せなのだ。

　机の上の曲げわっぱのお弁当の中身は、鶏肉のそぼろ弁当だ。

　甘からく味をつけた鶏ひき肉と炒り卵に今年はじめてスーパーで見かけた菜の花をお浸しにして添え、昨日の夕食の残りの唐揚げも入れたら、ちょっとした行楽弁当みたいになった。

　まだちょっと早いけれどお花見に持って行くのにぴったりのお弁当ができたなんて考えて、渚は無意識のうちに笑みを浮かべる。

　その渚に、音川がまたからかうようなことを言った。

「どうせなら、パパにも作ってあげたらいいのに」

　そして各弁護士の個室へと続く事務室のドアをチラリと見た。

「え！」

　渚は思わず声をあげて、少し慌てて首を振る。

「い、嫌ですよ！」

　顔をしかめて首を振る渚に、音川が心底おかしそうにお腹を抱えて笑い出した。

「絶対に喜ぶと思うけどなぁ、ボス」

「絶対に嫌がります！　もう、音川先生！」

　渚はちょっとムキになって言い返す。そしてじろりと音川を睨んだ。

　音川がはははと笑いながら、「じゃあ、僕はひとり寂しくコンビニにでも行こうかな」と言って事務所を出てゆく。

　その背中を見送ってから、渚は思わずくすりと笑う。

　そしてお箸を取り弁当を食べ始めた。




「それにしても気に食わないわ、あの子」

　明らかに敵意の混ざる言葉が耳に入り、廊下にいた渚はハッとして足を止めた。

「お高く留まってるよね。あなたたちと私は違うのよって考えてるのが丸わかり。ほんと目障り」

　声は女子トイレから聞こえてくる。

　声の主は愛美を含む先輩事務員たちだった。と、いうことは今彼女たちが話をしている対象が、自分だということも容易に察しがつく。

　時刻は午後六時半。もう定時を過ぎたから、事務所の面々も皆それぞれの仕事を終えて帰宅の準備を始めている。

　渚はというと、昼間の大量の書類はどうにかこうにか終わらせたものの、思ったより時間がかかってしまったため、他の仕事がずれ込んで、今日は久しぶりに残業になりそうだった。

　愛美たちは定時を過ぎてすぐに帰ったから、もうとっくに事務所内にいないものと思っていたが、まだトイレにいたようだ。朝に今日は久しぶりの合コンだと騒いでいたから、メイクを直しているのかもしれない。

「せっかく瀬名先生が誘ってくれてるのにさ、なにあれ」

「お弁当がありまーすなんて言って。家庭的な女アピール？」

　どうやら昼に、渚が瀬名のランチ会を断ったことに腹を立てているようだ。いや、参加したら参加したで文句を言うだろうから、ただ単に渚が瀬名に話しかけられたことが気に食わないのだろう。

　……いやそもそも、彼女たちは渚のなにもかもが、気に食わないのだ。

　なにせ渚は……。

「あーあ、所長の娘と一緒に働くなんて、本当勘弁してほしいわ」

　吐き捨てるように愛美が言う。

　そう、渚はこの事務所の所長である佐々木龍太郎の娘なのである。二年前に大学を卒業してこの事務所に就職した。

　もともといた事務員たちからしてみれば、寝耳に水だったのだろう。まさかボスの娘と一緒に働くことになるなんて。

　やりにくいと思うのも無理はない。だからこんな風にして陰口を叩かれるのは、ある意味仕方ないことなのだ。

　渚は小さくため息をついた。

　本当は渚だって、父親のもとで働くなんて嫌だった。好きな仕事をして、自分の力で生きていきたい。

　でも元裁判官の厳格な父が、それを許してくれなかった。

　もちろん渚だって成人した大人なのだから、必ずしも父親の言う通りにしなければならないわけではない。

　それでも……。

「パパの事務所でしか働けないお嬢様なのよねー。あーあ、瀬名先生がいなければ、こんな事務所辞めてやるのに」

　ぶつくさ言いながら愛美たちがトイレから出てくる気配がして、渚はハッとする。

　このままでは鉢合わせしてしまう。

　でも慌ててその場を離れようとして、いったいどうすればいいのかわからなくなってしまった。

　トイレから事務室までは一直線の少し長い廊下で、今から引き返したのでは絶対に間に合わないからだ。

　冷静になって考えれば、今顔を合わせて気まずい思いをするべきなのは彼女たちの方だ。陰口を叩いていたところを本人に聞かれてしまったのだから。

　それでも明日からの勤務を考えると、やっぱり鉢合わせはしたくないと渚は思う。その時、もう一方の廊下が視界に入った。

　弁護士の個室へ続く廊下だ。

　こちらは角になっていて、曲がれば姿を見られることはない。考えるより先に渚はそちらへ駆け出した。

「私は真面目に仕事をしてますっていう空気もなんだか許せないのよねー」

　角を曲がった瞬間にトイレのドアが開いた気配がして愛美たちが出てくる。

　間一髪、間に合った。

　だがそう思ってホッと息を吐いた渚は、すぐ目の前に人がいるのに気が付いて思わず声をあげそうになってしまう。

「!?……」

　瀬名だった。

　渚は自分の口を両手で塞ぎ、目を白黒させてしまう。

　瀬名の方も驚いたように口を開きかける。だが廊下に響く愛美たちの会話に気が付いて、口を閉じた。

「きっとさ、私たちが瀬名先生にきゃーきゃー言ってるのも、心の中でバカにしてるのよ。自分は弁護士の娘だからって。絶対にそう」

「感じ悪いよね～」

　コツコツとハイヒールを響かせて、愛美たちは遠ざかってゆく。

　渚はホッと胸を撫でおろした。

　とりあえず、直接対決は避けられた。でも問題は……。

　渚は目の前の男性を気まずい思いでチラリと見る。

　瀬名は眉を寄せて渚をジッと見つめながら、愛美たちの会話に耳を澄ませている。確実に愛美たちの陰口の対象が渚だということはバレている。しかも自分がその彼女たちから逃げてきたということも。

　そもそも事務員が弁護士の個室へ行くことはあまりない。なにか用事がある時は内線でやり取りするのが普通だった。

　だからこっち側の廊下に、渚が来るということ自体が不自然なのだ。

　やがて愛美たちの会話は完全に聞こえなくなる。それを見計らったように瀬名が口を開いた。

「佐々木さ……」

「突然すみませんでした。お疲れさまです！」

　渚はその瀬名を遮るように言って、ぺこりと頭を下げた。

　こんなところ、見られただけでもカッコ悪いのに、それについてなにか言われるのはもっと嫌だった。

　渚はすぐに踵きびすを返して事務室へ続く廊下を行きかける。だが瀬名がそれを止めた。

「待って」

　心の中でため息をついて、渚は仕方なく足を止める。そしてやはり仕方なく、振り返った。

「なにか？」

　努めて冷静に問いかけると、瀬名が少し声を落とした。

「よくあることなの？」

　なんのことですか？とシラを切るのは時間の無駄だろうと渚は思う。

　この事務所にはさっき愛美が言っていた〝弁護士の娘〟はひとりしかいない。渚はため息をついて口を開いた。

「だとしても、大丈夫です。先生に心配していただくことではありません」

　本心だった。

　ここで勤務を始めてから次の四月でまる二年が経つけれど、彼女たちとの関係はずっとこんな感じだ。それはきっと渚が所長の娘だから……という理由だけではないだろう。

　人と人には相性があって、どうしても気に食わない相手というのはいる。愛美の場合はそれが渚だっただけなのだ。そして圧倒的に女性が多いこの事務所の事務室で、もともとボス的存在だった彼女にそう思われてしまった時点で、渚に味方はいない。

　もちろんこの事務所の頂点に立つ龍太郎の娘だから、表だっていじめられるということはないが、だからといって陰口までは止められない。

　目の前の瀬名は、それで納得できないようだった。

「だが……」と呟いて、眉間にシワを寄せている。

　渚はその端正な顔を見つめながら、さすがは瀬名先生、と心の中で呟いた。

　取るに足らない事務員同士のいざこざに自ら首を突っ込もうだなんて。

　瀬名は渚をジッと見てどうすべきかを考えあぐねているようだ。

　渚はその彼をまっすぐに見て、きっぱりと首を振った。

「本当に大丈夫です。おおごとになる方が嫌なんです」

　そしてまたくるりと方向を変えて来た道を戻り始める。瀬名がまだなにか言いかけたような気がしたが、気が付かないフリをした。




「わぁ、大漁ね」

　大きな発泡スチロールの箱を覗き込み、渚は声をあげる。中には大量のカサゴが、まるで釣り上げられたのが不満だとでもいうようにぎょろりと渚を睨んでいる。

　渚はふふふと笑って、「美味しく食べてあげるから許してね」と呟いた。

　隣で姉の千ち秋あきがため息をついた。

「助かるわ。渚が来てくれて」

　瀬名のランチ会の週の土曜日、渚は自宅からほど近い姉夫婦のマンションに来ていた。

　義兄の神かみ倉くら祐ゆう介すけが趣味の釣りで大量の魚を持って帰ってきたと姉に泣きつかれたからだ。二年前に結婚をして実家を出た姉は、美人で優しくて社交的、でも料理が苦手なのだ。

「こんなトゲトゲの魚ばっかりたくさん持って帰ってきて……」と困り果てたように文句を言っている。

「だいたい、釣るなら捌さばくまでしてくれなくちゃ困るのよ」

　そう言って夫をじろりと睨む。

　一方で、リビングのソファに座る祐介は、千秋の声が聞こえているはずなのに知らないフリだった。

　渚はおかしくなって、くすくす笑う。

「大丈夫よ、お姉ちゃん。カサゴは唐揚げだけじゃなくて、お刺身にしても美味しいの。これだけ大きなやつならぴったりじゃないかな。しかも取れたてよりも二、三日置いた方が美味しいから、塩をふって冷蔵庫に入れておけば、明日か明後日食べられるよ」

　渚の言葉にソファの祐介が振り返った。

「楽しみだなぁ。渚ちゃんありがとう！」

　千秋も明日の夕食のメニューが決まったことに安あん堵どしたのか、にっこりとした。

「小さいのは簡単に唐揚げにして、今日食べればいいよ。釣りたてだから絶対に美味しいはず。キッチン借りるね」

　そう言って渚は立ち上がり、早速キッチンのあちこちから調理器具を出し始める。本来なら人の家のキッチンのどこになにがあるかなどわからないのが普通だが、ここだけは別だった。

　祐介の趣味は釣りで、行けば大抵なにかを持って帰ってくるが、どうやら釣るのが専門らしくまったく捌くことができない。妻である千秋は……もっと無理なので、こうやって呼ばれるのはしょっちゅうなのだ。

「いつもいつも助かるわ」

　千秋は手伝うつもりはこれっぽっちもないらしく、対面式キッチンのカウンターに腰掛けてテキパキと魚を洗う渚の手元を見ている。

　そしてやや大袈裟にため息をついた。

「本当に渚は料理が上手ね。こうやって渚の料理を食べられるのが私たちだけなんてもったいないわ。私、渚がおばあちゃんのお弁当屋を継いでくれるのを楽しみにしていたのに……。きっと商店街の方たちも同じ気持ちだったと思うのよ。それなのにお父さんったら、本当に頑固なんだから」

　ぷりぷりとして千秋は言う。

　渚は無言のまま手を動かし続けた。

「心配だなんていうけれど、渚だってもう大人なんだから、自分のやりたいことは自分で決めたらいいのよ」

　二年前に大学を卒業した当時、渚にはやりたいことがあった。亡くなった母の実家のお弁当屋を継ぎたかったのである。

　母を女手ひとつで育て上げた祖母がやっていたそのお弁当屋は、事務所からほど近い商店街にある。そこは渚の記憶にある限りいつも人で賑わっていた。

　香ばしい揚げ物の匂い、『おばちゃん、日替わり弁当ひとつ！』と、声をあげる常連客。

　結婚前までは看板娘として働いていた母の娘である渚と千秋も、行けばたくさんの客からかわいがられたものだ。

　食べる専門だった千秋とは違って、渚は料理が大好きだったから、中学に上がった頃からは熱心に店に通い、祖母からたくさんのレシピを引き継いだ。

『おばあちゃんの後継ぎは渚で決まりだね』なんて母に言われて、これ以上ないくらい誇らしい気持ちになったのが昨日のことのように思い出される。

　だが渚が大学に通っていた三年前のある日、祖母が突然倒れてそのまま帰らぬ人となってしまった。そしてその半年後、祖母の後を追うようにもともと長く患っていた母も亡くなったのだ。

　あの頃の佐々木家は火が消えたように暗かった。

　大学を卒業する時に、『おばあちゃんのお弁当屋を再開したい』と言った渚に、父は甘ったれたことを言ってないで自分の事務所で働けと言った。

　世間知らずのお前には無理だ、と。

　その父に反発する気持ちがありながら、渚がそうしなかったのは、伴侶を失って気落ちする父にこれ以上余計な心配をかけたくないという思いからだったのかもしれない。でもそもそも、渚にも父に反抗するだけの気力がなかったとも思う。

　結局渚は、父の言う通り父の事務所に就職した。

　今から思えば、あの時弁当屋をやりたいと言ったのは、短期間で大切な人を相次いで失ったという空虚な気持ちをなにかで埋めたかったからだ。

　とにかくあの温かい場所を取り戻したいという……。

　そうしなければ、祖母と母が本当にいなくなってしまうような、そんな気になっていた。

　そして、やはりそんな状態では、たとえ弁当屋を始めたとしても、きっとうまくいかなかっただろう。確かに父の言う通り、当時の自分は働いたことすらない甘ったれで世間知らずだったのだから。

　でも今は……。

「ねぇ、お姉ちゃん」

　渚は魚を洗っていた手を一旦止めて姉を見た。

「なあに？」

　姉の千秋は亡くなった母に年々似てきたと渚は思う。母はいつも渚の料理を喜んでくれた。もし渚が弁当屋をやりたいと言ったらきっと誰よりも応援してくれただろう。

　もう今はないその存在を目の前の姉の中に見つけて、渚はここのところ考えていたある計画を口にした。

「私さ、調理師の学校に行こうと思ってるんだよね。……できたら、次の四月から」

　たった二年社会人として働いただけでは、まだまだ甘ったれで世間知らずには変わりない。

　それでも心境は大きく変化していた。

　ふたりを失った当時はモノクロに見えた世界は、一日一日をどうにかこうにか過ごすうちに、少しずつ少しずつ色がつき始めた。姉が結婚して、家を出たのは寂しかったが、義兄という新しい家族も増えた。

　ゆっくりとでもまた歩き始めてみようかという気持ちになりつつある。祖母も母も渚が立ち止まったままでは悲しむに違いないのだから。

　そろそろ渚も、彼らを追い求めるのではなく自分の人生を歩まなくては。

　そうして改めて考えた時に、思い浮かぶのはやはりあの弁当屋だった。

　亡くなった人の影を追うわけではない、ただやりたい、チャレンジしたいと渚の心が言っている。

「渚……、それは、お弁当屋さんを始めるために？」

　千秋が確認するように言う。

　渚はゆっくりと頷いた。

「お父さんの言う通り、大学を卒業してすぐ始めるのは無謀だったと思うの。いくらたくさんのレシピを引き継いだといっても、所詮私は素人だし実際に働いたこともなかったんだもの。でもやりたいことには変わりはないの、小さい頃からの夢だったんだもん。この二年間で学校に行くためのお金を貯めたの」

「今の仕事は？　辞めるの？」

　渚は今度は首を横に振った。

「ううん、とりあえずはまだ辞めない。事務所の近くの調理師学校が、評判もよくて夜間もやってるんだ」

「そうなの……」

　渚がそこまで具体的に考えているとは思っていなかったのか、千秋が感心したようにため息をついた。

　そして眉を寄せて渚を見た。

「でもそれって大変よ」

「うん、それも……わかってる」

　渚も千秋と同じように眉を寄せて頷いた。姉の言う〝大変〟は、働きながら学校へ行くということに対する言葉ではない。

　調理師免許を取るために専門学校へ行く。それを実現したいなら、渚には乗り越えなくてはならない大きな壁がある。

　それはつまり……。

「お父さんに、黙っているわけにはいかないでしょうし」

　そうやはり問題は父だった。

　もともと厳格で口うるさい人だったが、母が亡くなってからはますます頑固になったと渚は思う。父子の間の繋ぎ役だった母がいなくて今は家でもあまり会話がない。

　それなのに渚のすることには相変わらず小言が多いのがやっかいだった。

　やれ帰りが遅いだの、派手な服は着るなだの。学生じゃあるまいし……。

　でもそれもこれも、母が亡くなってからひどくなったのだと思うと、渚は無下にはできないでいる。

　もともと裁判官だった父が仕事を辞めて弁護士事務所を開いたのは、母の病がきっかけだった。裁判官は転勤があるから治療に専念させてやれない、そう言って。

　厳格な父だけれど母を深く愛していたことは間違いない。

　母亡き後、父はＯＬをしていた千秋には自分の事務所に勤めていた弁護士の祐介と無理やり見合いをさせ、渚には自分の事務所に就職しろと強引にすべてのことを進めた。それはまるで家族がこれ以上自分から離れることを恐れているかのようだった。

　幸いにして千秋と祐介はうまくいって、今や見合いだったことなど感じさせないくらいラブラブだ。渚だってそれなりに社会人をやっている。

　それに満足して、安心しているであろう父が、渚の計画を許してくれるとは思えなかった。

「ねぇ、祐くん。祐くんからお父さんに話してやってくれない」

　千秋が自分の夫に話を振る。

　祐介は「え？　俺？」と目を剝むいた。

「そうよ。お父さん、娘の私たちの言うことなんか、これっぽっちも聞くつもりのない人だもの。義理の息子からうまく取りなしてやってよ」

　でもそれはいくらなんでも酷だ、と渚は思う。もう今は独立したとはいえ父は義兄の元上司なのだ。

　しかも父は家だけでなく職場でも厳格なことで知られている。その父に義兄が逆らうようなことを言えるわけがないだろう。

「お姉ちゃん、いいよ。私自分でなんとかする。いざとなったら強行突破すればいいんだから」

　冷や汗をかいて固まってしまった祐介を横目に、取りなすように渚は言う。でもできれば強行突破はしたくないなと思っていた。

　大切な家族が離れていく寂しさは渚にも痛いくらいよくわかる。娘を手元に置いておきたい父に、つらい思いをさせるのは本意ではなかった。

　それは千秋も同じようで、さっきはやりたいことは自分で決めればいいなんて言ったくせに、「強行突破ねぇ……」と眉を寄せて考え込んでいる。

　渚はその姉を見つめながら、再びカサゴを洗い始めた。

「なにかいい方法はないかしら……。お父さんを納得させられるなにか。……お父さんったら本当に口うるさいんだから。私もいろいろ言われたわ、結婚前は……」

　千秋はぶつぶつと言いながら考え込む。だが突然閃ひらめいたように声をあげた。

「あ！　そうだわ！」

　そしてカウンターから身を乗り出して、目を輝かせた。

「結婚すればいいのよ！　渚も」

「……はぁ？」

　名案が浮かんだかのように声をあげておきながら、なんの脈略もない言葉を口にする姉に、渚はやや呆れながら首を傾げる。

　そういえばこの姉は、どこかとんちんかんなところがあるのだ。

　だが千秋はそんな渚などお構いなしに、嬉々として自分の考えを語り始めた。

「お父さん、私にも口うるさかったでしょう？　でも結婚してからはそうでもないの。前はあんなに私のすることに文句ばっかり言ってたのに。きっと古い考えの人だから結婚して家を出た娘には口を出さないようにしてるのね。妻は夫に従えばいいって思ってるんだわ。仕事では男女平等なんて言ってるけど、口先だけなのよ。元裁判官のくせにね」

　涼しい顔をしてさらりと毒を吐く千秋を、祐介が微妙な表情で見ている。

　そんな夫には構わずに千秋は話を続ける。

「本当に、ガラリと変わったのよ。ほら昔はよく私が髪を染めてパーマをかけただけでも、ぐちぐち言ってたじゃない？　でも今は嫌そうに見ていても『うちの夫はこれが好みなのよ』って言えば黙るのよ。ふふふ」

　千秋が綺麗に染めた栗色の髪を揺らして笑う。後ろで祐介が驚いて、「千秋、お義父さんにそんなことを言ってるのか」と呟いた。

　そんな夫をチラリと見てから、千秋はさっきと同じ言葉を繰り返した。

「だから、渚も結婚すればいいのよ。で、『調理師の学校に行くのも弁当屋を始めるのもぜーんぶ夫と相談して決めました』て言えばきっとなにも言われないわ。穏便に、渚のやりたいことができるってわけ」

「そんなめちゃくちゃな……」

　渚はため息をついて、すべてのカサゴをザルにあげた。そして刺身用の大きいものと、唐揚げ用の小さいものに分けながら、キッチンペーパーで丁寧に拭いてゆく。

「それに私そんな相手いないもん」

　いやいたとしても結婚の動機としてはどうだろう。調理師学校に行きたいから結婚してくださいなんてバカにしてるのかと言われても仕方がない。

　自分の案に乗ってこない妹に、千秋が焦れたような声を出した。

「もう、渚は……。本当にアッチ方面はダメなんだから。かわいい顔してるのに、もったいないわ。渚が本気を出せばすぐにでも結婚相手なんて見つかるはずよ」

「まさか！　そんなわけないじゃない！」

　渚は声をあげて首を振った。

　渚も千秋も中学生から大学まで父が決めた女子校に通った。千秋は放課後それなりに遊んでいたようだが、毎日祖母の店に通っていた渚にはまったくその経験はない。

　そんな渚がすぐに結婚相手を見つけられるわけがないのだ。

「でもただ結婚するだけじゃダメなのよ。祐くんみたいに優しくて、妻のやりたいことをやりたいようにやらせてくれる相手じゃなきゃ」

　言いたい放題の千秋に、祐介が苦笑しながら優しくストップをかけた。

「千秋、もし渚ちゃんにそんな相手がいたとしても、誰でもいいわけじゃないよ。それこそお義父さんが認める相手でなきゃ、ひと悶着あるだろう。そしたら本末転倒だ」

「あ、確かに」

　千秋が呟いて黙り込んだ。

　千秋の結婚は、もともと父が選んだ相手だったからこそスムーズにいったといえるだろう。今だって、『夫と相談して決めました』が通用するのは、そういう相手だからこそ。

　渚が自由に選んだ男性を連れていったらどうなるのか……考えただけで恐ろしい。

　すると祐介が意外なことを言い出した。

「て、言うかさ。そんなことしなくてもお義父さんそろそろ考えているんじゃないか？　渚ちゃんの縁談」

「え!?」

　渚は驚いてカサゴを捌いている手を止めて声をあげる。

　千秋が夫をじろりと睨んだ。

「祐くん。お父さんからなにか聞いてるの？」

　まるで裏切りは許さないわよ、と言わんばかりの妻にたじたじしながら祐介が少し慌てて話し出した。

「な、なにも聞いてないけどさ。千秋の見合いも二十四歳じゃなかった？　俺お義父さんに言われたんだよ。二十四歳にもなって結婚しない娘がいるんだが会ってみてくれないかって。渚ちゃん今年二十四歳だろ？」

　渚はこくんと頷いた。

　千秋が呆れたような声を出した。

「二十四歳にもなってって……そんな全女子を敵に回すようなこと、よく言えるわね」

　でも祐介の言うことが本当なら、父がその心こころ算づもりだったとしてもおかしくはないということか……。

　これはますます事態は複雑になってきたぞ、と渚は思う。

　もちろん渚はまだ結婚などするつもりはない。だとしたら、専門学校へ行くために父を説得するというミッションの他にもうひとつ、父からの縁談を回避するというミッションまで課せられているということだ。

　あくまでも、祐介の予想が当たっていたら、だけれど。

　あぁ、前途多難……。

　カサゴを次々と捌きながら渚は長いため息をつく。

　一方で、実際にその見合いで幸せな結婚をした千秋の方は、どこかわくわくとして夫を見た。

「ねぇ、もしそうだとしたら、相手はやっぱり弁護士なのかな。祐くん、誰だと思う？」

「そうだなぁ」

　いい気なものねと思い、渚はカサゴの頭をダンッと落とす。

　親が決めた見合いなんて、自分たちのようにうまくいく方が珍しいだろうに。

「音川さんなんかどうかしら？　お父さんとは長い付き合いでしょう？　いつになったら結婚するんだあいつは、なんてぼやいてたのを聞いたことがあるわ」

「音川くんは……結婚しない主義じゃなかったっけ」

「だからこそよ！」

　楽しそうに勝手なことを話すふたりに少しぷりぷりとしながら、渚は口を挟んだ。

「音川先生は結婚はしないって公言されてるのよ。お見合いなんてありえないわ」

　そう、実は瀬名に負けず劣らずの甘いマスクの持ち主である音川が、瀬名ほど事務所内の女性の人気が高くないのは彼が普段から〝一生独身〟を公言しているから。なんでも若い頃から離婚の相談を受けすぎて、結婚そのものに幻滅してしまっているのだそうだ。そしてその言葉通り、三十八歳の今も独身を貫いている。

　いくら父が勧めたとしても、見合い話など受けないだろう。

「だったら……」

　千秋はそれでもどこか楽しそうにあれこれ考えを巡らせている。そして「あ！」と言って目を輝かせた。

「ねぇ、あの人は？　よくテレビに出てる……ほら、昔のレーサーみたいな名前の人」

「瀬名くん？」

　祐介が、苦笑しながら指摘する。

「そう！　その人！　すっごくイケメンじゃない？　あの人なんかどうかしら？」

　期待を込めた目で見られて、渚も苦笑してしまう。

「どうかしらって言われても……」

　そこに祐介が助け舟を出した。

「瀬名くんはないだろう」

「あら、どうして？」

「彼は特別だよ。コメンテーターとして全国的に顔が知られてるし、交友関係も広い。噂では女子アナと付き合ってた時期もあるらしいし……」

　祐介の話に渚は頷く。その話自体は渚にとっては初耳だが、そんな話があってもおかしくはないだろう。なにせ一説には私設ファンクラブまであるというのだから。

「あら、祐くん。渚だってかわいいんだから、女子アナなんかに負けないわよ」

　千秋が不満そうに夫を見る。今度は渚が祐介に助け舟を出した。

「そうじゃなくて、住む世界が違う人だってことなのよ。それに私も瀬名先生はちょっと嫌だなぁ。なんだか苦手っていうか……」

　渚の言葉に、千秋が興味深そうに身を乗り出した。

「それってそれって、やっぱりテレビと本物は違うってこと？　テレビでは爽やかさんに見えるけど、実は性格悪いとか……」

「そうじゃなくて！」と、渚は首を振る。まったくお姉ちゃんったらゴシップ情報が好きなんだからと思いながらも、でもそういえば、と首を傾げた。

　どうして、私は彼を苦手だと感じるのだろう？

　そう、渚は瀬名が少し苦手だった。

　それは彼にまつわる派手な噂話が影響しているのかもしれない。やれ、女優と食事をしているのを見ただの、女性誌の取材を受けただの。聞くつもりはなくとも自然と耳に入ってくるのだから。

　もちろん個人的な接点はまったくないから、仕事以外で話しかけられることはほとんどないが、この間のランチ会の件のように声をかけられただけでも、困ったなという気分になるのだ。

　でもよくよく考えてみれば、彼自身については嫌だと思う点などないはず。

　業務の指示は的確でわかりやすく、なにかあっても理不尽に事務員を叱ることはない。逆に指摘すべき点は丁寧に指導してくれる。

　それこそ、事務所の中では一番やりやすい弁護士だといえるだろう。

　渚はうーんと考え込む。

　その時、脳裏に愛美の顔が浮かんで、渚は「あ」と声をあげた。

　千秋が目を輝かせた。

「なにか思い出した？　瀬名先生の裏の顔」

「あ、いや、そうじゃないの。瀬名先生はいい先生だと思うよ。たぶん……。派手な噂はあるけど、仕事の指示はわかりやすくてやりやすい。でもすごくモテるでしょう？　瀬名先生と話してると、先輩たちに睨まれるのよ。だから仕事だとしてもあまり関わりたくないって思うのかも……」

　事務所のルールとして事務員は各弁護士の担当制ではないから、弁護士は、その時手が空いている事務員に仕事を頼む。

　瀬名の仕事は大抵愛美たちが立候補してやる。だから渚はあまりやらなかったのだが、最近はなぜか頼まれることが増えていた。

　苦手でもなんでも頼まれれば仕事はするわけだが、そんな時は後で必ず愛美に嫌味を言われたりするのだ。

　だから瀬名に話しかけられると、もはや条件反射のように身構えてしまう。そして話しかけないでほしいなぁなどという失礼なことを思うのだ。

　一方で千秋の方は、渚の言葉の中の瀬名とは関係ない部分にひっかかりを覚えたようだ。

　眉を寄せて心配そうに、「渚、まだお友達できてないの？」と言った。

　まるで、小学生を心配する母親のようなことを言う千秋に、渚は呆れてため息をついた。

「お友達って……。仕事なんだから、そんなのできないよ」

「でも……」

　千秋は結婚前、父の顧問先の会社で秘書をしていた。彼女自身はあまり働くのが好きではなかったようだが、信頼する弁護士先生の娘さん、ということで大切にされていたという。だから今の渚のような状況が信じられないのだ。

「まさかお父さんの事務所に、意地悪な人がいるなんて予想外だったわよね……」

　そう言ってため息をついている。でも突然思い出したように顔を上げて、渚をきゅっと睨んだ。

「でも渚の方も、ちょっと問題があるんじゃないの？」

「私に？」

「そう。音川さんに聞いたわよ。渚、事務所ではいつもつーんとしてにこりともしないって話じゃない。本当の渚はにこにこしてかわいいのに、どうしてなの？　そんなんじゃ、周りとうまくいくわけないわ」

　音川先生ったら……、と渚は思わず顔をしかめた。フレンドリーな性格の音川は事務所に入所してからずっと父のお気に入りで、母が亡くなる前はよく家に飲みにきた。千秋とはいまだ連絡を取り合う仲なのだ。

　だからってこんなスパイみたいなこと……。

　渚が事務所であまり感情を出さないようにしているのは、周りの人たちに気を遣ってのことだった。皆所長の娘となど仲よくしたくないだろう。音川と雑談する時なんかはついついそのペースが乱れてしまったりはするけれど、なるべく淡々と過ごすようにしている。

「あくまでも仕事をしに行ってるんだから、友達なんて必要ないし、愛想よくする必要なんてないよ」

　私はこのペースでまったく問題なく過ごせているのにと、渚はなんだかムカムカと腹が立ってくるのを感じていた。

　音川先生もお姉ちゃんもいつまでも私を子供扱いして……。

　愛美たちだってべつにむやみやたらと突っかかってくるというわけではない。もちろん普段から優しくしてもらえるわけではないけれど、それ自体は渚自身は気にならない。

　ただ瀬名が関わってくるとめんどくさいというだけで。

　だからこれからも今までと同じように、瀬名にさえ関わらないようにすれば、そんなに心配される話でもないのだ。

「……小麦粉、買ってこなきゃ。ちょっとスーパーに行ってくるね」

　早口に言って、渚は捌き終えたカサゴを冷蔵庫にしまうと、バンッと乱暴に扉を閉める。

　お父さんも、お姉ちゃんも結局は私を信用してないのよ。

　渚はなにかを言おうとする姉を無視して、そのままキッチンを出る。

　千秋が、カウンターに頬杖をついたまま、落胆したようにため息をついた。




「渚、お見合いをしなさい」

　渚が出した食後のお茶をひと口飲んで、父龍太郎が言う。それを聞いて、渚は危うく自分の分のお茶を溢しそうになってしまった。

　姉夫婦の家に行った日の次の日、日曜日の夜である。

　食卓には姉夫婦からもらってきたカサゴのお刺身が並んだ。父はそれを美味しそうに平らげて、いつものように温かいお茶を飲んだ。

　そしてその言葉を口にしたのである。

　そのあまりのタイミングに、渚はびっくり仰天してしまう。

　だって、こんなにどんぴしゃりで祐介の予想があたるとは……。

　あの時彼は姉に、『なにも聞いていない』と言っていたが、本当はやっぱりなにか知っていたのでは？と思うくらいだった。

　自分のお茶を持ったまま固まっている渚をジッと見て、再び龍太郎が口を開いた。

「見合いをしなさい。お前ももう二十四歳だろう。信頼できる人と結婚をして、親を安心させるべきだ」

　本当に義兄は優秀な弁護士だと渚は思う。なにもかも彼の予想通りだった。女性の二十四歳にいったいなんの意味があるのかは不明だが、とにかく父は二十四歳になると結婚するべきだと思うらしい。

　結婚をして家庭を築く年齢だ、と。

　でもそれは、あくまでも父にとっての基準であって、自分のではないと渚は思う。少なくとも今の自分は結婚する気などさらさらない。

　やはり私にはふたつのミッションが課せられていたのだと思い、渚は気を引きしめた。とりあえず、ひとつ目のミッションをクリアしなくては。

　いつも寄っている父の眉間のシワを見つめて、渚はゆっくりと首を振る。そして慎重に口を開いた。

「お父さん、私まだ結婚はしたくないの。だからお見合いはしないわ」

　言いながらこんな言葉で父が納得するわけがないと思うけれど、とにかく希望を言わなくては始まらない。

　龍太郎が目元を険しくさせた。

　小さい頃はその顔で叱られるのがとても怖かった。今も……平気だとは言えないけれどそれでもきちんと言わなくては。

「お見合いはしたくないわ。お父さん」

　渚はもう一度はっきりと言う。

　一方で父は渚のその反応にさほど驚いた様子もなく、ただ少し考えて、「どうしてか、わけを言いなさい」と言った。

　その言葉に渚の心に迷いが生まれる。

　今ここで本当のことを言ってしまおうか。

　お父さん、私、やっぱりおばあちゃんのお弁当屋を継ぎたいの、そのために専門学校へ行きたいから、結婚なんてしたくないの。

　でも父の顔を見ているうちに、それは得策ではないなと思い直す。もうすでにご立腹なところに、そんな絶対反対されるであろう話を出したりしたら、通る話も通らない。

　ここは一旦、見合い話を回避することだけに全力を注ごうと心に決めて、渚は口を開いた。

「だって私まだ社会人になって二年しか経っていないのよ。もっともっと世間のことを知りたいわ。仕事だってまだまだ未熟だし……」

　だが出てきた言葉は、つまらないありきたりなものだった。

　こんな理由で、父が納得するわけがない。でも本当の理由を言えない以上、これくらいのことしか言えなかった。

　龍太郎が、ため息をついた。

「世間を知る必要などお前にはない。しっかりした人と結婚すれば、それでいいんだから……」

「そんなの嫌よ！」

　頭ごなしに言う父に反発を覚えて、渚は思わず声を荒げる。

「私だって、自立した大人なのよ！　誰かに寄りかかって生きるのは嫌！」

　でもそこまで言ってしまって、まずいと思い口を閉じた。

　父はこんな風に反抗すればするほど頑なになる。本当に自分の希望を叶えたければ、感情的になったりせずに論理的に説明しなくてはならないのだ。

　だが時すでに遅し。父はますます険しい表情になった。

「お前はすぐにそうやって、感情的になる。いったいそれのどこが大人だというんだ、大体お前は……」

　説教が始まって、渚はあぁやっちゃったと心の中で呟いた。

　こうなると長いのだ。

　もうなにを言っても焼け石に水、それどころか火に油を注ぐようなものなのだ。

　早く終わらせたければ、黙って話を聞くしかない。

　渚は手元の湯呑みに視線を落として、ただ神妙に話を聞いているフリをする。この話が終わったらどうやって切り返そうかと頭をフル回転させながら。

　一方で龍太郎の方は、相変わらずくどくどと説教を続けている。

「……だから、彼なら信頼できる。とにかく会って話をしてみなさい。わかったか？　渚？」

　突然返事を求められて、渚はハッと顔を上げる。

　まずい、聞いていなかった……。

　でもここで「え、なにを？」などと聞き返してしまったら、また説教が長くなるのは確実だった。

　どうしよう……。

　渚は思わず顔をしかめる。

　父が、言い聞かせるように話し始めた。

「とりあえず結婚するかどうかはさておいて、見合い自体は決まったことだ。彼の方にも時間をもらってある。来週の日曜日、グランドホテルのラウンジだ」

　いつの間にか、父の話は説教から見合い話に戻っていたようだ。

　それにしても相手にもすでに話をしてあるなんてやっぱり横暴だと渚は思う。こっちの都合も聞かないで。

　お父さんってば相変わらずね、とそこまで考えて、でもそういえばと首を捻る。

　相手はいったい誰だろう？

　父のこの口ぶりからして、おそらくもう名前を言ったことは確かだった。

　説教を聞き流しているうちに、どうやら相手の名前も一緒に聞き流してしまったらしい。

　だがもちろんもう一度尋ねることなどできなかった。そんなことをしたら話を聞いていなかったことがバレてしまう。

　そんな渚の内心はよそに、父の方はどんどん話を進めていく。

「彼とは、知らない仲ではないだろう。でも事務所ではそうプライベートの話もできんだろうから、一度会ってじっくり話をしてみなさい。彼が、信頼できる弁護士なのはお前もよくわかっとるだろう？」

　その言葉に渚は驚いて目を見開く。では相手は同じ事務所の弁護士なのだ。

　……でもいったい誰？

　渚は啞然としながらも、とりあえずこくんと頷いた。事務所に所属する弁護士が皆優秀で信頼できるのは確かだからだ。

　その渚の反応に父は満足そうに微笑んで、でもすぐにまた渋い顔になる。

「あいつも、結婚自体する気はありませんなんて言っとるが、もう三十を超えたんだ。そういうわけにはいかんだろう。男は、所帯を持ってこそ責任感が生まれるというものだ」

　その言葉を聞いて、ようやく渚にも相手が誰だか察しがついた。

　音川だ。

　結婚しないなんて公言しているのは、事務所内に彼しかいない。

　渚は心の中でため息をついた。父が前々から音川の独身主義を苦々しく思っていたのは知っている。だからって、娘と結婚させようだなんて。

　でもそれを聞いて、幾分安堵したのも事実だった。

　上司から自分の娘との見合いを勧められるなど一歩間違えばパワハラ案件になりかねないと密かに心配したが、音川なら問題ないだろう。

　彼なら父の扱いはよくわかっているはず。きっと見合いの話を受けたのも初っ端から断るのではなく、会うだけは会って、後からうまいこと断ろうと思っているに違いない。

　きっとお見合いをするフリをして……。

　でもそこまで考えて、はたと渚は思あたる。

　……フリ？

　お見合いをするフリ？

　そうだきっと音川はそういうつもりなのだろう。

　お見合いをするフリをしてとりあえず、父に従うように見せておく。そして頃合いを見て、要求をうまく回避する。

　時間をかけて、自然と父が納得できるように……。

　と、その時。渚の脳裏に突拍子もないと呆れ返ったあの姉の言葉が蘇った。

『渚も結婚すればいいのよ』

　もちろん、専門学校に行きたいからなどという不純な動機で結婚するべきではない。

　……でもフリなら？

　そして相手が音川なら？

　一生結婚しないと決めている音川なら、例えば渚が専門学校へ行っている間だけでも結婚しているフリをしてほしいとお願いするわけにいかないだろうか。

　いくら父の扱いには慣れているとはいえ、音川だって断るのは気を遣うはず。

　なら……。

　無謀すぎる、ありえないと自分の中の常識的な部分が言う。だがこれしか方法がないと、別の自分がそれを説き伏せた。

　四月まではあと二カ月しかないのだ。

　その間に、見合い話を回避しつつ、父に専門学校の件も了承してもらわなくてはならない。

　これは今までの経験上、非常に難しいことだった。

　ならば……。

　無茶でもなんでもやってみるにこしたことはないんじゃない？

「渚、とにかく、四の五の言わず親の言うことは聞くものだ。それが一番お前が幸せになれる道なんだから」

　渚はこわい顔で無茶苦茶なことを言う父を真っ直ぐに見つめる。

　並大抵のことでは自分の考えを変えない頑固な人。この父を乗り越えるには、正攻法では無理だろう。

　私も、強したたかにならなくては。

　渚は小さく息を吐いて、決意を込めて口を開いた。

「……わかったわ、お父さん。私、お見合いしてみる」










意外な見合い相手




　見合いをすると父に告げた日の翌週の日曜日、グランドホテルのラウンジに、渚はいた。

　二月にしては暖かい日の光が差し込む窓際の席で、少し緊張しながら音川を待っている。

　さすがは高級ホテル、公共の場ではあるものの、落ち着いた雰囲気で周りの話し声が気にならないほど席と席の間が離れている。

　これなら誰かに話を聞かれるようなことはないだろうと思い、渚は幾分安堵した。

　着ているのは、姉から借りた若草色のワンピース。

　普段の渚なら絶対に選ばないオシャレなデザインと明るい色に、少しそわそわしてしまう。

　とても似合っているとは思えないが、見合いかどうかはともかくとして、ホテルに相応しい服装としては正しいだろう。

　姉の千秋には、事前に渚の計画を話した。

　そんなのやめておけと言われるかと思ったが、意外にも彼女は、やってみればと軽く言った。

『音川さんならおもしろがって引き受けてくれるかも』

　そしてもともと音川と旧知の仲である彼女は、自分から彼に話そうかとまで言ってくれた。

　でも渚はそれを断った。

　ただでさえ突拍子もない、人を馬鹿にしたような頼みを誰かを介して伝えるなんて、いくらなんでも失礼だ。

　渚は少し緊張して、運ばれてきたコーヒーを飲む。

　これから自分は一世一代の賭けをする。

　優秀な弁護士である音川に、一緒に父親を騙してほしいと頼むのだ。

　自分の自由な未来のために。

　大きく深呼吸をひとつして、心を落ち着けようと目を閉じる。そしてなにをどう言おうかと、事前に考えてきたセリフを頭の中でおさらいした。

　その時。

「佐々木さん」

　低い声に呼びかけられて渚はゆっくりと目を開く。いよいよこの時が来たと心の中で呟いて。

　だが目に飛び込んできたのは、まったく予想外の光景だった。

「待たせてしまって、申し訳ない」

　その人物は待たせたことを詫びながら、渚の向かいのソファに座る。

　そして慣れた様子でウェイターを呼び、コーヒーを頼んでから渚に向かって口を開いた。

「随分早かったんだね。僕も余裕をもって来たつもりだったんだが」

　その彼に、渚は答えることができない。

　予想外の事態に、それどころではなかったからだ。

　唖然とする渚に、目の前の男性……瀬名和臣が、小さく首を傾げた。

「佐々木さん？　どうかした？」

　どうしたもこうしたもない、と渚は思う。

　どうして彼がここにいるのだろう。

　あたりまえのように渚の向かいのソファに座り、あたりまえにコーヒーを頼んで。

「……音川先生は、遅れて来られるのですか？」

　なにが起こっているのかいまひとつ整理できていない頭のまま、渚は彼に問いかける。

　今彼がここにいる理由があるとすれば、音川に不都合があって後輩を走らせたのかと思ったからだ。

　だがその問いかけに、今度は瀬名が首を傾げる。

「音川さん？」

　渚はゆっくりと頷いた。

「音川先生が来られるんですよね」

　その言葉に、瀬名はしばらく逡巡して、戸惑うように首を振った。

「音川さんは、たぶん来ないよ。……今日は関係のない人だから。佐々木先生からは、僕と君のふたりで会うようにと言われたんだが」

「え!?」

　意外すぎる彼の言葉に、渚は思わず声をあげる。

　静かなホテルのラウンジにその声が響いた。

　もしかして、いやもしかしなくても、瀬名が渚の見合い相手ということなのだろうか。

　一方で瀬名の方は、そんな渚の反応に眉を寄せてまつ毛の長い綺麗な瞳を瞬かせる。そして彼にしては珍しく、少し呆れたような声を出した。

「まさか、佐々木さん。お父様から相手が誰か知らされてなかったの？」

「え？　……いえ、知らされてはいましたけど」

　咄嗟に渚はそう答える。

　でもそれは少し語弊のある言い方だった。

　渚は相手の名前を、父の口からはっきり聞いたわけではない。ただ父の口ぶりからそうだろうと予想をしただけなのだ。

　瀬名が、じゃあなぜそんな誤解をすることになったのだと言わんばかりの表情でジッと渚を見つめている。

　その視線に、渚はなんだか居心地の悪い気分になって、言い訳のような言葉を口にした。

「すみません、あの……。実は、相手の方の名前は聞きそびれたんです。ち、父は多分、言ったのだと思いますけど、その前にくどくどとお説教をしていまして……私、父のお説教は聞き流すクセがついているんです。それで、お見合いの相手の名前も聞き流してしまいました。でもその後の父の話を聞いて、てっきり音川先生だと思ったわけです……」

　一気に言ってしまってから、渚は瀬名から目を逸らす。きっとなんていい加減な親子だと、再び呆れられただろう。

　だが意外なことにそういうわけでもないようで、彼はぷっと吹き出して、肩を揺らして笑い出した。

「相手の名前も聞き流しちゃったのか。そうか」

　その様子に、コーヒーを運んできた女性店員が彼に視線を奪われている。

　なるほどこうやって間近で見ると、誰かがテレビで言っていた通り、少年のような無邪気な笑顔がすごく素敵だった。

　普段の彼は、頼りがいのあるがっしりとした身体つきに、甘いマスクが印象的な抱擁力のある大人の男性だから、なおさらそう感じるのだろう。

　不覚にも胸の鼓動がドキンと跳ねて、渚は彼から目を逸らす。そして目の前のコーヒーをひと口飲んだ。

　……アイスコーヒーにすればよかったかも。

　なんだか少し身体が熱い。

　でもどうして彼が笑っているのか、理由についてはさっぱりわからなかった。

　すると瀬名が笑いながら、そのわけを話し始めた。

「いや、意外だなぁと思って。佐々木さん大人しそうなのに、お父様のことそんな風に言うんだね」

　それは当然の感想だ。

　なにせ仕事中の渚はなるべく無駄口は叩かずに、目立たないように過ごしている。はたからみれば真面目のひと言だろう。しかも親が経営する事務所で働いているのだから、父親の言いなりなのだと思われても仕方がない。

「でもじゃあ、なんで音川さんだと思ったんだ？　あの人結婚する気ないだろう？　見合い話も片っ端から断っているはずだ」

　その瀬名の問いかけに、渚は少し考えてから口を開いた。

「父がそう言ったんですよ。あいつは結婚する気がないって言うけど、するべきだって。それに信頼できる弁護士だって言ったから、私てっきり……」

　渚の言葉を、瀬名は腕を組んで聞いている。

　渚は少し慌てて言葉を足した。

「あ、もちろん、信頼できる弁護士だっていうのは瀬名先生にもあてはまると思います。でも私、先生が独身主義だなんて、知らなかったですから……」

　あたふたと言い訳をする渚に、今度は瀬名はおかしそうに微笑んだ。

　なんだかいつものペースが崩されていくようで、渚は少し居心地の悪いような気持ちになる。

〝このお見合いは間違いでした申し訳ありません〟と、いつものようにポーカーフェイスで切り抜けてさっさと帰ってしまいたいのに、どうしてかそれができないでいる。

　彼の少し茶色い綺麗な瞳に見つめられると、どうにもそわそわしてなにか言わなくてはと思ってしまう。

「でも先生は独身主義なのに、父が無理やりお見合いをねじ込んだってことですよね。本当にすみません」

　とりあえずそんな言葉を口にして、渚はぺこりと頭を下げた。

　家族ぐるみでよく知る音川ならともかく、よりによってテレビで大人気の瀬名に、無理やり娘を押し付けようなんていくら父でも無茶すぎる。

　彼にとっては迷惑以外のなにものでもないだろう。

　とりあえず、娘の自分からも謝っておかなくては。

　だが瀬名の方はさほど気にする様子もなく、肩を竦めて首を振った。

「それはべつに大丈夫。先生と僕との話でそうなったんだから、君が心配する必要はないよ。僕だって、先生とは長い付き合いなんだ。君ほどじゃないけれど、先生との付き合い方はよくわかっているつもりだ」

　そう言って瀬名は、少し意味深な視線を渚に送る。

　渚は思わず笑みを漏らした。

「本当ですか？　先生の方こそ意外です。ふふふ」

　彼は事務所のエース的存在で、龍太郎の信頼も厚いと言われているのに。

　ひょっとして彼も自分と同じように、頑固で融通がきかない父の説教を聞き流してるのだろうか。そんなことを考えてしまって、渚は笑いが止まらない。

　その渚に、目の前の瀬名が少し驚いたように瞬きをして、コーヒーカップを持つ手を止めた。

　そしてそのままジッと渚を見つめている。

　渚は笑うのをやめて首を傾げた。

「先生？　どうかされたんですか？」

　瀬名がハッとしたようにコーヒーカップを静かに下ろした。

「いや……なんでもない」

　そして小さく咳払いをした。

「それより君は、お見合いの相手が音川さんだと思ってたんだよね。ということは、そのかわいらしいワンピースもあの人のため？　普段の君とはまた全然違った感じでとても素敵だけど。もしかして相手が僕でがっかりだったかな」

「え!?」

　突然の褒め言葉に、渚は飛び上がるほど驚いてしまう。

　素敵だなんて、男性から言われるのははじめての経験だった。

　でもすぐに相手はあの瀬名なのだと思い直し、なんとか心を落ち着ける。華やかな世界の住人である彼にとっては、このくらい挨拶みたいなものなのだろう。

　いちいち真に受けるなんてバカみたいだ。

「あの、べつにそういうわけではありません。このワンピースも姉から借りたものなので。お見合いの相手が音川先生でなくてがっかりだったっていうのは、その通りでしたけど……」

　そうなのだ。

　見合いの相手が音川でなかった時点で、渚の計画は泡となって消えた。

　比較的気心の知れた音川ならいざ知らず、じっくり話をするのもはじめてな相手、瀬名には到底お願いできる話ではないのだから。

　その残念な思いが頭をよぎり、渚は思わずそんな言葉を口にする。だがそれを瀬名は別の方向から捉えたようだ。

「へぇ」

　意外そうに呟いた。

「君、音川さんが好きなんだ」

　その指摘に、渚は一瞬ハッとなって、慌てて訂正をする。

「あ！　ち、違います！　そうじゃありません」

　だがそれに瀬名はまったく納得した風でもなく、少し眉を上げて黙ってソファに身を沈めた。その瞳は、疑わしげに渚を見つめている。

　冷静になって考えてみると、べつに彼に誤解されたままでも全然構わないはず。

　もともと瀬名と渚はほとんど接点がないのだし、彼がまさかそれを吹聴して回るような人物とも思えないからだ。

　でもなぜか誤解されたままは嫌だった。

　瀬名はソファに肘をつき、長い脚を組んで渚を見つめている。

　渚は彼に向かって訴えた。

「本当に違うんです。好きとかそういう気持ちがあるわけじゃなくて、ただお願いしたいことがあっただけなんです」

「お願いしたいこと？」

「そうです！」

　どうやらこのままきちんと話をすれば、なんとか誤解は解けそうだ。

　渚は少し勢い込んで話し始めた。

「うちの父は、先生もご存知の通り、ものすごく厳しいんです。娘の私にあまり自由はありません。今まで進路も、就職も……なにもかも父が決めてきたんです」

　瀬名が続きを促すように小さく頷いた。

「私には結婚をして家を出た姉がおりまして、その姉に最近アドバイスをされたんです。自分のやりたいことをやりたければ結婚すればいいよって。どうやら父は結婚をして家を出た娘にはそれほどうるさくは言わないようで……」

　でもそこまで言って、渚は口を閉じてしまう。

　改めて口に出してみて気が付いた。

　なんて短絡的で自分勝手な話なのだろう。

　恥ずかしくて、頬が熱くなった。

　最後まで言えない渚の言葉を、瀬名が引き継いだ。

「だから音川さんと見合いをしようと思ったのか」

　いたずらが見つかって叱られた子供のように、渚はしょんぼりとうつむいた。

「はい。しばらくの間、結婚してるフリをしてもらおうと思いました……」

　蚊の鳴くような声しか出ない。

　きっと瀬名はなんて身勝手な奴なんだと、驚き呆れたに違いない。

　とても彼の顔を見ることなどできなくて、渚はうつむいたまま、膝の上の手をもじもじさせる。こんなくだらない話はもうやめにして、早く家に帰りたい。

　でもそう渚が思った時、意外な言葉が降ってきた。

「……それで、そうまでして君はいったいなにをしたいんだ？」

　まるで、ただ自由になりたかっただけじゃないとわかってくれているような言葉に、渚は驚いて顔を上げる。

　そこには呆れるわけでも非難するわけでもない、真っ直ぐな瀬名の視線があった。

　渚は小さく息を吐く。

　不思議な気分だった。

　今目の前にいる瀬名は、自分にとって遠い遠い存在で、本来ならこんな風に話をすることすらなかったはずの人なのだ。そんな相手にこれ以上自分の話をする必要などない。話したところでなにかが変わるわけでもないのだから。

　それなのに、聞いてほしいという思いが、心の中に芽生えるのを感じている。

　突拍子もない渚の計画を、呆れたりバカにしたりすることなく、ただ静かな眼差しで話の続きを待っている目の前の彼に、最後まで話を聞いてもらいたい。

　もしかしたら話すことで、振り出しに戻ってしまった計画の新たな糸口が見つかるかもしれないとすら思うくらいだった。

　さすがは瀬名先生、と渚は心の中で呟いた。

　きっと彼は普段の法律相談でもこんな風に相手の心の扉を開けているに違いない。こうやって、相談者が本当に求めていることを引き出しているのだろう。

　かつて龍太郎が言っていた。

　弁護士は聞き上手でなくてはならないと。弁護士のもとへ来る者は皆一様に自分では解決できない問題を抱えている。

　心の中は不安が渦巻き、頭の中は混乱している。たとえ相手が弁護士だとしても、胸の内をさらけ出すことに躊ちゅう躇ちょしている人も少なくない。その彼らから、なるべくたくさんの言葉と思いを引き出すことが、問題解決の第一歩なのだ、弁護士とは、人の話を聞く仕事なのだと。

　もちろん今は法律相談ではないのだから、ここで渚が言いたくありませんと答えればそれでもなにも問題ない。目の前の瀬名の眼差しにも強制するような色はない。

　それでも……。

　渚は小さく深呼吸をして、ゆっくりと口を開いた。

「私、本当はお弁当屋をやりたいんです」

「お弁当屋？」

「はい。祖母がやっていたお弁当屋を継ぎたいんです。祖母が亡くなって閉めてから二年以上経ちますけど、人には譲らずそのままにしてあるんです。あそこを……、そのために調理師学校へ行こうと思っているんです。できれば次の四月から」

　姉夫婦にしか打ち明けていない大それた計画を口にして、声が少し震えてしまう。膝に置いた拳に力を入れて、自分を励ました。

「当然父は許してくれないと思います。しっかりした人と結婚をして親を安心させるのが、娘の義務だと思っているような人ですから。だからといってこっそり学校へ通うのも不可能です。私は実家に住んでいますし、ひとり暮らしも許してもらえそうにありませんから」

「だから、音川さんと結婚を？」

　渚はこくんと頷いた。

「はい。できたら、調理師免許が取れるまで。その間にゆっくり父を説得しようと思っていました。調理師免許を取れば少しは父の私を見る目も変わるかもしれません」

「仕事はどうするの？」

　また瀬名が問いかける。それに導かれるような気持ちで渚は言葉を続けた。

「とりあえずは辞めません。貯金も少しはありますけど、学費に使ってしまいますので。学校は事務所から近いところにあるので、夜間に通おうと思っていました」

　計画のすべてを吐き出して、渚はホッと息を吐く。

　どこかスッキリとした気持ちだった。

　悩み事は話すだけで楽になるなんていうけれど、まさにそんな気分だ。

　でも次の瞬間、この計画はダメになったのだと思い出してまた大きな落胆を覚えた。

　専門学校へ行くためには、別の方法を考えなくてはならないのだ。

　瀬名が「なるほどね」と呟いて、コーヒーをひと口飲む。

　そしてそのまま黙り込み、なにか思案するようにソファに肘をついてコーヒーカップを見つめている。おそらく内心では無謀な奴だと呆れているはずなのに、そんなことは微塵も感じさせないところが、さすがだった。

　それだけで渚はどこか救われたような気持ちになる。

　今回はうまくいかなかったけれど、とにかくいろいろやってみよう。

　だがその時、しばらくの間沈黙していた瀬名が、ゆっくりと視線を渚に向けて再び口を開いた。

「調理師免許は、いつ頃取れそうなの？」

「え？」

「専門学校に通って、どのくらいで取れるものなの？」

「……私が行こうと思っているコースは二年です」

「二年か……」

　呟いて再び瀬名が沈黙する。その様子に渚は目を見開いた。

　もしかして彼は、渚の突拍子もない話を笑いもせずに聞いてくれただけでなく、どうすればいいか真剣に考えてくれているのだろうか。

　だとしたらどこまで親切な人なのだろう。

　いくら上司に頼まれたといっても、本当は彼はこうやって時間を取ることすらままならないくらい忙しいはず。それなのに取るに足らない渚の悩み事を一緒に考えてくれるなんて。

　本当に彼は根っからの弁護士なのだと渚は思う。

　そしてせっかくだったら、その彼にほんの少しでもいいから、なにかヒントをもらえないかと思い渚は口を開いた。

「瀬名先生」

　瀬名が眉を上げて渚を見た。

「父は……私と先生のお見合いがダメになった後、音川先生と結婚しますって言ったら、納得すると思いますか？」

　なぜ父が瀬名を見合い相手に選んだのかその理由についてはいまひとつ不明だが、それは他の弁護士ではダメだという結論に繋がるのだろうか。

　瀬名が眉を寄せ、訝しむように問いかけた。

「君、どうしてそんなに音川さんにこだわるの？　さっきは否定してたけど、やっぱり音川さんのこと……」

「ち、違います！」

　渚は慌てて声をあげる。

「音川先生は、姉の友人でして……私も気心がしれているんです。私にはこんなこと頼めるの音川先生しかいないんです……」

　でもそこまで言って、なんだか少し情けないような気持ちになった。

「姉はべつに音川先生でなくても、優しくて私の言うことを聞いてくれる男の人を探せばいいなんて言いますけど、そんなの私にできるわけがないんです。普通の彼氏だってどうしたらできるのかわからないのに……」

　ぶつぶつと言いながら瀬名を見ると、彼はさっきとは打って変わってなぜか少し愉快そうに微笑んでいる。

　それを見て、渚は少しムッとして眉を寄せた。

　きっとこの年になって、フリだけの結婚とはいえ父の部下もしくは姉の友人である音川しかあてがないなんて、ありえないと思っているのだろう。

　なんだかバカにされているような気分だった。

「なんですか？　瀬名先生」

「いやなんでもないよ」

　相変わらずにこにこしたまま、白々しく首を振る瀬名を渚はさらに追及した。

「この年になって彼氏のひとりもいないなんてって、バカにしてるんでしょう」

「してないって！」

　彼は即座に否定する。だがその表情はやはりどこか楽しげだった。

　渚はますます憮然とする。

「絶対にしてます。そりゃ女優さんだって女子アナだってよりどりみどりの先生からしてみれば、私みたいな人間、古代人に思えるかもしれません。でもずっと女子校だったんだから仕方がない部分もあるんですよ。それなのに……」

「古代人！」

　瀬名が吹き出した。そしてそのまま肩を揺らして笑い出す。

「くっくく。本当に意外だな、佐々木さん。こんな子だとは思わなかった。事務所でもそうしてたらいいのに」

　笑いが止まらない彼を睨みながら、気楽に言ってくれるわと渚は思う。そしてそれがそのまま口から出てしまう。

「そういうわけにはいきませんよ。事務所の皆さんからしてみれば、ボスの娘なんて扱いづらいだけでしょうし。ロボットみたいにただ仕事をするだけです。その方がお互いに気が楽ですから」

　言いながらちょっと本音を出しすぎかな、とも思うけれど、どうせもうすでに変なところも素の自分も知られているのだと思い直す。

　今さら、猫を被り直してもあまり意味がないだろう。

　どこかやけっぱちな気分になって、渚はため息をついて呟いた。

「でも、先生のおっしゃる通り事務所でも素の自分を出していたら、もしかしたら音川先生以外にもお願いできる人ができていたのかもしれませんね」

　事務所には音川や瀬名以外にも独身の男性はいるのだから、彼氏……は無理だとしても友人くらいにはなれたかもしれない。

　だがその渚の言葉を瀬名が即座に否定した。

「それは……どうかな」

　さっきまでとは少し違う、鋭くて低い声。驚いて彼を見ると、もう笑うのをやめて難しい表情になっている。

　その様子に〝君には無理だ〟と言われているように感じて、渚は少しムキになった。

「そ、そんなこと、わからないじゃないですか。私だってもっとちゃんとしてたら……か、彼氏は無理だとしてももう少しお近付きになれていたのかも！　なんなら今からだって……」

「ダメだ」

　瀬名がきっぱりと首を振り、深いため息をついた。

「そもそも君のその計画自体が穴だらけだ。結婚をすれば佐々木先生から自由になれるというのはわかった。でもそうやってうまくいったとして、調理師免許が取れた後、結婚自体はどう説明するつもりだ？　まさか、嘘でした、とそのまま説明するのか？」

「そ、それは……。適当に理由をつけて別れよう思っていました。ぜ、全面的に私に問題があったという形にして」

　突然の追及に、渚はしどろもどろになってしまう。

　でもこのくらいでは負けられない。

　瀬名が渚の言葉を受け止めてから、また口を開いた。

「では、相手にとってのメリットは？　君と結婚して君の夢を叶えて、相手の男になんのメリットがあるんだ？」

　鋭いというよりはあたりまえの追及に、渚はうっと言葉に詰まり黙り込む。

　相手の男性にとってのメリットなど、なにも頭に浮かばないというのが正直なところだった。

　相手の人にはなんのメリットもない、だからこそ千秋ははじめに提案してきた時『本当の結婚をしろ』と言ったのだ。本当の結婚ならばメリットなどなくとも成り立つのだから。

　瀬名が放ったたったふたつの質問で、完膚なきまでに打ちのめされてしまい、渚はもはや泣きそうになってしまう。

　瀬名が再び口を開いた。

「うちの事務所の弁護士たちが、そんな危なっかしい話に乗るとは思えない。佐々木先生にバレたら身の破滅だし、うまくいってもそれほど旨味のある話でもないだろう？　そりゃ君と結婚している間は曲がりなりにも所長の娘婿になるわけだから多少はなにかあるかもしれないが、それも二年足らずのことだからね」

　至極もっともな瀬名の指摘が、渚の胸にグサグサ刺さる。

　もう黙ってうつむくしかなかった。

　その渚をよそに、彼はまるで法廷にいるかのようにスラスラと言葉を繋げていく。

「しかも佐々木先生は元裁判官だ。いわば嘘を見抜くプロ。普通の人の嘘など簡単に見破ることができる方だよ。だから君も本当に計画を実現したければ、相手は慎重に選ぶべきだ。協力してくれるなら誰でもいいというわけじゃない。ましてや音川さんは……あの人は案外態度に出るよ」

　でもなにやら話の矛先が少し変わったような気がして、渚は恐る恐る顔を上げる。瀬名は膝の上で手を組んで、真っ直ぐにこちらを見つめていた。

「あの……？」

　渚は戸惑いながら首を傾げる。

〝君の計画は穴だらけ〟ときついダメ出しをしておきながら、〝実現したいなら〟などと言う彼の意図がわからなかった。

　なにをどう尋ねればいいかわからないまま、渚は彼をただ見つめる。だがわずかに微笑んでいるようにも思えるその表情からは、なにも読み取ることはできなかった。

　そんな渚に、彼は今度は優しく言い聞かせるように話し始めた。

「君のお父さんと、そんな危険なやり取りができる勇気と能力がある人物は僕が知る限り、うちの事務所にはいない。……僕を除いては」

　言い終えて、瀬名がにっこり微笑んだ。

「…………瀬名先生？」

「そう」

　力強く頷いて、彼は少し身を乗り出した。

「僕なら、佐々木先生が相手でもその計画を実現させてあげられる。佐々木先生を騙すのが心苦しくないといえば嘘になるが、バレないようにうまくやれる。それから、後々別れた後もそれほどダメージを受けることもない。佐々木先生と僕の間には今まで培った信頼関係があるからね」

　瀬名の話に、渚は驚き言葉を失う。確かにそうだとして、でも彼はなぜ今そんな風に言うのだろう。

　まるで渚の嘘の結婚相手に自ら手を挙げるかのような……。

　その渚の疑問に、彼が答えた。

「僕が君と結婚しよう」

　だがそのはっきりとした言葉を、渚はすぐに理解できない。

　いったい彼はなにを言っているのだろう。

　瀬名がもう一度繰り返した。

「僕が君の計画に乗るよ。もともと佐々木先生が選んだ見合い相手は僕なんだし。その方がスムーズだろう？　期間は君が調理師免許を取るまで。その間に先生を説得するなら、力になるよ」

　まるで飲み会の誘いに応じるかのような気軽さで言う瀬名に渚は思わず声をあげた。

「そんな！　嘘ですよね！」

「嘘じゃない」

「ででででも……」

　動揺してうまく話もできない。でもそれは当然だった。

　だってまさかこんな話を受け入れてくれるなんて！

　啞然とする渚に、瀬名が眉を寄せて問いかける。

「僕では不満？」

「い、いえ！　そんなことは……！」

　でもそれは半分嘘だった。

　いや不満というよりは不安というべきか。確かに有能な彼が味方になってくれるとしたらこの上なくありがたいことには違いない。

　でも瀬名はただの弁護士ではなく全国的に顔が知られている有名人なのだ。アイドル弁護士と言っていたのは誰だったか。そんな相手と結婚だなんて……。

「でも先生、先生は女子アナとお付き合いされているんでしょう？　それなのに嘘でも他の人と結婚して大丈夫なんですか？」

　例え方便だとはいえ、恋人にしてみればおもしろくないに違いない。

　瀬名が呆れたような声を出した。

「君どこからそんなデマを？　確かに以前そういう時期があったのは確かだが今は恋人はいない。いたら、いくらなんでもこんな話はしないよ」

「そ、そうなんですね……すみません」

　そういえば義兄から聞いた話は過去のことだったかなと思い出しながら、渚はなぜか少し安堵する。

　だとしてもやっぱり納得いかなかった。

　どうして彼はこんな話に乗ってくるのだろう？

　今彼自身が言った通り危なっかしくてメリットのない、こんな計画に……。

　渚は混乱する頭のまま、もう一度瀬名に問いかけた。

「でも先生はどうしてそこまでしてくださるんですか？　相手にはなんのメリットもないって先生がおっしゃったんじゃないですか」

　せっかく協力してくれると言っているのに、否定的な言葉を口にするなんて、変な話かもしれない。

　でも聞いておかなくてはいけないことだった。

　渚の一生を左右する計画のパートナーになるかもしれない人が、なにを考えているかわからないというのでは、あまりに心許ない。

　渚は瀬名をジッと見つめる。

　実力、人望、名声、そのすべてを手に入れている彼が、いったいなぜ……？

「どうして、か……」

　瀬名が呟いて腕を組む。そして少し考えてから、ニヤリと笑って口を開いた。

「おもしろそうだからだよ」

「……へ？」

　彼がいったいなぜ渚の計画に乗ろうというのか、具体的な理由を想像していたわけではないけれど、それでもその返答は斜め上をいくものだった。

「おもしろそう……ですか？」

「そう」

　瀬名が頷いた。

「まず佐々木さん、君自身がおもしろい。大人しいお嬢様だと思っていたのに、どうやらそれだけではないようだ。目標のためにこんなに大胆なことを考えるくらいだからね。それから……」

　瀬名はそこで言葉を切って、少し遠い目をした。

「君のその目標自体にもすごく興味を惹かれたよ。実は、僕は君のお祖母様がやっていたというそのお弁当屋さんを知ってるんだ。昔、まだ事務所で働き始めたばかりの頃、忙しくて昼飯も取れない日なんかに先生がよく差し入れてくださったお弁当が、確かカタヤマ……」

「『カタヤマ弁当』です！」

「そう」

　勢い込んで声をあげる渚に、瀬名がにっこりと微笑んだ。

「カタヤマ弁当のお弁当だった。とにかくボリュームがあって嬉しかったな。メンチカツが美味しかったって先生に言ったら、次からはひとつ増えていたりしてさ。でも自分で買いに行くようになってから僕が食べていた弁当は、メニューにないって知ったんだ。あれは特別に作ってくれていたんだな。閉店したと聞いた時は、寂しく思ったよ」

　あまりにも意外な彼の話に、渚は言葉を失った。

　注文が耐えない店先で、いつも忙しくしていた祖母の姿が頭の中に蘇った。

「あの頃の僕は食事よりも仕事だった。食事なんて食べられればなんでもいいと思っていたけど、カタヤマ弁当の〝日替わり〟は毎日食べても飽きなかった。僕が健康でいられたのは、きっとあの弁当のおかげだよ。だから、もし君が本気でやりたいというならば協力したいと思ったんだ。まぁ……お祖母様へのささやかな恩返しといったところだな」

「瀬名先生……」

　まさか瀬名が祖母の店を知っていたなんて。

　渚の胸が熱くなる。

　同時に、心の中にあった驚きと彼への疑念の気持ちが、綺麗さっぱり吹き飛んだ。

　もしかしたら今日の瀬名との見合い話は、祖母が遺してくれた最期のプレゼントなのかもしれない。

「瀬名先生」

　溢れそうになる涙をこらえて、渚は瀬名に呼びかけた。

「祖母の話を聞かせてくださって、ありがとうございます」

　そしてジッと彼を見つめて、決意の言葉を口にした。

「私、本気です。先生、私と結婚してください」










和臣の誤算




　渚と見合いをした週末が明けた月曜日、佐々木総合法律事務所内の自らの個室で、和臣はパソコンの画面を見つめていた。

　時刻は午後十時を過ぎた頃。

　当然事務室には誰もおらず、おそらく同僚弁護士たちも数人が残っているだけだろう。

　パソコン画面の中はカタヤマ弁当の土地と建物の不動産登記情報が映し出されている。

　もとの持ち主は、片かた山やま幸さち子こ。おそらくはこれがカタヤマ弁当の店主だった渚の祖母だろう。三年前の日付で佐々木典のり子こ、つまり渚の母親名義に相続されている。

　グランドホテルのラウンジで結婚を決めた後、渚とは今後について詳細な打ち合わせをした。その渚の話では、祖母が亡くなった半年後に母親も亡くなったという。

　つまり祖母の分の手続きについては速やかに行われたのに対して、母親の分についてはそのままにしてあるということだ。

　もちろんこの手続きには期限はないから、それ自体はよくあることだ。もっと長い間放置されているのも何度も目にしたことがある。

　だが普段の龍太郎を知る和臣からしてみれば、少し違和感を覚える状態だった。

　龍太郎は几帳面なタチで、やる必要があることを放置したりはしない。二年以上経ってもそのままにしてあるということは、渚が言った通り人に譲る気はないということか。

　もちろん譲りたくても買い手がつかないという場合もあるだろう。確かに店の建物自体は相当古いようだから。

　だとしても……。

「立地は悪くないはずなんだが」

　和臣がそう呟いた時、コンコンと部屋のドアがノックされる。

「はい」

　こんな時間に誰だろうと、訝しみながら返事をすると、少ししわがれた低い声で返事があった。

「瀬名くん、私だ。ちょっといいか」

　龍太郎だ。

　和臣は今開いているパソコンの画面を最小化して、立ち上がる。

　大股に入り口へ向かいドアを開けると、思った通り龍太郎がコート姿で立っていた。

「先生、お戻りだったんですか」

　和臣は少し驚いて言う。

　龍太郎は先週末から明日までを、地方で過ごしているはずだった。研修会の講師として招かれていたからだ。日程自体は今日の夕方で終了だが、今夜は向こうに宿泊し、明日朝午前中に戻る予定と聞いていたのに。

　急な帰京、しかもコートを着たままだということは、自分の部屋にも寄らずにそのまま和臣の部屋に来たということになる。

「少し話をしたいんだが」

　龍太郎の言葉に、和臣は頷いて彼を自室へ招き入れた。普段なら打ち合わせは相談室でやることが多い。

　だが今そうしなかったのは、龍太郎の話の内容が、おそらくはプライベートに関すること……渚についてだと思ったからだ。

　見合いの後、結果を知らせるために和臣は龍太郎に電話をかけた。だが彼は出なかった。

　おそらくは研修会の途中だったのだろう、その留守番電話に和臣は短く『渚さんと結婚させていただきます』とだけ入れておいた。

　その後折り返しがないなとは思っていたが、こうやって急いで帰京したということは、和臣のメッセージに対する返事が、電話でする内容ではないと龍太郎が判断したからだ。

「大丈夫ですよ。どうぞ、お座りください」

　簡易の応接コーナーに龍太郎を促して、和臣は部屋を出ようとする。

「今お茶を入れてきます」

　だがそれを、龍太郎が止めた。

「いや、いい。なにもいらん」

　そしてまだ立ったままの和臣に向かって、問いかけた。

「それより、電話の話は本当なのか」

　龍太郎にしては少し性急な問いかけに、和臣は静かにドアを閉めて、向かいの椅子に腰を下ろす。

　そして鋭い龍太郎の視線を、真正面からを受け止めて、きっぱりと問いかけに対する答えを口にした。

「はい、本当です。渚さんと結婚させていただきます」

　もうすでに伝えたはずの和臣の意志、さらにいうと見合い自体を自分が決めたはずなのに、龍太郎の目が信じられないというように開かれる。

　そしてやはり戸惑うように、口を開いた。

「だ、だが君は結婚するつもりはないと言っていたじゃないか。それなのに、どうして急に……」

「渚さんとふたりでゆっくり話をして、そうしようという気持ちになったんです。先生にお話をいただいた時は、確かに自分は結婚自体するつもりがありませんでしたから、そのように言いましたが、先生のおっしゃる通り彼女と話をしてみたら考えが変わりました」

　龍太郎は『自分は結婚自体するつもりはない』と一度は断った和臣に『とりあえず一度会って、ゆっくり話をしてみてくれないか』と言ったのだ。

『もしかしたら考えが変わるかもしれないだろう』

　その通りになったというのに、龍太郎はどこか釈然としない表情で、和臣を見つめている。常に冷静沈着、判断を誤ることなどない法曹界の重鎮が、娘のこととなると普段通りにはいかないらしい。

「だが……。君たちは、まだ一度しか話をしていないじゃないか。そんなすぐに決めて……」

　和臣の決断をまだ受け入れられていないようだ。

　和臣は彼の目をジッと見つめて、ひと言ひと言に力を込めて話をする。

「確かに私と渚さんがふたりだけでゆっくり話をしたのは、先日のお見合いがはじめてです。先生が驚かれるのも無理はない。でもこういうことは理屈ではないのですから、時間をかければいいというものでもないと思います。これは渚さんと私、ふたりで出した結論です」

　言いながら、ピリリとした緊張感が背中に走るのを感じていた。たくさんの人の嘘と誠を見分けてきた法の番人が和臣を見ている。視線、表情、声の調子、そのすべてから和臣の本心を読み取ることに、全神経を集中させて。

　しばしの沈黙。

　だがしばらくして龍太郎はふぅーと長いため息をつくと、「まぁ、そうかもしれないな」と呟いた。

　そしてゆっくりと頭を下げた。

「あの子を、よろしく頼む」

　その仕草と言葉に、和臣は一瞬絶句してすぐに反応できなかった。

「せ、先生……」

「あの子は少し頑固なところがあって、君を困らせることもあるだろう。その他にも、いたらないところは多々あると思うが君がそばにいてくれるなら安心だ」

　そう言うと龍太郎は立ち上がり、コートを手に入り口へ向かう。そして「仕事中にすまなかったな」と言い残してドアの向こうへ消えて行った。

　和臣は立ち上がりかけたまま啞然として、ドアを見つめる。今自分が見たものが信じられなかった。

　佐々木龍太郎は法曹界では知らない者はいないほどの人物だ。今は法廷に出ることは少なくなったとはいえ、その経験と見解を多くの者が求めている。

　その龍太郎が自分に向かって頭を下げるとは。

　……それほど娘が大切なのだろう。

　そう思うと、和臣は早くも胸に罪悪感が広がってゆくのを感じていた。

　和臣にとって龍太郎はただの上司ではなく恩人と言える存在だった。

　和臣は地方で農家を営む両親のもと次男として生を受けた。弁護士を目指して大学入学と同時に上京して、法科大学院在学中に外部講師をしていた龍太郎と出会ったのだ。

　当時の龍太郎は若い分、今よりも厳しかったと記憶している。一秒も気を抜けない講義、たくさんの課題。でもその分どの授業より有意義なものだった。

　だが一年目の終わりに、地方で農業を営む父親が倒れて実家は経済的にも人材的にも一気に傾いた。

　当時はまだ家業のほとんどを父親が担っていて、実家を継ぐことが決まっていた兄は働き始めて数年も経っていなかったのだから。

　兄からは大丈夫だから心配するなと言われたが、どう考えてもそれは無理な話だった。

　身体が動かなくなってしまった父親の介護と、気落ちする母親、米農家としての仕事、それらすべてを兄だけに任せるわけにはいかず、和臣は実家へ戻ることにしたのだ。

　それを龍太郎に報告した時のことを和臣は生涯忘れることはないだろう。

　龍太郎は大学院を退学すると言う和臣に向かって言ったのだ。

『君は必ず弁護士になれ』

　それは無理な話だと和臣は思った。もちろん大学院をやめたとしても、司法試験を目指す方法は他にもある。だがその時は実家に帰る自分の先にどんな未来が待っているのか、なにも思い描くことができなかった。

　言い淀みうつむく和臣に、龍太郎はその後何年もの間、和臣が幾度となく思い出すことになる言葉を口にしたのだ。

『困っている家族を放ってはおけないという君のその決断を私は支持するよ。法律家は知識だけでは、人を救うことはできない。窮地にある人を自らの手で救わなければというその使命感がなにより大切なんだ。何年かかってもいい。君は必ず弁護士になれ』

　父親はその後母の献身的な介護と、本人の賢明なリハビリの甲斐あってほぼもと通りの生活に戻ることができた。

　今も実家は両親と兄夫婦で農業を続けられている。

　そして和臣は龍太郎の言葉を胸に、五年かかって無事司法試験に合格したのだ。

　あの時、龍太郎にあのように声をかけられていなかったら、今の自分はなかっただろうと強く思う。

　弁護士としての自分にとっては親にも等しい存在である佐々木龍太郎、その人を、まさか欺くことになるとは……。

　和臣は自分のデスクに戻り、黒い椅子に腰を下ろした。

　やっかいなことになってしまった、というのが正直なところだった。

　龍太郎から見合いの話を受けた瞬間は、なんともいえない複雑な気分だった。それほど自分は信頼されているのだという喜びと、だからといって娘との結婚までは……という戸惑い。

　いや娘の渚に不満があったわけではない。和臣自身が結婚自体に興味を持てなかったからだ。

　会うだけ会って気に食わなければ断ってくれていい、それで私の君への見方が変わることは一切ないと言った龍太郎の言葉は信じられるものだった。

　誠実に対応し、誠実に断ればなんの問題もない話だったはずなのに……。

　……俺はいったいどうしてしまったんだ？

　窓の外、夜の街を見つめて和臣は深いため息をつく。

『そんな危なっかしい話に乗る奴はいない』と自ら彼女に告げておきながら、最後は彼女を説得するかのように結婚を決めた。彼女の突拍子もない計画を成功させられるのは自分だけだと主張して。

　不思議な気分だった。

　あの時彼女の向かいに腰かける瞬間までは、確かに見合い話は断るつもりだった。

　それなのに。

　彼女が見せる意外な一面、花が綻ぶような笑顔、そしてその真剣な眼差しに吸い寄せられるように目を奪われ、彼女の話に耳を傾けずにはいられなかった。

　常識ではあり得ない無謀で無茶苦茶な計画、でもそうまでしてでも自らの夢を叶えたいという熱意が、和臣の心の奥のなにかを揺さぶった。

　家族の事情に翻弄されて、思うように目指す道を進めないというもどかしさは、和臣にも覚えがあった。

　これは人助けだ、と和臣は自分に言い聞かせた。

　どうしても夢を叶えたいという渚を少しだけ手助けする、ただそれだけのこと。ボランティアみたいなものだ。

　どうせ自分は一生結婚はしないのだ。だったらそのうちの何年かを誰かのために貸したっていいだろう。

　カタヤマ弁当には世話になったから、その恩返しだと言ったのも本心だった。

　だが一方で、もっと時間をかけてよく考えれば他に方法があったはずだとも思う。結婚などというイレギュラーすぎる方法を使わなくても……。

　それなのにどこか焦るように彼女の話に乗ってしまった、その原因に思いあたり、和臣は思わず苦笑した。

　……まったく困ったお嬢さんだ。

　佐々木家の姉妹は、実は弁護士仲間の間ではちょっと知られている存在だった。

　龍太郎には息子はおらず姉妹のどちらも司法試験を受けていないから、必然的に姉妹の夫が事務所の後継ぎになるのだという意味で。

　さらにいうと彼女たちがどちらも美人で魅力的だったから、一石二鳥と密かに狙っていた者も少なくはない。

　二年前に姉の方が和臣の先輩にあたる神倉祐介と結婚をしたことで一旦跡継ぎの問題は決着がついたように思われた。

　だが神倉はそののんびりとした人柄ゆえか跡継ぎの話は断ったようだ。そして結婚後すぐに独立をした。

　しかもそれと同時に渚が入所したものだから、今度こそは！と事務所内の独身弁護士は一気に色めき立ったのだ。

　先生も危なっかしいことをするもんだと、当時は少し心配になったくらいだった。

　だがそんな周りの思惑を知ってか知らずか、渚は冷たい対応で彼らの心をバサバサとなぎ倒していった。

　彼女が事務所へ来て約二年。もはや事務所内の弁護士の中に、まだ彼女にアプローチするほどの気力がある奴はいないだろう。

　それなのに……。

　和臣は肘をついて、右手の人差し指で机をトントントンと叩いた。

　音川がダメなら、今にも話に乗ってくれる弁護士を探しに行きそうな渚を和臣は必死で止めた。

　もし彼女が、和臣に見せたような素顔でもって事務所の他の弁護士に頼んだなら、乗る奴は確実にいる。ただし期限付きの結婚だなどというまどろっこしいことはなしにして、本当の結婚ならと彼女を丸め込んで……。

「本当に、危なっかしいお嬢さんだ」

　呟いて和臣は思わず舌打ちをした。

　だいたい無条件で信頼している音川だって、ただ〝結婚はしない〟と言っているだけで、無害だというわけでもないだろうに……。

　これは人助けだ、ボランティアだ。

　自らの目標に向かって無我夢中で進む彼女を、邪よこしまな思いで近付く奴らから守るための結婚だ。

　彼女が夢を叶えるまでの間、ただ自分はそばにいて、紳士的に彼女の夫を演じているだけでいい、簡単なボランティア……。

　だが一方で、ただそばにいるというそのこと自体をどこか楽しみにしている自分がいるのも事実だった。

　自分はどこかにアパートを借りるから結婚生活は別々でと主張する彼女を、それでは龍太郎の目をごまかすことはできないと首を振り、自分のマンションへ来るようにと説得した。

　今までどの恋人も、あのマンションへは招き入れたことがなかったのに。

　まったく……。

　本当に、俺はいったいどうしてしまったんだと和臣が再びため息をついた時、マウスの脇の携帯がブーンと音を立てる。確認すると、ある情報番組で知り合いになった女優からだった。

【今、ニューステンの生放送が終わったところです。やはりコメンテーターというお仕事は楽しいですね。また瀬名先生の貴重なご意見をお伺いしたいです。来週あたり、お食事でもいかがですか？】

〝国立大卒の知的な美女〟というのが売りのその女優は、はじめから和臣に親しげだった。

『先生ほど私の知的好奇心に応えてくれる方はいないわ』などと言って。

　それを和臣はどこか懐疑的な思いで受け止めた。

　そもそも、和臣は女性自体に少々失望している節があった。

　法科大学院時代、和臣には将来を真剣に考えている恋人がいた。無事司法試験に受かったら結婚しようと約束をしていたその彼女は、和臣が大学院を辞めると知るとあっさりと和臣を捨て去ったのだ。

『私、和臣が弁護士になるのを楽しみにしてたのに』

　実家が落ち着いたらまた司法試験を目指すつもりだ、必ず弁護士になると、話をする気にもなれないくらいにあっさりと。

　だが当時は冷たいと感じたその彼女の反応は、おそらく世間一般の感覚と大きくズレていたわけではないだろう。司法試験に合格した頃を境にまた多くの女性から声をかけられるようになったのだから。

　それ以来和臣は、どこかでいつも自分に近寄る女性たちに懐疑的な気持ちを抱いてしまっている。

　結婚なんてもっての外だった。

　それでも割り切って、楽しむ分にはなんの問題もない話だった。女性の中にだって和臣のように結婚願望がない者もいるのだから、そういう相手を慎重に見極めて。

　そういう意味で、この女優は和臣にとって興味を惹かれる存在だった。少なくとも今のところ彼女の言動から、結婚を望んでいるという空気は感じない。

　であるならば、これから徐々に距離を詰めていこうか、そう思っていたというのに。

　和臣は彼女のメッセージに丁寧に断りの返事を送る。〝また今度〟といったような社交辞令の言葉を添えることもしなかった。

　再び携帯をデスクに置いて、和臣はやれやれと心の中で呟いた。

　これで俺はしばらくの間、テレビ局で出会う華やかな女性たちと遊ぶこともできなくなったわけだ。

　数日前まではまともに話をしたこともなかった、佐々木渚のために。

　……なにをしてるんだ、俺は。

　和臣は再びため息をつく。

　だが、彼女の黒い瞳の中に確かに見た意志の強い光を思い出して、思わず笑みを漏らした。

『あの子は頑固なところがある。君を困らせることもあるかもしれん』という龍太郎の言葉を思い出して。

　さすがは父親だ、娘のことをよくわかっている。

　たった小一時間話をしただけで、和臣は〝しない〟と決めていた結婚をするはめになってしまったのだ。まだ結婚生活も始まっていないというのに、早くも彼女に振り回されているのかもしれない。

　でもそれを、煩わしいというような感情は、どこからも湧いてはこなかった。

　それどころか……。

『この年になって彼氏のひとりもいないなんてって、バカにしてるんでしょう』と言って頬を膨らませていた渚を思い出すと、和臣の口元は自然と緩む。

　もしかしたら、女性たちとの付き合いを絶ったとしても、そう退屈することはないかもしれない。

　そんなことを考えながら、和臣はパソコンをシャットダウンした。
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《あら～、よかったじゃない》

　ハンズフリーにしたスマートフォンから千秋の明るい声がキッチンに響く。

　渚はシチューの鍋をゆっくりかき回しながら、「うん、ありがたい話だよね」と答えた。

　瀬名との結婚を決めた日から一カ月あまりが経ったこの日、渚は彼のマンションに引っ越してきた。

　瀬名がもともとひとりで住んでいたこの部屋は職場からほど近いタワーマンションの高層階。間取りは３ＬＤＫで、ひとつの部屋は寝室、もうひとつは書斎、そして最後のひとつは空き部屋だった。

　その空き部屋に、渚は住まわせてもらうことになったのだ。

　引っ越しといってもそれほど遠くない距離だし、父を説得するまでの仮住まいなのだと思うと自然と荷物は少なくなる。しかも千秋とは違い渚は服もバッグも靴もあまり持っていないから、運んだ物といえばベッドと机と調理器具くらいで、昼過ぎにはすっかりすべてを運び終えてしまった。瀬名とはその時に今後についての打ち合わせをした。

　住まわせてもらうにあたって渚はいくらかの家賃を払うと主張したが、それは即座に却下された。

　それどころか、あらかじめ用意していたと思しき瀬名のクレジットカードを渡されて、生活に必要なものは食費を含めてここから出すようにと言われたのだ。

　とんでもないと渚は慌てて固辞をしたが、瀬名は譲らなかった。

『期間限定でもなんでも、君は僕の妻になったんだ。妻から生活費をもらうわけにはいかない』

　それでもそういうわけにはいかないと渚はなおも食い下がった。

　父にバレないためとはいえ、職場からも学校からも近いこんな豪華なマンションに間借りさせてもらうだけでも申し訳ないのに、生活費まで出してもらうなんて。

　その渚を瀬名は説き伏せた。

『君はこれから仕事をしながら学校へ行くという過酷な生活が始まるんだ。余計なことは気にせずに資格試験のことだけ考えないと途中で挫折するぞ。僕に申し訳ないと思うなら、最短で受かるんだな』

　まるで依頼人を諭すかのように言う瀬名に渚はようやく納得し、しぶしぶ頷いたのだ。それを見届けてから、瀬名は夕方のニュース番組に出る予定があると言って出て行った。

　戻りが何時か聞きそびれてしまったが、渚はとりあえず好きに使っていいと言われた夢のように広くて綺麗なキッチンで、夕食を作っている。

　こんなことでお礼ができるとは思わないが、今の渚にできることはこれくらいしか思い付かない。

「私、瀬名先生のこと誤解してたみたい」

　渚は、シチューにブロッコリーを入れてため息をついた。

「あそこまでいい人だとは思わなかった。お父さんのことも全部うまくやってくれたし……」

　結婚を決めたとはいえ、式も挙げずに一カ月後には同居開始だなんて普通なら絶対に許してくれそうもないスケジュールを父に認めさせたのは、他でもない瀬名だった。いったいなにをどう言ったのかは知らないが、おかげで渚は無事に再来週から専門学校に通うことができる。

「いい先生だとは思ってたけど、派手な噂が絶えない方だから、一緒に住むのはちょっと不安な部分もあったの。でもなんにも心配なさそう」

　それどころか最強の味方ができた気分だった。

　だがすっかり安心してしまった渚に対して、千秋の意見はちょっと違っていた。

《あらぁ、そんなのわからないわよ！　そんなに親切にしてくれるなんて、逆にあやしいわ。きっと下心ありなのよ》

「お姉ちゃんったら……」

　渚はくつくつとわきそうでわかないシチューを焦がさないように慎重にかき混ぜながらスマートフォンを睨んだ。

《だって普通じゃ考えられないわ。そんなに親切にしてくださるなんて。むしろ下心ありって言われた方が安心しちゃうくらいよ。でもべつにいいわよね、下心があっても。あんなにイケメンで爽やかさんなんだもの。渚、あなたついでだから、この機会に少しお勉強させてもらいなさい。アッチ方面のこと》

　とんでもないことを言う千秋に、渚は呆れてしまう。

「無茶言わないでよ……。瀬名先生だよ？　女子アナと付き合ってたことだってある人が、私に興味を持つわけがないじゃない」

　派手な噂話がある彼との同居が不安だったと言ったのは、なにも自分と瀬名がどうこうなることを心配していたわけではない。

　交友関係の広い瀬名のことだから恋人……はいないとしても、親しい関係の女性……くらいはいて、そういう人と家で鉢合わせしたりしないだろうか、といった類の不安だった。

　でもさっき家をひと通り案内してもらった限りでは、女性を招き入れているような形跡はまったくなかった。

《あら、渚だってかわいいんだからありえるわ》

　不満そうに声をあげる千秋の言葉を渚は「ないない」と言って遮った。

「瀬名先生には下心なんてないよ。お見合いの時に言ってたもん。おばあちゃんへの恩返しだって。社会的地位の高い人がボランティアや寄付をするのは今や普通のことでしょ。きっと先生もそんな気持ちなんだよ。なんていうかな……ほら、あれ、えーと……あしながおじさん！　あしながおじさんみたいなもんだよ！　きっと」

　大金持ちの貴族の男性が孤児院にいた主人公に援助をしてくれるというあの話に今の自分はぴったりだ、と渚は思う。

　でもその時、リビングの向こう側の大きな窓に映る背の高い人物に気が付いて「あ」と声をあげて口を噤んだ。

　慌てて振り返ると、玄関へ続くドアの前に瀬名が腕を組んで立っていた。

《どうしたの？　渚？》

　急に話すのをやめた渚に、千秋が不審そうに問いかける。

　渚はスマートフォンに向かって「な、なんでもない。シチューが焦げちゃうから、お姉ちゃんもう切るね」と告げて通話を切った。そしてシチューの火を止めて彼に向き直ると、瀬名がゆっくりとキッチンへやってきた。

「先生……お帰りなさい」

　瀬名がネクタイを緩めながら「ただいま」と微笑んだ。

「は、早かったんですね……」

　言いながら渚は彼から目を逸らす。

　いったい彼はいつからあそこにいたのだろう。

　もしかしてさっきの会話聞かれてた？

　だとしたら姉妹ふたりで言いたい放題言ってしまって、気を悪くしたのではないだろうか。

　渚は恐る恐る瀬名の顔色を窺う。だがその表情からはなにも読み取ることはできなかった。

　瀬名が視線を鍋に移して首を傾げた。

「もしかして、夕飯を作ってくれた？」

「あ、はい。キッチンを使っていいって言ってくださったので……」

　普段通りの彼に、どうやらさっきの会話は聞かれていなかったようだと思い、渚はホッと息を吐く。

　そして、嬉しそうにシチューの鍋を覗き込む瀬名に向かって口を開いた。

「先生、さっきは言いそびれましたけど、しばらく置いていただく代わりに家事は私にさせてください。もしよろしければ、食事の支度も。お口に合うかどうかはわかりませんけど」

　それくらいのお礼では家賃にも満たないかもしれない。でもなにかはしなくては。

　そんな渚を瀬名は少し意外そうに見て、すぐに首を横に振った。

「そんなこと気にしなくていいよ。掃除も洗濯もハウスキーピングを頼んであるからやる必要はない」

　でもそこで言葉を切って、もう一度シチューのお鍋をチラリと見た。

「ただ……そうだな、こうやって食事を作ってくれるのはありがたいかもしれない。僕はまったく自炊はしないから普段は外食なんだが、正直言って飽き飽きしてて……」

「やります！」

　渚は嬉しくなって声をあげる。

「お口に合うかどうかわかりませんが、精一杯やらせていただきます！」

　瀬名がにっこりと微笑んだ。

「もちろん、無理のない範囲でいいよ。僕も毎日食べられるとは限らないし。ま、先は長いんだから臨機応変にお互いになにかあったら遠慮なく相談し合おう」

　穏やかに微笑む瀬名を見て、渚の胸が感謝の気持ちでいっぱいになってゆく。

　やっぱり彼ははいい人だ！

　渚は瀬名に向き直り、深々と頭を下げた。

「瀬名先生、私に協力してくださって本当にありがとうございます。短い期間ですが、お邪魔にならないようにしますのでよろしくお願いします！　ここにいる間は私にできることはなんでもしますから、先生も遠慮なくおっしゃってください」

　その渚に、瀬名が一瞬驚いたように目を開いて、動きを止める。そしてキッチンカウンターに手をついて、はぁーと長いため息をついた。

「？」

　少し予想外のその反応。

　渚が首を傾げると、瀬名がボソリと呟いた。

「……俺はお姉さんの意見に賛成だな」

「……え？」

　渚は呟く。

　瀬名が渚をジッと見つめて、同じ言葉を繰り返した。

「俺はお姉さんの意見に賛成だ」

　渚は首を傾げる。なぜ今姉の話が出てくるのだろう。

　でもすぐにさっきの電話の会話を思い出して、息を呑んだ。

『きっと下心ありなのよ』

　瀬名はキッチンカウンターにもたれかかり腕を組んで渚を見ている。

　明らかにさっきまでとは違う、どこか不遜な彼の言動に渚は戸惑い、なにも答えられなかった。

　瀬名が呆れたような声を出した。

「君、よくそれで今まで無事に生きてこられたな」

「は？」

「こんなに簡単に人を信用するなんて。せっかくお姉さんが忠告してくれているのに」

　その言葉に渚は思わず声をあげる。

「先生!?　やっぱりさっきの話聞いてたんですか！」

　瀬名が肩を竦めた。

「勝手に聞こえてきたんだよ。お姉さんには、神倉さんの結婚式以来お会いしてないけど、なかなかしっかりした方だ。男のこともよくわかってらっしゃるみたいだし……」

　そう言って瀬名は意味ありげな視線を渚に送る。

　その視線に、また〝下心あり〟の言葉が頭に浮かんで、渚の頬が燃えるように熱くなった。

　会話を聞かれていただけでも恥ずかしいのに、まるで姉の指摘を肯定するかのような彼の言動に、頭が混乱してなにがなんだかわからない。

　ついさっきまでの穏やかで優しい彼とはまったく違うその態度にも、びっくりしすぎて頭がうまくついてゆかなかった。

「先生……？」

　ここ数週間で積み上げた渚の中の彼に対する信頼が、ガラガラ崩れ落ちてゆく音を聞きながら渚は一歩後ずさる。

　そこへ瀬名が畳み掛けた。

「和臣だ」

「……は？」

「もう結婚したんだから、家では名前で呼べ。夫を先生なんて呼ぶ奴があるか」

「そんな！」

　渚は声をあげて、ぶんぶんと首を振る。

「な、名前でなんて、呼べません。それに家では誰も見てないのに……」

「君は」

　言いながら、瀬名が一歩近付いた。

　その長い脚での一歩は、渚が後ずさった分をゆうに超えて、ふたりの距離をぐんと縮める。

　少し男性的な甘い香りをふわりと感じて、未知の世界に足を踏み入れてしまったような、そんな危機感が渚を襲う。

　瀬名が、形のいい眉を寄せた。

「君は、そんなことで佐々木先生の目をごまかせると思っているのか？　これから家族で会う機会もあるのに、その時も先生と呼ぶつもりか？」

「で、でも……先生」

　渚はなおも首を振り、掠れた声を漏らす。

　瀬名が低い声で追い討ちをかけた。

「和臣だ。……渚」

　渚は目を見開いて、いつもより遥かに近い距離にある彼の綺麗な瞳を見つめる。

　鼓動が痛いくらいに速く打って、混乱する頭の中でガンガンと響く。

　今すぐに逃げ出したいくらいなのに、真っ直ぐなその視線に、縛りつけられたように動けない。

　こくんと喉を鳴らして、ゆっくりと口を開いた。

「か、和臣……さん？」

「よろしい」

　瀬名が満足そうに微笑んだ。

「じゃあ俺は、部屋で着替えてくるよ」

　渚はすっかり動揺してしまったというのに、彼の方は憎らしいくらいに平然として、踵を返す。

　寝室へ向かうその背中に、渚は思わず呼びかけた。

「あの……」

　瀬名が振り返って、眉を上げる。

「あの……」

　だが渚は言い淀み、なにも言えなかった。

　本当は、さっき自分が見たものは嘘だったと言ってほしかった。君などに興味はないから安心するように、と。

　その渚の期待を裏切るように瀬名が笑う。そのお世話にも紳士的とは言い難い微笑みに、渚の胸はドキンとあやしい音を立てた。

　瀬名が思い出したように口を開いた。

「そういえば君は」

「え？」

「君はあしながおじさんのストーリーを知らないのか」

　少し唐突とも思えるその問いかけに、渚は反射的に答える。

「え、知ってますよ」

『あしながおじさん』は、孤児院にいる主人公にお金持ちのおじさんが援助をしてくれる話だ。

　主人公はいつかおじさんに会えることを夢見てたくさんの手紙を書く。おじさんは主人公になんの見返りもなく……。

　でもそこまで考えを巡らせて、渚ははたと思いあたる。そういえばあの話、最後どうなったっけ？

　……そうだ。

　主人公はあしながおじさんを〝おじさん〟だと思っていたけれど、本当は若い男性で、最後は主人公にプロポーズをするんだった！

　突然思い出した結末に、渚は啞然としてしまう。

　……じゃあおじさんは、なんの見返りもなくボランティア精神だけで主人公を支えていたわけじゃないってこと？

『あしながおじさんみたいなもんだよ』

　さっき自分で言った言葉が頭に浮かんで愕然としながら瀬名を見ると、彼はぷっと吹き出してくっくっと肩を揺らして笑い出す。

　そしてそのまま笑いながら寝室へと消えていった。

　バタンと閉まったドアを見つめたまま、渚はその場に立ち尽くす。

　もしかして、私早まっちゃったのかも……。

　でももはや、後には引けない状況だった。

　紳士的で優しいと思っていた瀬名先生にはどうやら別の顔がありそうだから、やっぱり結婚はやめましたなんてとてもじゃないが、今さら言えるはずがない。

　どうあっても、この結婚を続けるしかないのだ。

　まったく予想もしなかった展開に愕然として、渚はしばらくその場を動くことができなかった。




　出汁のいい香りがただようキッチンで、渚は沢庵を刻んでいる。リビングの向こうの大きな窓の外では、朝日が都会の街を柔らかく照らしていた。

　和臣との同居が始まった日から一夜が明けた。

　昨夜は思いがけず和臣の裏の顔を見てしまったと思った渚だったが、意外にもその後の夕食は平穏に過ぎた。

『名前で呼べ』などと言って渚を混乱させたくせに、和臣の方はなにごともなかったように機嫌よくシチューを食べ、今後のスケジュールについて平然と話をしていた。

　そんな姿に、渚はやはり彼は違う世界の住人なのだと思った。

　だって渚の方は、とてもじゃないがあんなやり取りをしておきながら、平然となどしていられなかった。

　専門学校の予定をあれこれ尋ねられても、まごまごしてしまい、うまく答えられなかった。その渚を彼がどこか愉快そうに見ていたのも口惜しい。

　優しくて親切なところがあるのも確かなのだろう。けれど、やっぱり姉が言った通り、彼に対して油断は禁物なのかもしれない。

　そんなことを考えながら渚はまたザクザクと沢庵を刻む。

　その時、寝室のドアが開いた。和臣が起きてきたのだ。

　挨拶をしようと、渚はそちらに視線を移す。だが視界に彼の姿が入った途端、胸がドキンと大きく跳ねて包丁を取り落としそうになってしまった。

　完全に寝起きといった様子の和臣はＴシャツとスエットで、普段事務所で女性事務員を虜にしているスーツ姿の彼からはほど遠い。いつもは整えられている髪も寝グセで乱れていて、まだ眠そうで気怠げだ。でもそれが返って渚を落ち着かない気持ちにさせた。

　なんだか見てはいけないものを見てしまった、そんな気がして、慌てて渚は目を逸らす。考えてみれば、渚は若い男性の寝起き姿を見ること自体はじめてだった。

　その渚には、刺激が強いと言わざるを得ない。

「お、おはようございます……」

　声をかけると和臣の方は意外そうに渚を見て脚を止める。そして眠そうな目を瞬かせてから、思い出したように微笑んだ。

「あぁ、おはよう」

　少し掠れたその声も、どこかセクシーだった。

「シャワーを浴びてくるよ」

　そう言って彼はバスルームへ向かう。そのドアがバタンとしまったのを確認して、渚はホッと息を吐いた。

　気持ちを落ち着けて、また朝食の準備に取りかかる。昨夜和臣とは一週間のスケジュールについて話をした。

　渚の専門学校は月、水、金の夜だから、それ以外の日の夕食と毎日の朝食を作るということになった。

　和臣は週末も大抵は仕事だという。今日は日曜日だが、おそらくは今からどこかへ出かけるのだろう。何時に家を出るかを昨夜聞きそびれてしまったから、渚は少し早めに起きて準備を始めたのだが、どうやら間に合いそうだ。

　とは言っても、昨日はあまりたくさん買い物ができなかったから、大したものはできない。味噌汁とお漬物、それから大根おろしに雑魚じゃこをかけた小鉢。後は卵焼きくらいだ。

　あらかたのものはできた。

　和臣がシャワーから出てきたら、味噌汁を温め直して……、そうだ最後に作ろうと思っていた卵焼きをそろそろ作り始めよう、そう思い渚は冷蔵庫を開ける。

　そして卵を手に取った、その時。

「ちょっとごめん」

　耳もとで聞こえる低い声に振り返ると、和臣が渚に覆い被さるように冷蔵庫の中に手を伸ばしていた。

「水を……」

「ぎゃあ!!」

　渚は思わず声をあげて、卵を取り落としてしまう。

「おっと」

　和臣が卵を受け止めた。そして驚きすぎてその場にしゃがみ込んでしまった渚を見て首を傾げた。

「なに？」

　なにじゃない！と渚は思う。

　いつのまにかシャワーから出てきていたのにも驚いたが、それよりもなによりもどうして服を着ていないのだ!!

　和臣は、下こそスエットを履いているものの、上半身は裸のまま、首からタオルを下げているだけだった。

　まだ湿ったままの髪からは、高級そうな男性用のシャンプーの香りがする。

「ふふふふ服を……！」

「え？」

「ふふふ服を……！　服を着てください！」

　キッチンの床にぺたりと座り込んだまま、渚は思わず声をあげる。

　男性の寝起き姿ですらさっきはじめて見たばかりなのに、これはもう、はっきり言って目に毒だ。

　和臣が「あぁ」と言って笑い出した。

「ごめんごめん、ついクセで」

　そしてくすくすと笑いながら渚に手を差し伸べた。

「ほら、大丈夫？」

　渚は彼を見ないように目を伏せたまま、恐る恐るその手を取る。

　大きな手と腕が、腰が抜けたようになってしまっていた渚を軽々と助け起こしてくれた。

「今度からは気を付けるよ」

　まだくすくす笑いながら和臣が言う。

　渚はすっかり火照った頬に手をあてて「お願いします」と呟いた。

　その渚に、再び和臣が吹き出した。そしてカウンターに手をついてくっくっと肩を揺らして笑っている。

「なんですか？」と渚は眉を寄せる。

　いくらなんでもそんなに笑われることはないはずだ。

　すると和臣は、笑いを嚙み殺したまま、とんでもない言葉を口にした。

「男と付き合ったことがないっていうのは本当だったんだな。裸くらいで腰を抜かすなんて……、くっく……ははは！」

「なっ……！」

　笑いが止まらない様子の和臣に、渚の頬は今度は怒りで、真っ赤になった。

　なんてことを言うんだこの人は!!

　渚に彼氏がいたことがないというのは本当だが、『裸くらい』ということはないだろう。

　だって渚と和臣は本当の夫婦ではないのだから！

　腹を抱えて笑い続ける和臣に、渚は負けていられないと思い口を開いた。

「先生、それ以上言うとセクハラになりますよ！」

　だがその渚の精一杯の警告に、和臣は眉を上げただけだった。

「セクハラ？　夫婦の間で？　なんなら訴えてみる？」

　そしてまた笑い出す。

　渚はうっと言葉に詰まって黙り込む。

　法律的なことはなにもわからないけれど、目の前にいる敏腕弁護士の余裕の表情を見る限り、勝ち目はまったくなさそうだ。

　頬を膨らませて睨むくらいが精一杯だった。

　そんな渚に、和臣は笑うのをやめて、目を細める。

　そして、「まぁ、俺も気を付けるようにするよ」と言って渚の手に卵を握らせた。

「じゃないと、卵がいくつあっても足りなくなるからな」




「新婚生活は順調そうだねー、瀬名ちゃん」

　音川との打ち合わせ終わりの相談室で、唐突に声をかけられて、和臣は思わず眉を寄せた。

　普段は優秀な尊敬すべき先輩であるこの音川が自分を〝瀬名ちゃん〟と呼ぶ時は、からかわれる時だとわかっている。

　和臣は、「まぁ、そうですね」と曖昧な返事をした。それで音川が見逃してくれるとは到底思えなかったが。

「いやしかし、意外だったよな。まさか瀬名ちゃんがプリンセスのハートを射止めるとは！　一番興味がないような顔をしてたくせに」

　案の定、音川は少し不機嫌に答えた和臣などまったく意に介する様子もなく、心底驚いた風で言って、意味ありげに和臣を見る。

「皆、地団駄を踏んで悔しがっているじゃないか。やっぱりお前は策士だな」

「策なんかなにもありませんよ」

　和臣はため息をついて音川を睨んだ。

　だがある意味では、そう言われても仕方がないのかもしれない。渚をプリンセスと陰で呼び、彼女の気を引こうとして撃沈した弁護士が、事務所内に複数いるのは事実なのだから。

「またまた……。しかも結婚生活が始まってから、プリンセスはどこかお疲れモードだって皆言ってるぞ。お昼休みに自分の席でかわいい寝息を立てていることもあるそうじゃないか。これはいったいどういうことだ？　ん？」

　ニヤニヤして意味深なことを言う音川に、和臣は心底うんざりする。

「慣れない生活で疲れているだけですよ。音川さんそれ以上言うと……」

　だがニヤニヤが止まらない音川に、なにを言っても無駄だと思い首を振った。

「……お先に失礼します」

　相談室を出て、自分の個室まで続く廊下を足速に進みながら、和臣はまいったなと心の中で呟いた。

　結婚前も同僚弁護士たちはどこか渚を意識していたが、どうやらそれは今も変わらないらしい。

　昼休みの様子まで話題に上っているとは。

　まったく……。

　弁護士といえど所詮は男。一皮剝けば皆あんなもんだ。

　自室へ戻った和臣は座り心地のいい黒い椅子に身を沈めて、暖かい春の日差しが照らす街並みを眺めた。

　和臣と渚が形だけの結婚をしてから一カ月が過ぎた。

　突然の結婚発表に事務所内は一時期蜂の巣をつついたような騒ぎになったが、渚自身はどこ吹く風で、当初の計画通り二週間前から念願の専門学校へ通い出した。

　だからここ最近彼女が疲れて見えるのは、なにも音川が想像するようなことが理由なのではなく、昼間は通常通りの仕事をこなし、週に三回夜は学校へ行くという生活に身体が慣れていないだけなのだ。

　それなのに……と、和臣は新緑の街路樹を睨みつける。だがすぐに嬉しそうにキッチンに立つ渚の姿を思い浮かべ、小さく息をついた。

　まぁ、俺ひとりが冷やかされるくらいは仕方がないか。

　結婚すると決めた時から、これくらいのことはある程度予想できたのだから。

　とはいえ渚の方は、自分が周りにどのような目で見られているのかなど、まったく想像もしていないのだろう。

　いつも通り淡々と仕事をこなしている。

　本当にアンバランスな子だな、というのが和臣の率直な感想だった。

　彼女が就職してから見合いをするまでの二年間、和臣の彼女に対する印象は、真面目。

　仕事自体はけっして早いわけではないけれど、きちんと指示通りに正確に仕上げてくれる信頼できる事務員のひとりだった。余計な私語もしないから、近頃では彼女を選んで仕事を頼むことも増えていたくらいだった。

　事務所の弁護士たちのアプローチにまったくなびかないその姿には、きっとそんな男の魂胆などは見抜いていて、でもその気はないから適当にあしらっているのだろうと思っていたけれど……。

　本当のところはその逆で、まったく気が付いていなかっただけなんだなと思いあたり、和臣は思わず笑みを漏らした。

　誰だ、クールビューティーなんて言ってたやつは。

　いずれにせよこの事務所の誰でもなく、自分が彼女と結婚することにしておいてよかったと和臣は思う。でなければ、今頃、彼女が他の男にまた無茶なことを持ちかけているのではないかと心配で、落ち着かない気持ちになっていただろう。

　少なくとも自分が夫でいる間は、そのような心配は無用だなどと和臣が考えたその時、デスクの上の電話が鳴る。

　見ると事務室からの内線だった。

「はい、瀬名です」

『佐々木です。先生、次の相談の予約ですが、先ほど先方からお電話がありましてキャンセルになりました』

「あぁ、そうなんだ。了解」

　答えるとそっけなく切られる内線に、和臣は苦笑しながら受話器を置く。

　このギャップ。

　このギャップが、おもしろいと和臣は思う。少なくとも今までの和臣の人生ではじめて会うタイプであることは間違いない。

　誰が想像できるだろう。

　事務所では殆どの時間を無表情で、淡々と過ごしている彼女が、本当はあんなに表情豊かで純粋な子だと。

　ふたりが同居を開始したあの日、『瀬名先生は親切だ』と嬉しそうに姉に報告している渚を和臣は素直にかわいらしいと思った。ちょっと箱入り娘がすぎるなとは思ったものの、あの厳しい父親にずっと守られていたのなら仕方がないだろう。

　だからそのまま、彼女の言葉の通りに紳士的に振る舞おうと思った。彼女の期待に応えて、ボランティアの精神で。

　本当に、確かにあの瞬間までは、そう思っていたのは間違いない。

　それなのに。

『なんでもしますから、おっしゃってください』と微笑まれて、和臣の中のなにかが弾けた。

　そして気が付いたら、お世辞にも紳士的とは言えない言動で、彼女を脅かしてしまっていたのだ。

　あの時の渚の驚いた顔!!

　思い出して和臣は、とうとうたえきれずに肩を揺らしてくっくっと笑い出した。

　かわいそうなことをしたかなとは思うものの、いくらなんでもいつまでもあのままというわけにはいかないのだから、少しくらいは仕方がないだろう。

　その後も和臣のやることにいちいち驚いたり、頬を染めたりする様子は見ていて飽きることはなかった。

　和臣からしてみれば大袈裟に思える反応も、そのすべてが彼女の恋愛経験のなさからくるものなのだと思えばなおさらだ。

　おかげで和臣はシャワーの後、裸でキッチンへ飲み物を取りに行くことも、リビングでくつろぐこともできなくなってしまった。

　でもその窮屈なはずの生活が、妙に楽しいと思えるのだから不思議だった。

　和臣は卓上のカレンダーに視線を移す。今日は火曜日、渚がご飯を作ってくれる日だ。

　和臣の帰宅時間はいつも遅くなるから、夕食に関しては一緒には食べられない。

　それでも。

　ほんの少しだけでも仕事を早く切り上げて帰ろうか。せめて彼女が寝てしまう前に……。

　そんなことを考えながら和臣はパソコンを立ち上げた。




　玄関の方から和臣が帰宅した音が聞こえて、ダイニングテーブルでテキストを広げていた渚は顔を上げた。

　時計を見ると、時刻は午後九時を回ったところだった。

「え、早い」

　少し慌てて文房具を片付ける。

　だが間に合わず、和臣がダイニングへやってきた。

「ただいま」

　ネクタイを外しながら微笑む彼に「おかえりなさい」と答えて、渚はなんとなく立ち上がる。

　和臣がテーブルの上のテキストとノートに視線を落として、問いかけた。

「課題？」

「そうです……すみません」

　思わず謝罪の言葉を口にする渚に、和臣が首を傾げる。

「どうして謝る？」

「だって……」

　渚は手をもじもじさせた。

「ダイニングテーブルで勉強したりして。私、ちゃんとお部屋を使わせていただいているのに……」

　もともと空き部屋だった部屋にはちゃんと勉強机を置いてある。居候の身でそれだけでも十分ありがたいのに、わざわざ共用スペースで勉強するなんて、迷惑だと思われても仕方がない。

　もちろん渚だって、普段は自分の部屋でする。

　でも本当は、小さな頃キッチンに立つ母を見ながらダイニングテーブルで宿題をするのが習慣だったから、なんとなくここでやるのが一番落ち着くのだ。

　平日の和臣の帰宅が午後十時より早いことは今までなかったから、それまでなら大丈夫だろうと思って安心していたのに。

「これからはちゃんと部屋でやります」

　しょんぼりする渚に、和臣がふわりと笑う。

「なんだ、そんなこと」

　そして渚の頭を優しく撫でた。

「ここがいいなら、いつでもここでやればいい」

　頭に乗る温もりと優しい言葉、それから目の前のまっすぐな眼差しに、渚の胸がきゅんと鳴る。

　頰が熱くなるのを感じながらこくんと頷くと、和臣は満足そうに頭をぽんぽんとしてから、寝室のドアへ消えていった。

　渚はダイニングテーブルのテキストを片付けて、和臣の夕食を並べ始める。

　メインの麻婆豆腐を温め直して、テーブルに置いたちょうどその時、部屋着に着替えた和臣が寝室から出てきた。

　そして、渚が夕食を並べていることに気が付いて「ありがとう」と微笑んだ。

　だが、席に着こうとした彼は、麻婆豆腐に視線を落として、不思議そうに首を傾げている。

「先生？　もしかして辛いのは苦手ですか？」

　渚は少し慌てて口を開いた。

「だとしてもあまり辛くしていないので大丈夫ですよ。辛味は後から足せるように……」

「そうじゃなくて」と和臣は首を振って渚を見た。

「今日は渚も同じ物を食べたのか？」

「え？」

　ごく自然に名前を呼ばれたことに渚の胸がドキンと跳ねる。

　同居開始の日に名前で呼べと言われたことはもちろん覚えているが、渚にはハードルが高すぎて、まだ実行できていなかった。

　でも経験豊富な和臣にとってはそれくらいなんでもないことのようで、もう家では名前で呼ぶ。それに対してまだ慣れていない渚の心臓は、こんな風にいちいち反応してしまうのだ。

　一方で、彼の問いかけの意図についてはよくわからなかった。

　夕食をわざわざ渚と和臣で別のメニューにする理由はない。

「そうですよ。私は辛いのは足しませんでしたけど……」

　首を傾げながら答える渚を、席に座った和臣がテーブルに肘をついてじろりと見た。

「渚、中華は苦手だって言ってなかったか？」

「え？　私べつにそんなことは……」

　ありませんと首を振りかけて、渚は「あ！」と声をあげて口を押さえた。

　その渚を和臣が胡散くさそうに見ている。

　そういえば、前にそんなことを言ったかも……。

　そうだ、以前事務所で和臣のランチ会を断った時のことだ。

　あの時は、愛美たちが見ていたから、とにかく早く行ってほしくて、適当なことを言って彼の誘いを断ったのだ。

「あの……えーと」

　なにか言い訳をしなくてはと思い、とりあえず渚は口を開く。でもなにも思い浮かばなかった。

「……ごめんなさい」

　渚は和臣の隣の椅子にすとんと座り眉を下げる。

　和臣が小さくため息をついて、少し真剣な表情で口を開いた。

「渚がランチ会に参加しない理由は、まぁなんとなくわかるけど……あっちの方は大丈夫なのか」

　真っ直ぐな瞳に見つめられて、渚の身体が少しだけ熱くなる。

　今度は彼の言葉の意味がわかった。

　彼は、渚と他の事務員たちとの関係について心配してくれているのだ。あのランチ会の日、愛美たちから逃げるように隠れているところを彼に見られてしまった。

　渚は目を伏せてこくんと頷いた。

「だ、大丈夫です」

「……本当に？」

　和臣が疑わしそうに眉を寄せる。渚は慌てて言葉を付け足した。

「もともと、表立ってなにかされることはほとんどありませんでしたから。あの日はたまたま聞いちゃいけない話を聞いてしまっただけで……先生と結婚してからは、本当になにもなくなりました。所長の娘でしかも事務所のエースの瀬名先生と結婚している私になにかできる人なんかいませんよ」

　最後の方は、わざと少し戯けて言う。

　でも本当のことだった。

　渚と和臣の結婚は、事務所全体に衝撃を与えたが、とくに愛美たちグループには大ダメージだったようだ。

　嫌味を言う気力すらなくなったようで今のところ渚に実害はない。

　和臣はそれでもまだなにか言いたげだったが、しばらくして小さく息を吐いた。

「なにかあったら無理をせずに俺に言うように。わかったな」

「……はい」

　渚は素直に返事をする。

　不思議だった。

　前に愛美たちから逃げた時は、事情を聞かれることすら煩わしく感じたのに。

　今は素直に、彼の言葉をありがたいと思う。

　和臣は一応それで納得したようで、麻婆豆腐に手を合わせてから、食べ始めた。

「お、うまい」

　途端に笑顔になってぱくぱく食べ進める姿に、少し沈んでいた渚の胸がぱぁっと明るくなる。

　和臣は渚の料理を美味しいと口に出してくれるだけではなく、本当に美味しそうに食べてくれる。

「ふふふ、今日のは自分でも自信があるんですよ。このマンションの近くのスーパーが香辛料の品揃えがよくて、ちょっと張り切っちゃいました。辛味が足りないようならこれを足してくださいね」

　渚はすっかり嬉しくなって、聞かれてもいないのにあれこれと説明を始めてしまう。

「ちょっと辛いからよく味を確認しながら……っ！」

　でも突然和臣の手に頰を柔らかく摘まれて、口を噤んだ。

　思いがけない彼の行動に、目をパチクリさせる渚の頰を、和臣は愉快そうに目を細めながらふにふにとする。

　そしてこれまた予想外の言葉を口にした。

「そうやって事務所でも笑っていればいいのに。こんなにかわいいんだから」

「え……！」

　驚きすぎて固まってしまった渚をよそに、和臣の方はにっこり笑ってその手を離す。

　そしてまた夕食を食べ始めた。

　なに、今の……。

　いや彼はきっと誰にでもさらりとこんなことを言えてしまう人なのだ。

　それはわかっている。

　わかっていても、胸の鼓動がスピードを上げてゆくのは止められなかった。

　頰も熱い。

　きっと顔が真っ赤になってしまっているだろう。そう思ったらいたたまれなくなって、渚は立ち上がった。

「あの……、私、課題の続きがありますから。部屋に戻りますね」

「ここでやればいいのに」

　渚の心臓を爆発寸前まで追いやった張本人は、平然としてそんなことを言う。

「さ、さっきまでここでしていましたから、気分を変えて今度は、部屋でやります……」

「そう？　頑張って」

「はい」

　そばに寄せてあったテキストを手に取りぺこりと頭を下げて、渚はそそくさと部屋へ戻る。

　バタンとドアを閉めて、机の上にテキストを置くとすっかり熱くなってしまった頰に手をあてた。

　あんなことを言われて、そのままそこで、課題なんてできるわけがないじゃないか。

　やっぱり彼と自分は住む世界が違いそうだ、そんなことを思い渚は小さくため息をついた。




　都会の街の整然と並ぶ街路樹の下を、和臣はコツコツと靴音を鳴らして家路を急いでいる。

　事務所から自宅マンションまでは徒歩圏内。なによりも立地重視で選んだからだ。

　はっきりいって他の部分はどうでもよかった。忙しい和臣にとっては寝に帰るだけの場所なのだから。

　その、特に思い入れもなかったはずの場所に、早く帰りたいと思うようになったのはつい最近のことだった。

　時刻は午後十一時すぎ。

　もう渚は寝ているかもしれない。

　それでもあのマンションにいるのは確かなのだ。玄関を入ってすぐ右手にある、あの小さな部屋に。

　ほどなくして自宅に辿り着いた和臣は、なるべく音を立てないように玄関のドアを開ける。

　渚と一緒に住むようになってからの習慣だった。

　仕事と学校を両立させながら忙しい日々を送る彼女の眠りの邪魔をしないように。

　靴を脱ぎ廊下を進むと、リビングダイニングに明かりがついている。

　……まだ寝ていないのか？

　ドアを開けると、渚がダイニングテーブルに突っ伏して、くーくーとかわいい寝息を立てていた。

　テーブルにはテキストとノート、それからペンが散らばっている。

　和臣は思わず笑みを浮かべた。

　少し前に、家の中のどこで勉強してもかまわないと伝えてから、彼女はダイニングで課題をするようになった。今夜もそうしていて、そのまま寝てしまったのだろう。

　和臣は鞄を置いて、ゆっくりと渚に歩み寄る。

　少し茶色いその髪に、吸い寄せられるように触れてみると、サラサラした感触が和臣の指を優しく癒した。

　ふわりと香る甘い香り。

　渚の香りだと思ったその瞬間、得体の知れない衝動に、突然和臣は襲われた。

　……すぐそこにある桜色の唇に、どうしても触りたい。

　髪を撫でる手を止めて、和臣はごくりと喉を鳴らす。閉じられた長いまつ毛は、ぴくりとも動かない。

　またごくりと喉を鳴らして、和臣はそこをジッと見つめる。

　少し開いた華のような唇は、甘い香りで和臣を誘う。

　頰にかかる茶色い髪をそっと優しくかき上げて、ゆっくりそこへ唇を寄せる。まだ誰も触れたことのないその華を、摘んでしまいたいという衝動に、どうしても抗えない。

　……あと少し、あと少しで触れられる。

　でもその時。

「うーん」

　渚が小さく唸って眉を寄せた。

　和臣はハッとして身体を引く。目を閉じてふぅと長い息を吐くと、胸の衝動を抑え込んだ。

　渚の方は、むにゃむにゃと言いながら、まだ目を覚さない。

　和臣は彼女の肩に手を置いて優しく揺さぶった。

「渚、こんなところで寝てたら、風邪をひくぞ」

　すると、うっすらと目が開いた。

「ほら、ベッドで寝ないと」

　和臣が覗き込むと「あ、せんせい、おかえりなさい」と、ふにゃふにゃ言う。そしてまた目を閉じて夢の世界へ行こうとしている。

　和臣は苦笑しながら、もう一度揺さぶる。

「部屋へ行け。渚」

　渚はまた目を開けて、ぼんやりしながらも、今度はこくんと頷いて立ち上がった。

「はい、おやすみなさい」

　テーブルのテキスト類を渡してやると、渚はそれを抱きしめて、ふらふらと部屋へ行く。

　ドアが閉まる音を聞いて、和臣は長いため息をついた。

　彼女をかわいらしい、いい子だと感じているのは確かだった。同居人として嫌なところはひとつもない。それどころか、思いの外楽しく過ごせているのも事実だった。

　だとしても。

　……今の衝動はいったいなんだ？

　唇に、どうしても触れたかった。

　ただそこにあるだけのはずなのに、まるで誘われているかのように、強く心が惹きつけられた。

　この衝動には抗えないと感じるほどに……。

　確かに普段の生活でも、無邪気な笑顔と一生懸命な眼差しに、つい手が伸びて触れてしまうことはよくあった。そしてその時の彼女の反応を楽しんでいる自分もいた。

　でもそれはただ単に、彼女が自分にとって守るべき愛らしい存在となったからだと思っていた。

　そう思っていたのだが……。

「……それだけじゃないのか？」

　渚の部屋のドアを見つめて、和臣はぽつりと呟いた。




　土曜日の昼下がり、渚は大きな窓から見える都心の街を眺めながら、キッチンに立っていた。先週はうんざりするほど雨続きだったが、今日の空は気持ちいいくらいに晴れている。

　リビングでは、和臣がくつろいだ様子でテレビを見ていた。

　渚は彼に視線を移し、少し落ち着かない気持ちになった。もちろんここは彼の家なのだから、なにもおかしくはない。

　でも土曜日のこの時間に彼が家にいるというのは珍しいことだった。

　和臣の毎日の生活は、渚が想像していた以上に忙しいものだった。事務所と裁判所を往復して誰よりも精力的に弁護士活動に打ち込む傍ら、週に何回かはテレビへも出演するのだから、休日などあってないようなものなのだろう。

　週末も大抵家にいない。

　だから朝食を一緒に取ったり、夜に少し顔を合わせたりすることはあるものの、休日をこんな風にゆっくりとふたりきりで過ごすのは、はじめてのことだった。

「なにか作ってるのか？」

　さして興味がある風でもなくテレビを見ていた和臣が、渚の方を振り返る。

　ぼんやりと彼の横顔を眺めていた渚はハッとして、少し慌てて手元の袋をガサガサと開けた。

「ご、午前中に姉のところで、タコをもらってきたんです。お義兄さんがたくさん釣ってきたとかで」

　いつものように食べられる状態にしてほしいとの協力要請である。でも行ってみれば、姉自身はネイルサロンの予約があると言って留守にするという。だからこうやって持ち帰ってきたのだ。

「へぇ、タコを？」

　和臣は興味を惹かれたように呟いて、キッチンの方へやってくる。そしてすぐ後ろから渚の手元を覗き込んだ。

「大漁だな」

　すぐ近くから聞こえる低い声に、渚の胸がドキンと跳ねて、なぜか頰まで熱くなる。その頰の火照りを振り切るように渚は小さく首を振ると、次々とタコを袋から出していった。

「タ、タコって生のままはすごくグロテスクですよね。しかも茹でる前に体についているこのヌメヌメを取らないとダメなんです。すっごく気持ち悪いでしょう？」

　そう言いながら、渚は彼が気持ち悪がって、リビングに戻ってくれたらいいのになと思う。

　そうでないと、とてもじゃないが調理に集中できそうにない。

　でもその渚の期待とは裏腹に、和臣の方はますます興味を惹かれたようにカウンターに手をついて、渚の手元を眺めている。

　胸のドキドキを持て余しながら、渚は仕方なくそのままタコの調理を始めた。

　まず大量の塩を振りかける。そして揉み込むように洗うと、とたんにぶくぶくと泡が立ち始める。これがタコのヌメヌメだ。

「ははっ、すごいな。それが全部取れるまでやるのか？　俺も手伝うよ」

　和臣が嬉しそうに笑って、渚の返事を待たずに隣で一緒に洗い始める。その無邪気な笑顔に、渚の胸がまた大きく跳ねた。

　慌てて渚は〝もうそろそろ慣れなきゃ〟と自分自身に言い聞かせる。

　こんな風に、彼のなにげない行動にいちいち反応していては身が持たない。

「気持ち悪いけど、妙におもしろいな。なんだこれは」

　楽しげな和臣を渚はなるべく見ないようにして、タコを洗い続けた。

　すべて洗い終えて、渚が夕食の準備に取り掛かっても、和臣はリビングへは戻らずに、料理をする渚のそばにいて茹で上がったタコの味見をしたり、ちょっとした作業を手伝ったりした。

　以前彼は自炊はしないと言っていたが、それはできないという意味ではないようで、どうやらやろうと思えば大抵のことはできるようだ。

　たくさんのタコを茹で上げるのには相当な時間がかかったというのに、キッチンから見える都心の街に日が沈む頃には、タコ飯にタコ酢、タコのお刺身に、味噌汁までついたタコづくしの夕飯ができあがった。

　姉と義兄に届ける分を保存容器に詰めながら、渚はひどく懐かしい気分に陥っていた。

　こんな風に、誰かと一緒に料理をするのは何年振りのことだろう。

　いうまでもなく父はキッチンには立たないし、姉も渚が家にいる時は完全にお任せだ。

　記憶にある限り、こうやって誰かとキッチンに立ったのは、最後の入院前に母と一緒に料理をして以来だった。

　オレンジ色に染まる街を眺めながら、渚はぼんやりと考える。

　……そういえば、父はちゃんとご飯を食べているだろうか。

「どうかした？」

　夕日を見つめたまま黙り込んでいる渚に和臣が問いかける。

　渚はハッとして、ゆっくりと首を振った。

「……なんでもありません」

　すると彼は姉のところへ持っていく保存容器に視線を落として、少し意外なことを言った。

「佐々木先生のところへも、持って行ったらどうだ？」

「……え？」

「今日だけじゃなくて、普段も。少し多めに作って持って行ったらいいじゃないか。毎日事務所で会うんだから」

　まるで渚の気持ちを読んだかのような彼の言葉に、渚は胸を突かれたような心地がする。

　父から自由になりたいと言って結婚までして家を出たくせに、いざ出てみればひとりになった父が心配だなんて、意味不明なやつだと思われても仕方がない。

　それなのに自分を見つめる彼の瞳に、そんな色は少しも浮かんでいなかった。

「先生もつらいと思うよ。今まで毎日渚のご飯を食べていたなら、なおさら。君の作るご飯は美味しいからね」

　そう言って和臣は、ダイニングに夕食を運び始める。

　渚はそれに返事をすることもできないままに、その背中をジッと見つめた。

　胸がギュッとなって、目の奥が熱くなった。

　どうして彼は、今渚が一番欲しい言葉をくれるのだろう。

　渚の思いを代弁してくれるのだろう。

　渚はテーブルに夕食を並べる彼の綺麗な横顔を見つめる。

　その時ふいに、渚の頭に、今まで思いもしなかったある考えが浮かんだ。

　……もし自分が将来本当の結婚をするとしたら、彼みたいな人がいいな。

　それはただの思い付き。

　でもそんな自分の中の小さな変化を、渚は大きな驚きでもって受け止めた。

　こんな気持ちになるのは本当に久しぶりだった。

　もちろん渚だって恋をしたことくらいはある。でもどれも一方通行な拙い、幼いものだった。

　しかも高校生の頃に母に病が発覚してからは、入退院を繰り返す母が心配でとてもそんな気持ちになれなかった。

　姉の方はその逆で、派手に遊び回りよく父に叱られていたけれど、彼女も彼女なりに心配だという気持ちを消化できないでいたのだろう。

　大学生の頃に祖母と母を相次いで失ってからは、モノクロの世界の中で自らの将来に対する不安を抱え、もがき苦しむだけだった。

　いつまでも恋人のひとりもできない渚を心配した姉に『どんな人がいいの？　祐くんの友達を紹介してもらおうか』と言われても全然ピンとこなかった。

　でももし今、同じようなことを尋ねられたら『瀬名先生みたいな人がいい』と言うかもしれない。

　彼は、さして親しくもなかった渚の無謀な計画に真剣に耳を傾けてくれた。今も、渚の気持ちに寄り添ってくれている。

　もしまた自分が恋をするならば、彼のような人がいい。

　もちろん、あくまでも〝例えば〟の話だけれど。

「どうかした？」

　あらかたのものを運び終えた和臣が、キッチンへやってくる。

　渚は少し慌てて、「なんでもないです」と首を振った。そして急に黙り込んだことをごまかすように適当な言葉を口にした。

「それにしても……。先生が土曜日の午後に家にいらっしゃるのって、すごく珍しいですよね。いつも事務所でお仕事をされてるのに……。今日は大丈夫なんですか」

　だがそのなにげない言葉に、和臣が反応した。眉を寄せ、小さくため息をつくと、低い声で呟いた。

「……君はとんでもない奥さんだな」

「え？」

〝奥さん〟などという今のふたりには不似合いな言葉、不機嫌を隠そうともしない視線に、渚は目をパチクリさせる。

　和臣がカウンターに手をついて、じろりと渚を睨んだ。

「君は俺が毎週土曜日の午後に、なにをしてるのか知らなかったのか？　仮にも結婚しているというのに、……俺にはまったく興味がないんだな」

　不機嫌を隠そうともしない和臣の態度に渚は少し驚いて、でもすぐに反論する。

「きょ、興味があるとかないとかの問題ではないと思います。先生が今どんな仕事をされてるかなんて……そんなのわかるわけないじゃないですか」

　彼が毎週土曜日に事務所の個室でいったいどういう仕事をしてるかなど、たとえ本当の妻だったとしてもわかるわけがない。

　無茶言わないでほしいと渚は思う。

　でもその時、ずっとついたままになっていたテレビから軽快な音楽が流れて、夕方のニュース番組が始まった。

　和臣がそれをチラリと見る。

　その視線につられるように画面に目をやってから、渚は「あ」と声を漏らした。

　ニュースではキャスターが始まりの挨拶後、『本日は選挙特番のため、瀬名和臣先生はお休みです』と告げている。

　それを見て、渚はようやく彼の言葉の意味に気が付いた。

　そうか、土曜日はニュース番組に出る日だったのか。そういえば引っ越し当日にそんなことを言っていたような。

　すっかり忘れてた……。

　上目遣いに和臣を見ると、呆れたように見下ろす彼の視線と目が合った。

　いくら形だけの夫婦だとはいえ、相手がテレビに出ている日も把握していないなんて〝興味がない〟と言われても仕方ない。

　さらにいうと弁護士の業務をサポートする法律事務員の立場としても少々無責任な気がして、渚は謝罪の言葉を口にする。

「す、すみません、先生」

　だがそれで、和臣は納得しなかった。

「和臣だ」

「……え？」

　首を傾げる渚に、和臣は言葉を続ける。

「家では名前で呼べと言っただろう？　もうあれから三カ月も経つんだぞ、渚は本当に家にいる時と事務所にいる時、全然違うな」

「な、なんですかそれ……！」

「仕事中の指示はきちんと守ってくれるじゃないか。大抵は一回言えば。この違いはいったいなんだ？」

　まるで挑発するような彼の言葉に、渚は一瞬言葉に詰まる。

　けれど負けじと言い返した。

「だって名前で呼ぶなんて、そんなの……、そんなの、私には、む、難しすぎます！」

　和臣が眉を上げた。

「べつになにも難しいことじゃない。俺が渚を名前で呼ぶことには、もうだいぶ慣れたみたいじゃないか。はじめは、呼ぶたびにびくびくしてたけど」

　そう言って、どこか愉快そうに笑う和臣に渚は少しムッとする。

　彼が自分を名前で呼ぶたびにどきまぎしてしまっていたのは、バレていたのだ。彼からしてみたらなんでもないことに、いちいち戸惑ってしまう渚を内心では笑っていたのかもしれない。

「先生が私を呼ぶのと、私が先生を呼ぶのとは全然違うと思います！」

　その渚の主張に、和臣は異を唱えた。

「べつになにも違わない」

　そして、おもむろに渚の両脇のカウンターに手をついて、渚を腕の中に閉じ込めた。

「渚にその気がないだけだ」

「そ、そういう問題じゃなくて……！」

　一段と近くなる距離、和臣の香りに包まれて渚は小さく息を呑む。

　自分を囲む大きな腕、間近に迫る彼の眼差し、逞しい胸元。

　どこを見ていいかわからなくて渚は思わず目を伏せる。胸の鼓動が急速にスピードを上げて、耳に響いた。

「お、お父さんの前でだけちゃんと呼べば、ふ、普段から名前で呼び合う必要なんてないと思いま……んっ！」

　少しムキになって言い返す渚の唇を、突然和臣の親指が押さえる。

　渚は目を白黒させながら口を噤んだ。

　顎に添えられた大きな手に、促されるままに顔を上げれば、すぐそこにある真っ直ぐな視線。渚の唇を、射抜くように見つめている。その中に、いつもの彼らしくない、どこか不穏な色が浮かんでいるように思えるのは気のせいだろうか。

　親指は、ゆっくりと、そこを辿る。

　少し開いたままになっている渚の唇、その形をまるで確認するかのように、ゆっくりと、優しく。

　その刺激に渚の身体は甘く痺れた。

　今まで感じたことがない、はじめてのその感覚は、渚を未知の世界へつれてゆく。

　少し怖くて、渚はギュッと目を閉じた。

　――その時。

　ピンポーンと、ふたりの間の張り詰めた空気を切り裂くように、玄関のインターフォンが鳴る。

　和臣の指がぴたりと止まった。

「……そういえば、実家から荷物が届くんだったかな」

　玄関の方をチラリと見て、和臣は渚を解放する。

　渚はホッと息を吐いた。

　そんな渚をじろりと見て、和臣がやや乱暴に渚の頭をぐしゃぐしゃ撫でる。

「えっ、きゃっ……！」

「まだ話は終わりじゃないからな」と言い残して、彼はキッチンを出ていった。

　その背中を見つめながら、渚はカウンターに手をついて、こくりと喉を鳴らした。




「……あぁ、米だな。それから味噌」

　ダンボールの箱を抱えてキッチンに戻ってきた和臣が、届いた荷物をそのままそこで広げ始める。

　ぼんやりと立ち尽くしていた渚は、その言葉に反応した。

「え？　味噌？」

　米と味噌という言葉につられて覗き込むと、今彼が言った通りダンボールの中いっぱいに米やら味噌やら野菜やら、たくさんの食料品が詰まっていた。

「うわー！」

　途端に渚は嬉しくなって、ダンボールの中身を確認する。

　新聞紙に包まれた野菜はどれも土がついたままぴんぴんしているし、味噌と梅干しと佃煮はその容器から察するに……。

「もしかして、自家製ですか!?」

　和臣が頷いた。

「あぁ、昔から、母親が好きで大抵こういうものは手作りだった。家、米農家なんだ、野菜も少し。東とう京きょうまで送ってくるのははじめてだけど」

「え！　先生のお家って農家なんですか!?」

　渚は思わず声をあげて、味噌の容器を手に取った。

「だから野菜がこんなにぴんぴんしているんですね。もしかしてこのお米も自家製ですか？　すごい!!　お味噌もいい色～！」

　自家製の味噌ならおにぎりにつけて食べてもいいんじゃないかな。

　焼きおにぎりなんかにして……。

　でもその時、和臣が自分を睨んでいることに気が付いた。

　そして少し考えてから、そういえば大事なことを言い忘れていたと思いあたり、口を開いた。

「あのー……」

　和臣が眉を上げて先を促した。

「この食料、明日からの料理に使わせてもらってもいいですか？」

　わくわくするような荷物の中身にすっかり夢中になってしまっているが、この食料はあくまでも和臣宛に来たものなのだ。

　どう料理しようかなんて浮かれていないで、それを先に確認するべきだ、と渚は思ったのだけれど……。

　和臣が不意を突かれたように目を開き、次の瞬間吹き出した。

　そしてそのまま肩を揺らして笑っている。

「あのー、ダメですか？」

　渚は恐る恐る問いかけた。

「そうじゃなくて！　呼び方だよ、呼び方。まだ話は終わりじゃないと言っただろう！」

　笑い続ける和臣に、渚はそうだったと思い出した。

　ついさっき、荷物が届くまではその話をしていたんだった。米や味噌に夢中になって、すっかり忘れてしまっていた。

　でもそれにしたって、と渚は思う。

　ちょっとしつこいな。

　こんなに素晴らしい食材を前にしたら、そんなことどうだっていいじゃないかという気になる。

　彼は事務所の中では的確な指示を出す、一番やりやすい弁護士だと思っていたけれどプライベートは、意外とめんどくさいタイプなのかもしれない。

　そんな渚の考えは、どうやら顔に出ていたようだ。

　和臣が突然笑うのをやめて、渚の手の中の味噌を取り上げた。

「あっ！」

　そして無情なことを言い放つ。

「どうしても呼びたくないならこの食料はなしだ」

「え！」

　そんなのあんまりだと渚は思う。

　和臣がニヤリと笑った。

「さっき渚が言った通り米ももちろん自家製だ。この時期だから新米じゃないけどな。梅干しは、昔ながらのやり方で、うちの米によく合うようにしてある。味噌は確か豆の産地にもこだわって……」

「よ、よ、呼びます！　呼びます！」

　渚は慌てて宣言をして味噌を取り戻そうと手を伸ばす。

　和臣が、渚が届かないギリギリの位置に味噌をキープしながら、眉を上げた。

　渚は小さく息を吐いて、唇にキュッと力を入れる。そしてゆっくりと口を開いた。

「か、和臣さん……」

　言い終えて、またホッと息を吐く。

　頰が赤くなるのが自分でもわかった。

　彼の名前を口にするのはこれが二度目。

　でもなんだか、はじめての時とは少し心境が違っているような心地がした。

　さっき頭に浮かんだ、もし自分が本当の結婚をするならば……という想いがまた頭に浮かんだ。

　和臣が、「よくできました」と満足そうに微笑んで、渚の手に味噌の容器を握らせた。










困惑




　佐々木総合法律事務所の個室で業務に打ち込んでいた和臣は、デスクの上の電話がルルルと鳴ったことに気が付いて、パソコンを打つ手を止めた。

　事務室からの内線だった。

「はい、瀬名です」

『川西です。三み好よしコーポレーション様との面談の予定ですが、八月二十五日にお入れしてもよろしいですか。先方が希望されていまして』

　そのどこかつんけんした物言いに、和臣は思わず顔をしかめる。渚の先輩にあたるこの川西愛美は、以前はいつもテンション高く、和臣の気を引こうとしていたように思う。だが渚との結婚を機にその態度はがらりと変わった。

　和臣は卓上のカレンダーに視線を送って、口を開いた。

「いや、その時期は僕は夏季休暇中だ。別の日で調整して」

『でも……』

　渋る愛美に和臣は心の中で舌打ちをする。そもそも弁護士のスケジュールは事務所内全員で共有されている。よほどの予定でない限りは、休暇の日を避けてアポイントを入れるというのは、あたりまえのことなのだ。

　顧問先である三好コーポレーションとの面談は、定期的にあるものだから緊急性はないはずで、無理をいう相手先でもない。

　本来ならば、彼女のところで別日に調整の上、報告をしてくれればいい話だ。

　和臣は心の中でため息をついて、「わかった。僕が電話に出る」と言った。

　先方と話をしてあっさり別の日に決めて受話器を置くと、和臣はまたため息をついた。

　このようなことは和臣と渚が結婚してからたびたびあった。今回はおそらく、和臣と渚の夏季休暇がぴたりと重なっていることが気に食わないのだろう。

　裁判所には決まった夏季休暇はないから、事務所では毎年皆、少しずつずらして休暇を取る。

　和臣自身は特に時期にこだわりはないから、例年なら皆の予定が決まった後、最後に空いているところへ入れることが多かった。

　だが今年は希望を出して、渚と合わせることにしたのだ。

　その休みに、ふたりは和臣の実家に帰ることになっている。

　そうすることになったきっかけは、和臣の実家から届いた荷物だった。

　毎週出演しているニュース番組がたまたま休みだったあの日、和臣が渚を問い詰めているまさにその瞬間に届いた荷物に、渚は目を輝かせた。

　普段は父も母も和臣が自炊をしないとわかっているから、そのような物を送ってくることはない。でも結婚をして夫婦で住んでいるのなら、いるかもしれないと思ったらしい。

　実家で作った米と、畑で取れた野菜でいっぱいのダンボール箱を見て、和臣は少し申し訳ない気持ちになった。

　両親と兄は和臣に大学院を辞めさせたことをずっと気に病んでいて、司法試験に受かった後、これからは好きなように生きてくれと言って再び東京へ送り出してくれた。

　勝手に決めた渚との結婚も、多忙を言い訳にして顔合わせもしていないことにも、なにも言わない。

　それでも心の中では息子の結婚を喜んでいるのだろう。ダンボール箱いっぱいの食料がそれを物語っていた。

　その思いを目のあたりにして和臣の胸は、少し痛んだ。だがすぐにその気持ちは、隣にいた渚によって、吹き飛ばされてしまった。

『先生のお家って農家だったんですか!?』

　キラキラした目で問いかけられて、和臣は一瞬啞然とした。

　この変わりようはなんなんだ、と。

　ついさっき荷物が着く直前までは、和臣に追い詰められていたというのに。

　また『先生』と呼んでしまっていることを気付かせたくてじろりと睨んでやると、彼女は目をパチパチとさせて少し考えてから、まったく的外れな言葉を口にした。

　渚の頭の中はきっといつも美味しい食材をどう料理しようか、そんなことでいっぱいなのだろう。

　同居開始の日に姉に〝アッチ方面も勉強させてもらえ〟と言われていたのも頷ける。

　結局、味噌を餌にどうにかこうにか名前で呼ばせることには成功したが、とにかく和臣が今まで付き合ってきた女性たちと違い、ひと筋縄でいかないことは確かだった。

　だが一方で、名前で呼び合う、ただそれだけのことにこれほどまでにこだわってしまった自分自身にも驚きを感じていた。

　あの時、仮にも結婚しているというのにまったく自分には興味がない様子の渚に、原因不明の苛立ちを感じて衝動的に彼女を腕に閉じ込めた。

　業務中よりも緩く結ばれた少し茶色い髪から香るどこか懐かしいような無垢な香り、蜜を湛えた桜色の唇が、甘く和臣を誘った。

　そして気が付いたらそこに触れてしまっていたのだ。

　もしあの時、荷物が届かなければ、自分はどうしていただろう……。

　和臣はため息をついて目を閉じた。

　いったい俺は、なにをやっているんだ。

　彼女とはそんなことをするために結婚したのではない。

　ただ彼女の夢を叶えるために必要だからそうしただけなのだ。

　それなのに……。

　頰を染めて『和臣さん』と口にする渚を見るだけで、正体不明の満足感と温かいなにかが胸に広がった。

　味噌の容器を返してやると、無罪放免とばかりに安心して、渚はまたダンボールの中身に夢中になった。放っておいたらすぐにでもキッチンに立ちかねない勢いで。

　とりあえず夕食が冷めるからと促して食卓を囲んだが、そこではまるで証人尋問かのごとき質問責めにあった。

　どんな米を作っているのか、野菜はどんな種類を作っているのか、どうやって作っているのかなど。さすがは食を勉強しているだけあって生産者に対する興味は尽きないようだった。

　それに尋ねられるままに答えながら、和臣はどこか懐かしい気持ちに陥っていた。

　実家にはここ数年は働き詰めで、なかなかゆっくりと帰れていない。

　そして気が付いたらいつのまにか彼女を誘っていたのだ。

『そんなに興味があるなら、お盆休みに行ってみるか』

　それに目を輝かせて頷いた彼女は、その帰省をおそらくはせいぜいが社会見学程度にしか考えていないだろう。

　和臣としてもなにか意図があって誘ったのではない。

　それでも……。

　和臣はカレンダーをジッと見つめる。女性を自分の実家に連れてゆくのははじめてのことだった。

　そういえば結婚を考えていたあの彼女は、和臣の実家のことになど一ミリも興味を示さなかった。

　和臣がそんなことを考えたその時、携帯がブーンと鳴ってメールの到着を知らせる。

　渚からだった。

【今日は煮魚です。和臣さんの分は温めるだけにして冷蔵庫に入れておきます】

　時計を見ると、時刻はいつのまにかお昼休みに突入している。和臣は思わず笑みを漏らした。

　業務中と変わらない几帳面な硬い文面。

　だがその中にある〝和臣さん〟という文字が和臣の胸を温かくさせる。彼女の方の帰宅時間がわかるなら今日はそれに合わせて帰ろうか、そんなことまで頭に浮かんで、和臣はふぅと息を吐いた。

　渚は目標に向かって、一心不乱に進んでいる。仕事と勉学を一生懸命に両立させて。

　当初和臣は、弁当屋を継ぐという彼女の夢を応援するとは決めたものの、成功するかどうかは五分五分だと考えていた。

　世間はそれほど甘いものではない。

　だが一緒に住み、彼女の料理を食べるようになってからは少し考えが変わった。

　彼女の料理には気持ちがこもっていると和臣は思う。

　毎日のメニューは任せてある。彼女だって忙しいのだから、無理して作らなくてもいいとも言ってある。

　それでも彼女は、和臣のために大抵はなにかしらの物を作ってくれていた。

『適当な物ばかりでごめんなさい』と彼女は言うが、たとえ簡単なものだったとしても、よく考えられているという印象だった。

　週末は和臣が好きそうな肉料理などのボリュームのあるものを。週の半ば激務が続いている時はスタミナがつくものを、あらかじめ遅くなるとわかっている時は食べやすい胃に優しいものを。

　渚は和臣のスケジュールを考えて、その時その時に最適だと思うメニューを選んでくれている。

　食を提供する者の心得を和臣はまったく知らないが、それでも彼女ならばカタヤマ弁当を復活させられるかもしれないと思うようになっていた。

　そしておそらくはそれに、父親である龍太郎も気が付いているはずだ。

　あの土曜日以来、渚は父親の分の食事も作るようになった。

　ひとり分にちょうどいい保存容器に詰められたメニューは、和臣のものと同じ食材を使いながら、龍太郎が好きそうな味付けに変えてあることがたびたびあった。

　龍太郎から『結婚したのだから、実家のことは気にせんでいい』と小言を言われたとぶつぶつ言いながらも、彼女はその習慣を続けている。

　龍太郎は、裁判官を辞めてからは弁護士活動に打ち込む傍ら、後進の育成にも力を入れている。

　事件を起こした少年たちの社会復帰を支援するＮＰＯ法人にも名を連ねている。

　若者の将来性に関しては誰よりも敏感なはず。ましてや結婚をする前は毎日渚のご飯を食べていたその彼が、娘の可能性に気が付いていないはずがない。

　和臣は人差し指でデスクをトントンと叩いて考え込んだ。

　おそらくは娘がかわいいあまりに、過保護になっているだけなのだ。

　誰かが間に入って、冷静に話をすれば解決の糸口は見つかるはず。少なくともあの父娘が互いに思い合っているのは確かなのだから。

　そしてその調整役として最適なのは、自分なのだろう。

　和臣は、龍太郎からの信頼は誰よりも深いと自負しているし、今は渚のすぐそばにいて、彼女の可能性を見定められる状況にある。

　はじめの見合いの時に、『先生を説得するなら協力する』と言ったその約束を、そろそろ実行すべきなのかもしれない。

　だが……。

　和臣は、夏の日差しが照りつける窓の外の街を眺めた。

　和臣が説得に成功して龍太郎が渚の専門学校通いを認めたら、彼女との結婚生活は終わりを迎える。

　その役割を終えて。

　渚はきっとそれを心の底から喜んで、あっさりと家を出ていくだろう。

　それを思うと、和臣の胸がキリリと痛む。

　約束の期間より早くボランティアから解放されると、喜ぶ気持ちにはなれなかった。

　和臣は目元に手をあてて、ため息をついた。

　……もう少し、もう少しだけ様子を見よう。

　どちらにしても夏の帰省が終わるまでは、別れるわけにはいかないのだ。

　夏の帰省を渚はとても楽しみにしている。

　弁当作りとは切っても切れない関係の農作物が、どのように作られているかを知ることは、今後の彼女のためになる。

　だから、夏の帰省が終わるまでは……。

　和臣はそう自分に言い訳をして、説得の件を頭から追い出した。




　夢の中で物音を聞いた気がして、ベッドの中の渚の意識が浮上した。

　誰かが帰って来た気配。

　夢と現実の間を行ったり来たりしながら、渚はそれを父だと思った。

　小さい頃から渚にとって父とはこの物音だった。

　夜にトイレに起きることが多い渚は、こうやって深夜に帰ってくる父の気配を感じることがたびたびあった。

　忙しくて子供たちが起きている時間にはほとんど帰って来られない父と、一緒に過ごす時間はあまりなかったけれど、父は帰ってきた後は必ず部屋に来て、寝ている渚の頭を撫でてくれるのだ。

　渚は布団にくるまったまま、父が来るのを待っている。でもいつまで待っても来なかった。

　おかしいな。

　そこで意識は完全に現実の世界へ戻る。むくりと起き上がって部屋の中を見回した。

　そうだ、ここは実家ではなく和臣のマンションだ。さらにいうと自分はもう小さな子供ではない。

　時計を確認すると、時刻は午前一時を過ぎたところだった。

「寝ぼけちゃった」

　呟いて、渚はよいしょとベッドを下りた。

　トイレから戻り水を飲みにキッチンへ寄った渚は、リビングの向こうの大きな窓の外の景色にため息をつく。

「綺麗……」

　まるでどこかの展望台から見ているかのような夜景に、しばしの間見とれてしまう。

　でもその時、リビングのソファの端から男性の脚がはみ出ていることに気が付いた。

　そぅっと近付いて覗き込んでみると、和臣がスーツ姿のままソファに倒れ込むようにして寝ていた。

「か……」

　思わず声をかけそうになって、なんとかそれを飲み込んだ。

　和臣はそんな渚にも気が付かずに、眠りこけている。

　渚は啞然として彼を見つめた。

　アルコールの香りはしないから、酔っ払っているのではなさそうだ。

　おそらくは、遅くまで事務所で仕事をしていて、帰宅してソファに倒れ込んだとたんそのまま眠ってしまったのだろう。

　夜景の光に照らされた綺麗な寝顔を見つめるうちに、渚の頭の中に今日の昼間の出来事が浮かんだ。

　今日の午後、和臣に急な来客があった。

　飛び込みで来たその老夫婦は、和臣を指名してどうしても相談したいことがあると受付の事務員に頼みこんでいた。

　和臣はほんの数分前までは別の人の法律相談を受けていて、さらに四十分後には裁判所へ出発する予定になっていた。

　その他の時間のスケジュールはもうすでにいっぱいで、その時間しか対応できないのは明らかだった。

　でも裏を返せば、そこが今日の彼の唯一の休憩時間だったのだ。

　受付の事務員は困惑して隣にいる先輩に意見を求めたようだった。すると相談を受けたもうひとりの事務員は『瀬名先生なら大丈夫でしょ』と軽く言って、内線を鳴らした。

　案の定、すぐにオッケーが出たようで、老夫婦は相談室へと通されていった。

　実はこのようなことはよくあることだった。

　テレビで顔を知られている和臣には指名での相談は珍しくない上に、事前にアポイントを取らないで来る飛び込みの相談者も時々ある。

　本来ならアポイントなしの相談は受けないのが他の弁護士のやり方だが、和臣は違っていた。

　その時のスケジュールが空いていなければ、待ってもらえる限り待ってもらい、なるべくその日中に相談を聞くというのが彼のスタイルだった。

　まだ渚が新人の頃、同じようなことがあった。その時はあいにく和臣のスケジュールが空くのが二時間後で待ってもらえるならばという話だった。

　相談者は『何時間でも待ちます』と言って本当に相談室で待っていた。

　それを和臣に報告した折に、渚は思わず呟いてしまった。

『でも二時間も待ってもらうなんて……』

　その時もその〝二時間後〟はやはり和臣の唯一の休憩時間だったから、別の日に出直してもらう方がお互いのためにいいと思ったのだ。

　その渚に、和臣は優しく語りかけた。

『佐々木さん、普通の人にとって弁護士に相談するというのは、とてもハードルが高いことなんだ。何日も何日も、もしかしたら何カ月も悩んで、ようやく決断できたという人も珍しくない。特に飛び込みで来る方はその傾向が強いと僕は思っている。だから、僕は彼らが待てると言うならば、できるだけその日のうちに話を聞かせてもらいたいんだ。また後日、と言って帰ってもらったらそこで気持ちが切れてしまって、もう二度と来られない方は案外多いものだよ』

　まだ新人だった渚は、そんなものなのかと思っただけで、それ以後は彼の言う通りにするようになった。

　でも入所から二年経った今は、それがどれほど大切なことなのかがわかるようになっていた。

　今日来所した老夫婦は、相談後は来た時とは違いどこかホッとした表情だった。そして受付にいた渚にまで深々と頭を下げて帰っていった。

　たくさんの人の悩みを聞き、たくさんの人を支え、希望になる。

　それが、弁護士瀬名和臣なのだ。

　でも……。

　渚は彼が眠るコーナーソファのオットマンに腰を下ろして、綺麗な彼の寝顔を見つめる。

　では彼は、彼自身はいったい誰に支えてもらうのだろう。

　今でこそ、それほど過密スケジュールではなくなった父も若い頃は和臣と同じように激務だった。

　その父を支えたのは母であり、家族だった。

　ベッドで寝ないと風邪をひくよと起こしてあげられる人は、彼にはいない。

　今この瞬間は渚はそばにいるけれど、形だけの妻だから、その資格はないだろう。

　彼には……。

　そこまで考えて、そういえばと渚は思い出した。

　彼はいなぜ結婚したくないのだろう。

　できるだけたくさんの人の力になりたいのなら、仕事に打ち込みたいのなら、彼を支える家族がそばにいる方がいいに決まっているのに。

　ソファに倒れ込むように眠る生活では、ベストなコンディションは保てるはずはない。

　それこそ彼が望むなら喜んで彼を支えようという人はたくさんいるはずだ。

　それなのにずっと結婚しないと決めているなんて。

　いったいなぜ……。

　と、その時。

　くだらない、ありえない、本当にバカげた考えが渚の頭に浮かんだ。

　もし和臣がずっと誰とも結婚しないというならば、……だったら渚がこのまま形だけの妻として彼を支えるというのではダメだろうか。

　恋愛に関して赤子にも等しい渚が、経験豊富で引く手数多あまたな和臣の本当の妻になれるなどとは思わない。そんな大それたことは思わないけれど、それでもそばで彼を支えられるならば、それだけでいいかもしれない。

　でもそこまで考えて、渚は「バカみたい」と呟いて首を振った。

　そんなこと、彼が望むはずないのに。

　彼が渚に期待するのは、早く資格を取ることと、せいぜいが結婚している間だけ健康を維持するための食事を作ることくらいなのだ。

　渚にできることなど、それしかない。

　渚だってそれでいい、それがいいと思っているはずなのに。

　いったい、私どうしちゃったの……？

　またこんなことを考えてしまうなんて。

　渚はため息をついて、眠る和臣を見つめた。

　なんだか泣いてしまいそうだった。

　強く、彼に心が惹きつけられるのを感じていた。

　次に恋をするならば、彼のような人がいいなと無邪気に思うところで、踏み止まらなくてはいけないと思う。

　経験値の違いすぎる彼に恋をしてしまうなんて、無謀としか言いようがないのだから。

　でもそんなこと、本当にできるだろうか。

　このまま一緒に住み続けて、もっとたくさんの彼を知ってしまっても……？

　渚は唇を嚙んで、ゆっくりと立ち上がる。

　そして和臣の寝室へ行き、薄い布団を持ってくると、それを和臣にそっとかけた。










帰省




「ねぇ、渚ちゃん。渚ちゃんは和臣くんのどういうところが好きなの？」

　久しぶりに帰省した和臣の実家の食卓で、兄の妻、みゆきが上機嫌で渚に問いかける。

　その内容に、和臣は飲んでいたビールを思わず吹き出してしまいそうになった。

「義姉さん、変なこと聞かないでください」

　和臣は少し慌ててみゆきを制する。

　だが彼女は「あらいいじゃない」とどこ吹く風だった。

　揃って取った夏季休暇に突入したこの日、和臣と渚は、和臣の実家に帰省した。

　東京から実家までは新幹線で約二時間。朝から出発し昼過ぎに着いて、自己紹介を済ませた後、和臣は渚を連れて家族の仕事を見て回った。

　渚ははじめは少し緊張ぎみだったが、すぐに目を輝かせ、あれこれ尋ねているうちにすっかり家族に打ち解けた。

　そして、家族揃って夕食を囲んでいるところでの、この質問である。

　見るとほろ酔いで上機嫌の義姉の隣で、母親の方もにこにこして渚を見ている。

　和臣は心の中でため息をついた。

　プライベートなどないに等しいこの辺りで、新婚夫婦に浴びせられる質問としてはまぁこのくらいは普通だ。

　だが本当の夫婦ではない、ましてや和臣のことをそのような目で見ていない渚にとっては、答えようがない質問に違いない。和臣の向かいの席で目を白黒させている。

　みゆきが、ふふふと笑った。

「瀬名兄弟といえば、この辺りでは昔からカッコいいって人気だったんだよ。バレンタインデーには家の前に女の子の行列ができるって言われてたんだから」

　みゆきと兄の雅まさ也やは、中学からの同級生だ。

「おい、みゆき、渚ちゃんに嘘をおしえるな」

　雅也が苦笑して妻を止める。だがみゆきはそんなことはお構いなしだった。

「嘘じゃないもん。本当だよね、お義母さん」

　母親が「どうだったかね」と笑った。

　渚が「そうなんですね」と驚いた様子で目を開いた。そして兄とみゆきを見比べて興味深げに口を開いた。

「お義姉さんは、お義兄さんのどこが好きなんですか？」

「私はねー」とみゆきが頰杖をついた。

「学生時代はなんとも思ってなかったんだ。でも卒業してから街でＯＬしてた頃に、実家に帰ってきてさ、家を継いだばっかりのまさくんを見かけたんだよ。それで、なんていうか……耕運機を操る姿にぎゅんときちゃったんだよね。男らしい筋肉、滴る汗！　みたいな」

「みゆき、それ以上言うな」

　雅也は慌てて彼女を止める。だが、父も母も平然としていた。

　彼女はだいたいいつもこんな感じなのだ。

　その義姉の言葉に渚が目を輝かせた。

「それ、わかります！　作業着に長靴、日焼けした肌！　カッコいいですよね～！」

　心底同感だといった様子の渚に家族は皆、一瞬目を丸くする。

　なにを言っているんだと、和臣がじろりと渚を睨むと、彼女は頰を染めてうつむいた。

「あ、いえ。素敵な話ですね……」

「そうかそうか！　いや長靴と作業着ならわしも負けんぞ」

　父がカラカラと笑った。

「ふふふ、かーわい！」

　みゆきも満足そうに笑って、次は渚の番だとばかりにまた問いかけた。

「で？　渚ちゃんは？　和臣君とは同じ職場なんだよね。やっぱりビシッとスーツで決めた弁護士としての姿に……みたいな？」

「え!?　えーと……」

　また自分に話を振られてしまい、渚はごにょごにょ口籠もる。

　和臣は、ついさっきまでは助け舟を出さなくてはと確かに思っていたはずなのに、急にその気がなくなって、知らんぷりでビールを飲んだ。

　作業着とも長靴とも、さらにいえば耕運機とも今は無縁の和臣のいいところなど、渚には思い付かないに違いない。

　でもなぜか、すぐに助けてやる気にはなれなかった。

　彼女はしばらく、困ったように「あー」とか「うー」とかを繰り返してから、突然「あ！」と思い出したように声をあげる。

　そして家族が見守る中、頰を真っ赤に染めて口を開いた。

「和臣さんは、私の作った料理をいつも全部綺麗に食べてくれます。お米の粒ひとつ残さずに……。正直いって失敗しちゃったなって時もあるんですけど、それでも絶対に残っていません。こ、こちらにお邪魔させていただいて、その理由がわかりました。食物を作る方の気持ちを誰よりも知っていらっしゃるからなんですね……それから」

　渚はそこで言葉を切って、小さく息を吐いた。

「それから、い、一緒に料理をしてくれたりして、それもすごく嬉しかったです。私料理をするのがすごく好きなんです……」

　羞恥に目を潤ませて小さい声で話す渚に、和臣は一瞬、息が止まるような心地がしてビールのグラスを握りしめた。

　彼女が、形だけの妻だということを家族に悟られないように、方便で言ってくれているのはわかっている。わかっていても、胸を熱いものが貫いた。

　母親が微笑んだ。

「そう……。和臣が大学生の頃、お父さんが倒れて、うちが大変だった時期があるの。やれる人がやれることをやらなくちゃいけなかったから、和臣もご飯を作ってくれたわ。だから田舎の男でもキッチンに立つことに抵抗はないはずよ。東京では忙しいから自炊はしないなんて言ってるけど、たくさんやらせてね。渚ちゃん」

　渚が少し困ったように微笑んで、恥ずかしそうに頷いた。

　みゆきがビールを飲み干して、はぁーと感慨深げにため息をついた。

「それにしても、和臣君のお嫁さんが渚ちゃんみたいないい子でよかった～！　ねえお義母さん？」

　母親がふふふと笑って頷いた。

「そうね」

「和臣君、テレビで大人気でさー、女子アナと付き合ってるなんて噂もあったから、ものすごく派手な人が来たらどうしようって実は私ビクビクしてたんだ。でも渚ちゃんなら大丈夫。和臣君もなかなか見る目あるじゃん！」

　みゆきは渚を見てにっこりとした。

「忙しいとは思うけど、これからちょくちょく来てよ」

　その言葉に、渚は一瞬視線を彷徨わせる。けれどすぐに笑みを浮かべて、ゆっくりと頷いた。

「はい……ぜひ」

　和臣の胸がずきんと痛んだ。

　彼女がここへ来るのは、おそらくはこれが最初で最後なのだ。

　調理師の試験はまだ先だから、龍太郎を説得できない限り、それまでは結婚生活を続けることになるだろう。

　でも社会見学は一度で十分だ。

　来年は、彼女はもう自分の隣にはいない。

　それどころか、いつかは本当の恋愛をして、本当の結婚をするのだ。

　和臣ではない、他の誰かと。

　わかっていたはずの事実を今さら思い知らされて、和臣の胸が締め付けられた。

　そんな未来を、果たして自分は受け入れることができるのだろうか。

　姉と母と楽しげに話し続ける渚から目を逸らし、和臣はビールのグラスをジッと見つめた。




「きゃー冷たい！」

　キラキラと輝く川のせせらぎに足を浸して、渚は思わず声をあげる。

「ほら、石があるから気を付けないと」

　和臣に注意されても構わなかった。

「大丈夫ですよ。うわー、本当に綺麗。あ、魚がいる！　和臣さん、あそこ！」

　東京では見られない光景に、渚は夢中になって川底を見つめる。

　和臣がそんな渚に苦笑しながら川岸に腰を下ろした。

　帰省二日目のこの日、渚は近くの川へ和臣と共にやってきた。

　彼の家族がやっている農作業は、渚にとっては興味深いことの連続で、いくら見ていても飽きない。

　だが一応は新婚夫婦という設定で来たふたりに和臣の母が気を遣ってくれて、少しこの辺りを案内してもらうことになったのだ。

　東京から新幹線で二時間。のどかな田園風景の中にあるどっしりとした屋敷が和臣の実家だった。

　到着してすぐ、その立派な家を目にした渚は、実は少し怖気付いた。

　彼の実家が農家だと知り、嬉しくなって一緒に帰省することにしたものの、もしかしたらすごく恐れ多いことをしてしまったのかもしれない。

　和臣の実家から届いた、新鮮な野菜と美味しいお米は、渚の胸をわくわくさせた。

　いつも、どんな時も料理をするのは楽しいけれど、それでもやっぱりいい食材を前にした時が一番胸が高鳴るものだ。

　弁当屋を始める時は、食材にもこだわりたいと思っている渚にとって、一緒に行くかという和臣の提案は願ってもない機会だった。

　だからあまり深く考えずにその案に飛びついたのだが……。

　よく考えてみれば、今の渚は形だけだとしても彼の妻。

　こんな立派な屋敷に住む両親は、渚を嫁として受け入れてくれるだろうか。

　期間限定だとはいえ、向こうはそんなことは知らないのだ。自分のために両親に嘘をつくことになってしまった和臣のためにも、失礼のないようにしなくては……。

　だがその屋敷の中から出てきた彼の家族は、そんな渚の不安をあっさり吹き飛ばす温かい人たちだった。

　忙しいことを言い訳にして、まだ顔合わせすらしていないことをわびる渚に、気にすることはないと首を振った。そしてその時になって渚は、実は父が一度この家を訪れているという話を聞かされた。

　なんでも、地方の講演があった折に足を伸ばして立ち寄ったらしい。菓子折りを持参して、丁寧に頭を下げていったという。

『いいお父様ね』と和臣の母に微笑まれて、渚はなんともいえない複雑な気持ちになった。

　古い家とその家族は、渚をまるではじめからそこにいたかのように包み込み、迎え入れてくれた。

　農作業を手伝いながらさまざまなことを教わり、昨夜は同じ食卓を囲んだ。

　あたりまえで、されど貴重な家族の団欒。

　それは祖母と母を失ってからの二年間、渚が求めて止まなかったものだ。

　できるなら、このままずっとこの場所にいたいようなそんな気持ちにすらなった。だがそれと同時に、とてつもない罪悪感に襲われた。

　自分が夢を叶えたあかつきには、この温かい人たちを少なからず傷つけてしまうことになる。

「小さい頃はよくここで釣りをしたんだ。釣り竿を持ってくればよかった」

　和臣の言葉に、少しぼんやりしていた渚はハッとして彼を見る。和臣が眩しそうに目を細めて渚を見つめていた。

　渚の頰が熱くなる。

　同時に、胸の奥がキリリと痛んだ。

　彼がソファで眠っているのを目撃したあの夜に、渚の中に芽生えた不安は日に日に大きくなる一方だった。

　もし次に恋をするならば彼のような人がいいと無邪気に思うだけにしなければならないという自分自身への戒めは、あまりその役割を果たせていない。

　渚の料理を美味しそうに食べる姿、課題に取り組む渚を励ましてくれる優しい笑顔、時折触れる温かい手。

　近頃では、彼がそばにいるだけで、渚の胸はどきどきと音を立て始めるようになってしまっている。

「さ、魚が釣れたら焼いて食べるんですか？　いいなぁ、やってみたい」

　言いながら渚は火照る頰をごまかすように首を振って、川の中へばちゃばちゃと入ってゆく。

　彼の笑顔に高鳴る鼓動を抑えることにはことごとく失敗しているけれど、せめてそれを悟られないようにしなくては。

　そうでなければ、いくらなんでも迷惑だと思われてしまうだろう。

　渚の話に同情して親切にしてあげたのに、本気で好きになられるなんて。

　やっぱりこんなことになるのならやめておけばよかったと、彼に思われるのは嫌だった。

「おい、あまり深いところへ行くな」

　そう言って和臣が立ち上がる。

　そして大股に近寄って、よく前も見ずに進む渚を後ろから抱えるように抱き止めた。

「っ……！」

「この先は深いんだ。……まったく渚は、危なっかしいな。少しも目が離せない」

　すぐそばで聞こえる低い声。

　普段のスーツ姿の彼とはまた違った野生的な香りに包まれて、渚の胸がどくんと跳ねた。

「ご、ごめんなさい」

　振り返るとすぐそこにある呆れたような和臣の視線。仕方がないなと言いたげなその優しい眼差しを吸い寄せられるように見つめながら、渚は途方に暮れてしまう。

　……この気持ちはいったいどうすればいいんだろう。

　でもその時、突然目の前の景色が一変して渚は思わず声をあげる。

「きゃっ!?　か、和臣さん!?」

　和臣が渚を抱き上げて、そのまま河岸へと戻り出したのだ。

「まったく……おちおち休んでもいられない。君はもう俺の目が届かないところへ行くんじゃない」

　ぶつぶつ言いながら進む和臣に、渚は目を白黒させる。

　自分の身体を軽々と持ち上げる逞しい腕、すぐ近くにある喉元を直視することができなくて渚はジタバタと暴れた。

「自分で戻れます。お、下ろしてください」

「こら、暴れるな！」

「きゃ～!!」

　バシャンと派手な水が響いて、ふたりはそのまま水の中に倒れ込んだ。

　それほど深くはない場所だとはいえ、尻もちをついてしまったのだから、あっというまにびしょ濡れだ。

　渚が啞然としていると、和臣がぷっと吹き出して、そのまま声をあげて笑い出した。

「ははは！　もうなんなんだよ！」

　申し訳ないとは思いつつ、その笑顔を見ていたらなんだか自分もおかしくなってしまって、つられたように笑い出してしまう。

「ふふふ、冷たい」

　だってこれじゃあまるで服のまま川で泳いだみたいじゃないか。

　くすくすと笑いが止まらない渚の顔にバシャンと水がかかる。

　和臣だった。

「渚は、反省しなさい」

　でもそう言われれば自分だけのせいでもないという気になって、渚はバシャンとやり返した。

「和臣さんが、無理やり連れていこうとするからです」

　バシャン。

「君が、危なっかしいからだ」

「なんですかそれ！」

　言い合いながら、バシャバシャとやっているうちにおかしくなってまたふたりして笑い出す。

「家に帰ってなんて言うんだよ！　これ」

　もうどうせ濡れてしまったんだからと、最後は頭からずぶ濡れになるまで水をかけ合った。

「ほら、帰るぞ」

　先に立ち上がった和臣が、渚に手を差し伸べる。

　ためらいながらもその手を取ると、もう片方の手が立ち上がろうとする渚の腰を優しく支えた。

　渚の胸が切なく揺れる。

　この気持ちが取り返しのつかないことになる前に早く父を説得して、彼との結婚を解消しなくては。

　そうでないとこの気持ちは……。

　キラキラと輝く水面を見つめながら、渚はキュッと唇を噛んだ。




　とっぷりと日が暮れた和臣の実家の屋敷。滞在中使わせてもらっている客間で、渚は途方に暮れていた。

　渚と和臣ふたりで使うには広すぎるようにも思える和室の真ん中には、ふた組の布団。電気のついていない薄暗い部屋に敷かれたその布団が、ぴたりと寄り添うようにくっついているからである。

　これは……。

　本当の夫婦で使うなら全然おかしくないそのふたつの布団。でも形だけの夫婦である渚と和臣が寝るのには、少々差し障りがあると言わざるを得ない。

　この帰省の日程は二泊三日、今夜は二日目の夜だった。

　だから昨夜も渚と和臣はこの部屋でふたりで眠ったのだ。

　でも昨晩和臣は夕食後、地元の友人と出かけてしまって渚が寝る時間には家にいなかったし、渚の方もみゆきと妙に気が合って、語り合いながら夜遅くまでたくさんお酒を飲んだから、部屋に来るなりあっというまに寝てしまった。

　朝目を覚ますと和臣は先に起きていて、すでに部屋にいなかったから、一緒に寝たという実感はなかった。

　でも今夜は、そういうわけにはいかない。

　先ほど夕食を済ませたふたりは、明日の出発に備えて、早めに休むことになった。

　そして促されるままに先に風呂に入り、部屋に戻ってきてみればこうなっていたのである。

　これはさすがに……と渚は思う。

　こんな距離で和臣と並んで横になっても、とてもじゃないが眠るどころの話ではない。現にもう今、この光景を見ただけで渚の胸は落ち着かなくなってしまっているのだから。

　渚はごくりと喉を鳴らして、入口の襖に視線を送る。

　そして渚と入れ替わりで風呂へ行った和臣が戻ってきていないことを確認してから、急いで布団のところへ行き、その片方に手をかけた。

　ずりずりずりと引っ張ると、ふたつの布団の間には五センチほどの隙間ができた。

　まだ足りない。

　ずりずりずり……十センチ。

　渚はうーむと首を傾げる。

　せっかく広い部屋なんだから、どうせなら思いっきり離して端と端にしたいくらいだった。

　でもそれはいくらなんでも不自然だし……。

　だとしてももう少しくらいはと思い、渚は布団を引っ張り続ける。

　そしてふたつの布団の間隔が、一メートルほどに達したその時。

「なにをしてる」

「きゃっ！」

　突然声をかけられて、渚はびくりと肩を揺らす。

　恐る恐る振り向くと和臣が腕を組んで立っていた。どうやらなにか忘れ物をして風呂から戻ってきたらしい。

「あ……、あのお布団を敷いていました」

　渚は咄嗟に嘘をついて、和臣から目を逸らす。

　ふたつの布団はもはや不自然なくらいに離れている。

　渚の言い訳も不自然だった。

「へぇ……電気もつけないで？」

　和臣が眉を上げる。

　苦しい渚の言い分に納得していないのは明らかだ。

　裁判ではどんな相手でも追及の手を緩めないであろう百戦錬磨の彼に、渚などは到底敵わない。観念して口を開いた。

「お布団が、あ、あまりにもぴったりくっついてて、ちょっとこれは、と思いまして……わ、私すごく寝相が悪いんです。和臣さんのこと蹴っちゃったりしたら申し訳ないし……。このくらい開いてたら、大丈夫かなと思います」

　和臣がじろりと渚を睨んだ。

「声をかけなかったら、そのまま部屋の隅にまで引っ張っていきそうだったけど」

　う、するどい……。

　渚は肩をぎくりとさせる。

「そ、そんなことは……」

　でも胡散くさそうに自分を睨む和臣を見るうちに、なんだかムカムカするような気持ちが心の底から湧いてきた。

　そりゃあ、女性との付き合いなんて飽きるほど経験のある和臣からしたら、べつになんてことはないのだろう。

　渚が隣で寝ていても、きっとぬいぐるみがいるくらいにしか思えないに違いない。

　たくさんの人と付き合ってきた彼なら……。

　そんなことまで考えると、なんだか悔しくなってしまい渚は口を尖らせた。

「でもこうするのが自然だと思います。むしろこうするべきです」

　なにも咎められるようなことはしていないと、渚は胸を張って主張する。

　和臣が眉を上げて問い返した。

「自然？」

「そうです。だって私たちは本当の夫婦ではないんですから！」

　そう、ふたりは形だけの夫婦なのだ。

　そんなふたりがそもそも同じ部屋で寝るだけでも不自然なのだ。

　ちょっと布団を離したくらい、なんだ。

　渚はもう一度布団に手をかける。そしてまたずるずると引っ張り始めた。

　どうせ布団を離していたことは彼にはもうバレてしまったんだ。この際、本当に安心な距離まで離してしまおう。

　でもすぐに、いつのまにか背後に移動していた和臣に、ドンとぶちあたりストップした。

「きゃっ！」

「なにもそんなに離さなくていいだろう。……失礼な奴だな」

　和臣が少し憮然として、両脇から腕を伸ばし、布団を掴む渚の手首を取った。

「……っ！」

　少し持ち上がっていた布団が足の上にばさんと落ちる。

　まるで後ろから抱きしめられているような体勢に、渚は息を呑んで薄暗い部屋の襖を見つめた。

「は、離してください」

　だが和臣はそれを拒否した。

「ダメだ。もうここまでにすると言うなら離してやる。これ以上布団を離して寝ていて、明日誰かが起こしにきたらどう言い訳するつもりだ？」

　すぐ耳元から聞こえる低い声、和臣の香りに包まれて、早くも渚の心臓は爆発寸前だった。

「は、は、早起きすればいいと思います！」

　誰かが起こしに来る前に、起きてもと通りにしておけばなんの問題もないだろう。

　けれど彼は、その渚の言い分を鼻で笑う。

「へぇ……渚が？　今朝はなにをしても起きなかったけど」

「え、今朝!?」

　不可解なその言葉に、渚はハッとして目を見張る。

　和臣がくっくと笑った。

　今朝彼は、渚が起きた時はすでに部屋にいなかった。だから渚はそのことについて、あまり深く考えていなかった。だがよくよく考えてみると、つまり彼からしてみれば起きた時は隣に寝ている渚がいたという状況なのだ。

　よからぬことが頭に浮かび固まってしまった渚に、和臣は笑いを嚙み殺しながら信じられない言葉を口にする。

「寝相が悪いのは本当みたいだな。でも夏だからって腹を出して寝ていたら、風邪ひくぞ」

「っ……！　し、信じられない！」

　渚は摑まれていた手を乱暴に振り解く。そしてくるりと振り返って、彼の胸をぽかぽか叩いた。

「みみみ見ないフリをするのがマナーですよ！」

　渚だって一応は女子なのに、まったく、信じられない弁護士だ。

「いて！　ははは！　こら、暴れるな」

　痛いなどと言いながら大して痛そうでもなく和臣は笑う。そして渚の背中に両手を回し、そのままギュッと力を込めた。

「っ……！」

　一瞬、なにが起きたのかわからなかった。でもすぐに、頬に感じるＴシャツ越しのぬくもりと濃くなった彼の香りに、抱きしめられているのだと気が付いた。

　心臓は一段と激しく打って、もはや息苦いくらいだった。

　和臣が、まだ少し湿ったままの渚の髪に頬を寄せて、低い甘い声を出した。

「渚……」

　ぴくりと身体を震わせて、渚はその声音を聞く。

　彼に名前を呼ばれるのは、はじめてのことではない。でも今は、なにか違った響きを帯びて渚の耳に届いた。

　顔を上げるとすぐそばにある複雑な色を浮かべた彼の視線。いつも真っ直ぐに相手を捉えるその瞳が、迷うように揺れている。

「和臣さん……？」

　少し乾いた大きな手が、渚の頬をふわりと包む。

　なにかをこらえるように寄った眉、わずかに歪んだ薄い唇、それをぼんやり見つめながら、渚は得体の知れない喉の渇きを覚えていた。

　……目の前にあるその唇で、この渇きを潤して欲しい。

　瞬きを繰り返しながら、渚はこくりと喉を鳴らす。

　唇が、その想いに応えるようにゆっくりと下りてくる。

　それを焦がれるように見つめながら、彼の背中に手を回す。そして催促するように、背中のＴシャツを握り締めた。

　でもあと少し、本当に少しのところまできて、その唇はぴたりと止まる。至近距離にある綺麗な目も、固く閉じてしまう。

　両手が解かれ、渚は彼から開放される。その長いまつ毛を見つめながら、渚はそれを心から寂しいと思った。

「髪が……」

　言いかけて、彼は小さく咳払いをする。

「え？」

「髪が、まだ濡れてる。ちゃんと乾かさないと、本当に風邪をひくぞ」

　もういつもの彼だった。

　まだ少しぼんやりしたままの渚の首のタオルを取って、和臣はやや乱暴にぐしゃぐしゃと髪を拭く。

「きゃっ！　も、もう！」

　声をあげる渚に、はははと笑って、彼は部屋を出て行った。

　パタンと閉まる襖の音。

　渚はその場に座り込むと、タオルを握りしめて、目を閉じた。

　安堵とも落胆ともつかない気持ちが胸の中に広がった。あのまま口づけてしまっていたら、もう後戻りはできなかった。

　和臣のほんのちょっとした気まぐれに、渚の気持ちは走り出して、止められなくなっていた。

　報われない無謀な恋に突き進んでいただろう。

　それでも……。

　その夜、和臣は随分と遅くなるまで部屋に戻ってこなかった。




　和臣は、新幹線の車窓から流れる景色を眺めている。昨晩はろくに寝ていないというのに、頭が冴えて少しも眠気は感じなかった。

　隣の席に視線を送ると、そこには普段どれほど難しい案件に遭遇しても冷静に対処できるはずの和臣を、悩ませ続けている原因、渚が、くうくうとかわいい寝息を立てて呑気に眠っている。

　冷房対策のために被っているカーディガンが少しずれて、ノースリーブの肩が見えていた。

　少し開いた唇に、和臣は笑みを浮かべてカーディガンを渚の肩に掛け直した。

　久しぶりの帰省が終わろうとしている。

　実家から東京へ向かう時は、いつもどんな時も、どこか後ろ髪を引かれるような思いがするものだが、今回はそれに輪をかけて東京へ戻るのが惜しい。

　その気持ちを、和臣はもてあましていた。

　この旅で、ふたりは本当の夫婦のように一緒に行動をして、語り合い、笑い合い、ふざけ合った。

　移動も食事も寝る時でさえ、同じ時間を共有したのだ。

　それはもしかしたら、和臣に対する彼女なりの気遣いだったのかもしれない。

　万が一にでも、ふたりが本当の夫婦ではないなどと家族に気付かれてしまわないないように、意識してそれらしく振る舞ってくれていたのだろう。

　だがそれでも、和臣の目に彼女は眩しく映った。

　東京育ちのお嬢様のくせに、日焼けや汗まみれになるのをものともせずに、父や兄のやることに果敢にチャレンジし、日が暮れるまでやめようとしなかった。

　そして和臣にも、弾けるような笑顔を見せた。

『和臣さん、どうしてお家を継がなかったんですか？』と少し不満そうに言われた時は、思わず言葉を失った。

　なんで弁護士なんかになったんだとでも言いたげな眼差しに、じゃあ弁護士を辞めて農家を継いだら君はこのまま結婚生活を続けるのかと問いかけてしまいそうになって、今度はそんな自分に愕然とした。

　だが考えてみればこんなことははじめてではない。

　とにかく彼女を前にすると、いつもは冷静で論理的な自分がまともではなくなってしまうのだ。

　そもそも始まりからして、やはりどこかおかしかった。

　職業柄、またテレビに出ている関係上、リスクとスキャンダルには人一倍敏感なはずの自分が、たった一度腰を落ち着けて話をしただけで、簡単に結婚を決めてしまった。しかも普通ではありえない無茶苦茶な結婚を。

　百歩譲ってこれが彼女の夢を叶えるためのボランティアなのだとしても、だったらなおさら、紳士的に粛々とその役割をまっとうしなければならないのだ。万が一にでもこの結婚の真相が龍太郎や世間にバレたりしたら、ふたりともただでは済まないのだから。

　それなのに、渚が見せる純粋な笑顔、一生懸命なその眼差しに、ついつい手が伸びて彼女に触れてしまうのを、自分でも止めることができないでいる。

　和臣は目を閉じて、ため息をつく。

　自分をそうさせるものの正体に、和臣はもう気が付いている。

　彼女に強く惹かれていることは、ごまかしようのない事実だった。そしてもしかしたらそれは、あの見合いの席で彼女の笑顔を見たその瞬間から、始まっていたのかもしれない。

　和臣は、結婚を考えていたあの恋人との別れ以来、女性とは常に一線を引いて付き合ってきた。大人同士の冷静な割り切った恋愛、それ以外は自分には必要ないと心に決めて。

　それなのに渚は、和臣が気が付かないうちに、その線をあっというまに飛び越えたのだ。

　危なっかしい子だなと、和臣が彼女から目が離せないでいるうちに。

　昨夜、衝動に任せて彼女を腕に閉じ込めて、そのままその柔らかい身体を抱きしめた。薄暗い中に浮かぶ桃色の頰、驚いたように少し開いた紅梅色の唇、和臣を誘う無垢な香り。

　思わず口づけてしまいそうになった和臣をどうにか踏み止まらせたのは、理性などという立派なものではなかったと思う。

　ただ、恐れたのだ。

『本当の夫婦ではない』と残酷な真実を告げる唇を塞ぎ、その中にある蜜を堪能してしまったら、確実に彼女との関係は終わってしまう。

　彼女の中にある自分に対する感謝の気持ちは一瞬にして消え失せて、失望し、家を出て行ってしまうだろう。

　和臣は、ただそれを恐れただけなのだ。

　……もうこの気持ちをごまかすことはできない。

　そう感じていた。

　女性との付き合いにおいて和臣が常に心掛けていたのは、お互いにいつでも関係を解消できる位置にいること。和臣にとってなによりも大切なのは、弁護士としての職務をまっとうすることなのだから。

　だがおそらく、もう手遅れだ。

　まだ恋愛関係にもなっていない、気持ちを伝えてすらいないというのに、自分はもはや渚を手放したくないと思っている。

　たとえ形だけだとしても、この結婚を解消したくない。

　和臣が尊敬してやまない佐々木龍太郎は、結婚自体する気はないと言い切った和臣に、それでも家庭を持つことを考えてみたらどうだと言った。

　いつもどんなときも龍太郎の見解には感服させられるのだが、あの時ばかりは、やはり少し古い考えだと感じた。

〝男は家庭を持って一人前〟などという錆びついた古い時代の基準。

　だが今から考えてみると、それだけではなかったのでは？という思いが和臣の中に芽生えていた。

　自らの時間のすべてを捧げて、弁護士活動に打ち込むうちに、ここ数年自分の身体のことは二の次になっていた。

　龍太郎から休みと食事はしっかり取れと、言われたことも何度かあった。若さだけで乗り切れる時期はそう長くはないのだからと。

　家庭を持つことで、その生活を省みることができるかもしれない、龍太郎はそう和臣に言いたかったのではないだろうか。

　実際、渚との結婚で和臣の生活は少し変わりつつあった。

　和臣の携帯に毎日届く【今夜の夕食は……】のメッセージが、少しだけ和臣の帰宅時間を早めてくれる。

　リビングで眠ってしまった日は、布団をかけてくれている。

　たまたま夜中に帰宅して、トイレに起きた渚と出くわしてしまった時は『こんなに夜遅くにハンバーグは無理でしょう』と少しぷりぷりして、お茶漬けを作ってくれたこともあった。

　自分のマンションのあの部屋に、彼女がいると思うそれだけで温かい気持ちになった。

　おそらくはこれが、『家庭を持て』と言った龍太郎の真意なのだろう。

　だからと言って、自分の娘を勧めるあたりは、少々親バカだなとは思うものの、兎にも角にも自分はまんまとその龍太郎の策略にハマってしまったというわけだ。

　和臣はふぅーとため息をついて、隣の渚をチラリと見る。

　ふっくらした頰が少し日に焼けて赤くなっている。手を伸ばしてそっとそこに触れてみると、まるで焼き立てのパンのように温かく、すべすべとしていた。

「うーん」

　渚がかわいく唸って、もぞもぞと身体を動かし始める。そしてそのまま隣の席の和臣の肩にもたれかかり、またすやすやと寝息を立て始めた。

　もうこうなったら、仕方がない。

　はじめからどこかおかしいと感じながらも、ずっと彼女から目を離せなかったのだ。

　今さらどうあがいても、この気持ちを消すことなどできるわけがないだろう。そして自分の気持ちを自覚した今は、和臣の取るべき道はひとつなのだ。

　ただ、問題は。

　やはりふたりが、普通ではない結婚をしてしまっていることだろう。

　和臣は肩に感じる温もりに、そっと頰を寄せて、渚の香りを感じながら小さくため息をついた。










止められない想い




　土曜日の夕方、渚はキッチンで味噌汁を作りながら、都心の街に沈む夕日を眺めている。もう随分日が短くなって、秋も深まりつつあるこの日、和臣の実家から荷物が届いた。

　今年の新米である。

　食の仕事を目指す渚にとっては、〝新米〟というだけでも心が躍るもので、ましてや夏の帰省で実際に作っている現場を見たのだからなおさらだった。

　おいしいお米はもうそれだけでご馳走だと渚は思う。だから今夜はご飯に合う梅干しや昆布などを添えてシンプルにおにぎりにしよう。ちょうど姉の家から、いただきものの高級のりをもらってきたところだ。これに豚汁でもあれば完璧だろう。

　和臣は、ニュース番組に出ているため家にはいないが、出がけに今夜は早めに帰宅すると言っていた。だから渚は、彼に炊き立ての新米を食べてもらおうと思っていたのだ。

　でもさっきいそいそと炊飯器をセットしたところで、無情にも携帯が鳴った。

【ごめん！　番組の後打ち合わせが入った。飲みながらだから、ご飯はいいよ。もし準備しかけてたら申し訳ない】

　そのメールに、【大丈夫です】と返信しながら、風船のようにふくらんでいた渚の心はあっというまにしぼんでしまった。

　彼にとってはテレビの方も大切な仕事なのだから、突然予定が入るのは仕方がない。

　仕方がないけれど、残念だと思ってしまうのはどうしようもなかった。

　渚は小さくため息をついて、リビングでつきっぱなしになっているテレビに視線を移す。

　画面の中では和臣が、キャスターの隣で政治家の汚職事件について、的確にコメントをしている。

　嫌味にならないくらいの高級なスーツを着こなして、難しい問題を視聴者にわかるように嚙み砕いて話す姿に、渚の胸は締め付けられた。

　夏の帰省から一カ月以上経って、渚の中の和臣に対する気持ちは、どんどん大きくなるばかりだった。

　相変わらず激務が続く和臣の身体が心配でたまらない。

　仕事中は、彼の休憩時間を埋めるように法律相談の予約を入れる先輩事務員を、恨めしく思うこともあるくらいだった。

　今だって。

　今夜は彼と一緒にご飯を食べられない、ただそれだけのことでこんなにも浮かない気分になってしまう。

　渚はぼんやりとリビングからの景色を眺めた。

　あの夜に渚の気持ちは、もう走り出してしまったのだ。

　おそらく彼にとってはちょっとしたじゃれ合いでしかなかった出来事が、一生懸命踏み止まろうとしていた渚の気持ちの背中を押した。そしてもう元には戻れないところまできてしまった。

　一方で、和臣の方はあんなことがあった後もいつも通りの彼だった。

　いつも通り、渚の料理を機嫌よく食べ、勉強の進み具合を尋ね、励ましてくれる。本当に、あの夜のことは夢だったのかもしれないと思うくらいいつも通り……。

　それが渚には寂しかった。

　やっぱり彼とは全然住む世界が違う。

　渚の方はあんな出来事があったのに、いつも通りでなんていられない。彼のことを想い浮かべるだけで、こんなにも切ない気持ちになるのだから……。

　と、その時、カウンターの上のスマートフォンが鳴る。画面に視線を移すと、和臣からの着信だった。

　テレビの方はいつのまにかニュースは終わり、アニメに切り替わっている。

　渚は味噌汁の火を止めて、電話に出た。

「はい」

《渚？　今日はごめん》

　開口一番、謝罪の言葉を口にする和臣に渚は首を横に振った。

「大丈夫です。和臣さんが忙しいのはわかっていますから」

　そもそも、夕食を作るのだって渚が勝手にしていることなのだ。マンションに置いてもらっていることへのささやかなお礼として。

　和臣は《本当にごめん》ともう一度詫びてから話題を変えた。

《それでちょっとお願いがあるんだけど。俺の書斎のパソコンに電話番号を書いた付箋が貼ってある。その番号をおしえてほしいんだ》

　渚は携帯を手にしたまま書斎へ行く。件の付箋はすぐにわかった。

　番号を読み上げると《ありがとう》という和臣の声。

　それに「いえ」と応えて、そのまま電話を切ろうとした渚を、和臣が止めた。

《渚、やっぱりなにか作りかけてたんじゃないか》

「……え？」

《夕食だよ。元気がないような気がする。違うか？》

　優秀な弁護士というのは声の調子だけでそんなことまでわかるのかと、渚は感心してしまう。

　本当ならごめんと謝っている相手に追い討ちをかけることなど言うべきではないだろう。でも優しい彼の声音に、残念だったこの気持ちを少しだけ聞いてほしいような気がして、ためらいがちに口を開いた。

「……お昼過ぎに」

《うん》

「お昼過ぎに、和臣さんの実家から、新米が届いたんです」

　その言葉だけで渚の気持ちは和臣に伝わったようだ。

《もうそんな時期か》と向こう側で微笑む気配がした。

　そして優しい言葉をかけてくれる。

《だから、わくわくしていろいろ作ろうとしてくれていたんだな。本当にごめん》

「そんな大したものじゃありません！」

　渚は慌てて否定した。わくわくしていたのは事実だけれど、作ろうとしていたのは簡単なものだった。

「せっかくだから、お米そのものを楽しみたいなぁと思いまして、シンプルにおにぎりにしようかと思っただけです。お味噌汁を添えて……」

《おにぎりかぁ》

　和臣が少し懐かしむような声を出した。

《そういえば実家でも、新米が取れた最初の日は必ずおにぎりだったな。塩でさ、確かにそれだけでうまいはずだ。……思い出したら食べたくなってきた。それ俺の分残しておいてくれる？》

「え？　でも、和臣さん飲みに行くんじゃ……」

　打ち合わせに使うとはいっても和臣が行く店ならば高級店には違いない。そんなところで食べて帰るのに、渚が作るおにぎりを残しておく必要があるのだろうか。

《どうせ酒ばっかりだ。それより渚のおにぎりと味噌汁の方がうまいに決まってる。遅くなるから、キッチンに置いておいてくれればいいよ。渚は先に寝てて》

　まるで本当の夫婦のようなことを言って、和臣は電話を切った。

　さっきまでシワシワにしぼんでいた渚の心が、あっというまに温かくて幸せななにかで満たされてゆく。

　彼が渚に愛情を持って言っているわけではないとわかっていても、嬉しかった。

　胸に携帯を抱きしめると、無機質なそれすら温かいような気がした。

　小さく息を吐いてキッチンへ戻ろうとした渚は、そういえば彼の書斎に入るのははじめてだなと思い、なにげなく部屋を見回す。そしてあるものに気がついた。

　本棚にたくさん並ぶ水色のファイルだった。

　本来なら重要な個人情報が満載のこの部屋に渚は入れない。今日はたまたまその必要があったから入っただけ。用事が終わったらすぐに出ていくべきだ。でもその水色のファイルが並ぶ本棚に、渚は吸い寄せられるように近づいた。

　事務所では、水色は刑事事件の裁判記録をファイリングしてあることを表す色だった。

　弁護士が扱う事件は大きく分けて二種類ある。民事事件と刑事事件だ。

　民事事件はある程度の報酬が見込めるが、刑事事件はそれに比べて報酬が低いのが一般的だ。

　刑事事件の被告人は、弁護士費用を払えるほどの資力がなく、国が弁護士を付ける国選弁護制度を使うことが多いからだ。国選弁護制度で定められた弁護士報酬は民事事件のそれに比べると低い。

　だから弁護士の中には刑事事件はやらないという人もいるくらいだった。

　それなのに……。

「こんなにたくさん？」

　その水色のファイルを指で辿り、渚は呟いた。

　渚が中学生の頃、父龍太郎に問いかけたことがある。

『お父さん、なぜ悪い人を助けるの？』

　まだ考えが未熟だった当時の渚には、罪を犯した人を弁護する仕事がいい仕事だとは思えなかった。

　厳格な父に、父の仕事を否定するようなことを尋ねるのは少し勇気が必要だったけれど、どうしても納得がいかなかったのだ。

　その疑問に龍太郎は、ゆっくりと渚にもわかる言葉で答えてくれた。

『警察に捕まったからといって本当にその人が悪いことをしたかどうかはまだわからないんだよ、渚。それは裁判官が判断するんだ。その判断材料として必ずその人にも本当にやったのかどうなのかを弁明する機会を与えられなければならない。でも皆が皆、ちゃんと弁解できる人とは限らないだろう？　だから弁護士が味方になって彼らを代弁するんだ。この仕組みは素晴らしい仕組みなんだよ。だからこの仕事は絶対に誰かがやらなくてはいけない仕事なんだ』

　誰かがやらなくてはいけない仕事。

　お金になるとか、ならないとかそんなことは関係なく、社会に必要とされている役割。

　それを自身が可能な限り引き受ける。

　それが、弁護士瀬名和臣なのだ。

　渚は、父が彼を渚の見合い相手に選んだ理由を、今本当の意味で理解した。

　父は、和臣のこのような本質を高く評価しているのだ。

　本当に、奇跡のような人だと渚は思う。

　いったい今までどれだけの人に生きる希望を与えてきたのだろう。

「お父さん、私にはもったいないよ……」

　水色のファイルを見つめながら渚はポツリと呟いた。

　結婚相手どころか、ただの見合い相手としてももったいないくらいの人だ。

　きっと和臣にとっては渚もこの水色のファイルのひとつに過ぎないのだと思う。彼は、困っている人、助けを求めている人が目の前にいれば、手を差し伸べずにはいられない人なのだから。

　きっと渚が夢を叶えたあかつきには、それを心から喜んで、あっさりと渚のもとを去るだろう。

　それでも……。

　それでも渚の中の彼を愛おしいと思う気持ちはもう止められなかった。

「和臣さん……」

　手にしていた携帯をギュッと握りしめると、一筋の光が渚の頬を伝った。




　夜の街を和臣が乗ったタクシーが滑るように走る。和臣は苛々と奥歯を嚙みしめながら、流れる景色を睨んでいた。

　毎週出ているニュース番組の後、急遽入った打ち合わせの帰りである。突然の予定変更で、休憩や休日が潰れるのはいつものことだった。それについてあれこれ思うことは普段の和臣ならありえない。

　だが今夜は、久しぶりに渚とゆっくり夕食を囲めると思っていたから、正直言って残念だった。

　特にテレビ関係の打ち合わせは、大抵仕事の話は始めだけで、後はただの飲みになるとわかっていたからなおさらだった。だからといって、必要な打ち合わせなのだから、断るわけにもいかなかった。

　帰ったらテーブルの上には、渚が握ってくれたおにぎりがある。それを思い浮かべて、どうにかこうにか気持ちを切り替え臨んだ打ち合わせで和臣を待っていたのは、男性ディレクターからの意外な言葉だった。

『瀬名先生、週刊誌に狙われていますよ』

『……週刊誌に？』

　和臣は日本酒のグラスを掴んだまま、眉を寄せた。

『はい。番組を取り仕切る責任上、私は出演者の方のいろいろな情報を耳に入れるようにしてるんです。それで、あくまでも噂ですが』

　和臣は、グラスを置いて目の前のディレクターと隣の女性プロデューサーを交互に見た。

　今彼が言ったように彼らは番組の責任者なのだから、そうするのは当然だ。また和臣自身もテレビに出ている以上、そのようなことがあるかもしれないと覚悟していた。

　でも心あたりはなかった。

　刑事事件、とりわけ凶悪事件を起こした被告人の弁護を担当していると、世間の風あたりはきつくなるものだが、今受けている案件の中にはマスコミのネタになりそうなものはない。

　考え込んだまま言葉を発しない和臣に、プロデューサーが声を落として口を開いた。

『先生の、ご結婚についてだという噂です』

『結婚の？』

　和臣は眉を寄せる。

　どきりと胸があやしく騒いだ。だがすぐに、渚との結婚の真相は誰にも知られていないはずだと思い直して気持ちを落ち着ける。そしてプロデューサーの話に耳を傾けた。

『私たちに他意はありませんから、誤解なきようにお願いしますが、その……奥さまは事務所の所長さんの娘さんだそうですね。所長さんは業界では有名なえらい先生だそうで。事務所も都内有数の事務所ですが、後継はいらっしゃらない。だから、その……先生と奥さまは、いわゆる政略結婚のようなものなのでは？という噂です。つまり瀬名先生が事務所を継がれるための布石のような……』

　ディレクターが補足する。

『もちろん普通だったら、これくらいのことで週刊誌が動くことなどありません。ですが、瀬名先生は今や全国的に知られていて女性ファンも多い。記事にすれば売れると判断されたようです。人気が出ればそれだけ敵もできますから、好意的な書かれ方ではないかもしれません』

　和臣は腕を組んで黙り込んだ。

　そのくらいのことで？というのが正直な感想だった。

　だが一方で、情報の出どころには心あたりがないわけでもなかった。

　法曹界は意外と狭い。古い硬い考えの者も多かった。

　テレビに出ることが多い和臣をタレント弁護士だ、どうせろくに弁護士活動などしてないんだろうと揶揄する声があるのも確かだった。

　その和臣をよく思わない者たちのうちの誰かが、業界でしか知られていない事情を週刊誌にリークしたのかもしれない。

『ス、スキャンダルでもなんでもないのですから、我々はなんの問題もないと思っております。ただ、狙われているということをお知らせしたかっただけで……』

　難しい顔で黙り込んだ和臣をどう思ったのか、ディレクターが少し慌てて言葉を付け足す。

　和臣は小さく息を吐いて微笑んだ。

『妻との結婚が、見合いだったことはまちがいありませんから、そのように思われてもおかしくありせん。おしえてくださってありがとうございます』

　そこで携帯が鳴り、和臣は一度席を外した。そして仕事の電話を一本済ませて戻ってきた廊下で、個室の中のふたりの会話が耳に入り足を止めた。

『瀬名先生なら、あそこまで伝えておけば大丈夫だろう』

『ですね』

　和臣は苦笑した。

　つまり彼らが本当に言いたかったのは、結婚についての記事が出るということではなく、〝週刊誌が張っているから、スキャンダルになるような行動は自重しろ〟ということなのだ。

　渚と結婚する前までの和臣は、それなりに女性との付き合いはあった。だからといってやましい、人に言えないようなものはひとつもなかったが、相手が世間で知られている人物だったりもしたから、周りから見れば派手に遊んでいるように見えたのかもしれない。

　政略結婚うんぬんはともかく、不貞行為を疑われるようなことはするなと言われているのだ。

　言われなくても、というのが正直な気持ちだった。

　そもそもそのあたりを考慮して、渚と結婚することを決めた瞬間から、女性とふたりで会うのはやめた。

　そして結婚してからは、危なっかしくて予想外の行動ばかりの渚から目が離せなくて、とてもじゃないがそれどころではない。

　と、そこまで考えて、渚のことが頭に浮かび、和臣は思わず笑みを浮かべた。とりあえず打ち合わせのうち重要な部分は終わった。後は適当に切り上げて帰ろう。

　今からなら、もしかしたら渚が起きている時間に帰ることができるかもしれない。

　だが、彼らが発した次の言葉に和臣は眉をひそめた。

『でも本当のところどうなんですかね、瀬名先生。やっぱり打算があっての結婚なんでしょうか』

『そりゃそうだろう。じゃなきゃおかしいよ。女子アナどころか女優だってよりどりみどりなのに、わざわざ普通の女を選ぶか？　しかも上司の娘だぜ。打算以外のなにものでもないよ』

　和臣は襖にかけた手に力を込めた。

『そうかー、だった羨ましいなぁ、奥さん』

『なんでだ？』

『だって、立派な親の娘ってだけであの瀬名先生と結婚できるんですよ？　どんな方かは知らないけど、女優や女子アナには負けるでしょ。それなのに、ずるいなぁ』

『まぁなぁ。案外あれかもしれないよ。奥さんの方が瀬名先生のファンだったりしてさ、パパに泣きついたのかも。瀬名先生とどうしても結婚したいのとか言ってさ』

　無責任なその言葉に、和臣の胸に青い炎が灯った。

　和臣は襖から手を離し、拳を作って目を閉じる。

　そして小さく息を吐いて、冷静になれと自分自身に言い聞かせた。

　でなければ、すぐにでも襖を開けて、彼女はそんな女性ではないと、声を荒げてしまっていただろう。

　お前たちになにがわかると、言い放っていただろう。

　――と、そこまで思い出して和臣が眉間にシワを寄せた時、信号待ちでタクシーが止まる。

　もう自宅からワンブロックのところまで来ていた。

　運転手が、バックミラー越しに和臣を見た。

「お客さん、もしかしてテレビに出てる弁護士さんじゃない？」

　打ち合わせの件を思い出して苛々していた和臣は、ハッとして彼に視線を移した。

「はい、そうです」

「やっぱりー。うちのカミさんがファンなんだ。今日帰ったら自慢してやろう」

　はははと笑う運転手に合わせて和臣は曖昧に微笑んだ。

　こうやって街で声をかけられるのにはもう慣れた。

　はじめに顧問先であるテレビ局から出演依頼を受けた時は、こんな風になるとは思っていなかったが、途中からは有名になることで敵を作る可能性もあることは十分にわかった上で、今の生活を続けてきたのだ。

　それを今さら後悔したりはしていないが、それでも自分のせいで渚が悪く言われるのは我慢がならなかった。

　いくら、飲みの席での戯言ざれごとだと自分自身に言い聞かせても苛々は収まらない。

　和臣はやや乱暴に頭をぐしゃぐしゃとかいた。

　彼らが〝女優や女子アナには負ける〟と言った渚は、和臣にとってはもはやなににも代えがたい大切な存在だ。

　まっすぐに、未来だけを見つめるキラキラした瞳。

　食材を前にした時の弾ける笑顔。

　和臣にからかわれると、膨らむ頰。

　家族を思う温かい心。

　それらすべてが、和臣にとっては奇跡にも等しいくらいに愛おしい。

　週刊誌にどのように書かれても、和臣自身は少しも傷つきはしない。テレビ画面に映る瀬名和臣など自分にとってそれほど価値はないからだ。今すぐにだって捨て去ることもできる。

　だがなんとしても、渚だけは守らなくては。

　タクシーが自宅マンション前に到着する。

　和臣はタクシーを降りてエントランスを足速に進むと、ちょうど来ていたエレベーターに乗り込み乱暴にボタンをバンと押す。

　そして深いため息をついた。

　打算まみれの政略結婚。

　なるほど、周囲からはそう見えるだろう。実際結婚を決めた時点で、ふたりの間に愛情はなかった。

　でも今は、少なくとも和臣の方は渚を深く愛している。

　和臣にとってこの結婚は大切な彼女とのたったひとつの繋がりだ。誰にもなにも言われなくないという思いで、頭の中がいっぱいになった。

　だが実際のところ、誰にでも胸を張って正真正銘の本当の結婚だと言えないのも事実で、それが和臣を苦しめていた。

　……だったらいっそのこと今すぐにでも、本当の結婚に変えてしまえばいいのでは？

　穏やかではない、どこか獣じみた考えが、心の奥底で目を覚ますのを和臣は感じていた。

　父親からの自由、それだけを望んで渚は和臣と結婚をした。それはおそらく今も変わらないだろう。

　厳格な父親に守られて、本当に身も心も無垢なまま咲き続ける美しい華。

　自分はその華を、直接父親から託されたのだ。

　……どうしようと、俺の自由だ。

　ほんの少し触れるだけで、真っ赤に染まる小さな耳。そこに溢れんばかりの愛を囁き、桜色の唇を塞いで、腕の中に閉じ込める。愛がなにかもわからない彼女にすべてをはじめからおしえ込む。

　そして彼女の頭の中から、形だけの結婚などという言葉は跡形もなく消し去ってやる。

　玄関のドアを開けると、リビングの明かりは消えていた。

　渚はもう寝たようだ。

　胸の中の獣を持て余したまま、和臣は廊下を進む。渚の部屋のドアが少し開いて光が漏れていた。

「渚？」

　呼びかけても返事はない。

　そっとドアを開けてみると、彼女はベッドの脇のデスクにいた。専門学校のテキストとノートを広げて、ペンを手にしたまま突っ伏してくうくう寝息を立てている。

　無機質な大都会の中に存在する、たったひとつの陽だまりのような彼女の部屋に、ゆっくりと足を踏み入れれば、途端に無垢な香りに包まれた。

　閉じた長い睫毛とうっすら笑みをたたえた唇、真っ白な頰に、和臣の心は洗われてゆく。

　胸の中の獣が、なりを潜めた。

　そうだ自分は彼女の夢を応援すると決めたのだ。

　夢に向かって一心不乱に進み続ける彼女を邪魔立てする者は誰であろうと許さない。

　たとえそれが自分自身だとしても。

「渚、風邪をひくぞ。ベッドへ行け」

　声をかけると、彼女はわずかに目を開いて「美味しいですね」と微笑んだ。そしてまた目を閉じる。

　寝ぼけているな。

　和臣は苦笑しながら、彼女を抱き上げる。柔らかいその感触に、またあの獣が目を覚ましそうになるけれど、目を閉じてなんとかそれをやりすごした。

　ベッドに寝かせて、髪を撫でてやると、安心したように微笑んで呑気に眠りこけている。

　その寝顔を見つめるうちに、和臣の心が決まった。

　渚が夢を叶えるまではなにがあっても彼女を守り続けよう。

　彼女が安心して前へ進めるように。いつも一番すぐそばで。

　そして無事に彼女が夢を叶えたあかつきには……。

　むにゃむにゃと言う渚に笑みを浮かべて、和臣は眠る渚の額にそっと口づけた。










発覚




《と、いう話なのよ。どう思う？　渚》

　ハンズフリーにした携帯から聞こえる姉の問いかけに、渚は手にしていた包丁を置いて、うーんと首を傾げた。

　日曜日の夕方、渚は家で夕食の準備をしている。和臣は例によって仕事があるようで午前中に事務所へ行くと言って出かけて行った。でも夕食は家で食べると言っていたから、こうして準備をしているというわけだ。

　もう随分寒くなってきたから、今夜は今年はじめてのお鍋にしよう、そんなことを思い、いそいそキッチンに立った渚にかかってきた姉からの電話の内容は、義兄祐介からの飲み会への誘いだった。

　なんでも弁護士仲間の間で、和臣と渚を囲んで結婚のお祝いの会をやろうという話が持ちあがっているそうで、それについて姉の方に祐介から話があったようだ。

　祐介と和臣は元は同じ事務所の先輩と後輩にあたるわけだから、もちろん祐介ははじめ、直接和臣に声をかけた。

　でもなぜか和臣の方はのらりくらりで、いまひとつ色よい返事をもらえない。それで姉から渚に言ってくれないかということになったようである。

　のらりくらりは仕方がないと渚は思う。だってふたりは本当の夫婦ではないのだ。

　別れることが決まっている妻を弁護士仲間に大々的に紹介するなど、後々のことを考えたら避けたいに違いない。

　ちなみに祐介は、渚と和臣の事情を知らない。

　千秋曰く、「口が軽いわけではないけれど、お父さんに嘘をつくなんて祐くんにはできないわ。三日で胃に穴が開いちゃう」だそうで、彼は渚と和臣が本当の夫婦だと思っている。

　だからこそ、悪気なくお祝いの会の話を持ってくるわけだが、どうしたものかと渚は頭を悩ませた。

　和臣がのらりくらりしているなら、おそらくはその会に行くつもりはないのだろう。渚を妻として弁護士仲間に紹介するなどありえないと考えて。

　それなら渚にできることはなにもないように思う。

　もう今この時点で、彼には返しきれないほどの恩を受けているのだ。これ以上迷惑はかけられない。

　渚は考えながらゆっくりと口を開いた。

「私から和臣さんに行きましょうとはやっぱり言えないわ。お義兄さんから誘われても和臣さんがうんと言わないなら……」

《そうよねぇ……》

「ごめんね、お姉ちゃん。お姉ちゃんまで、お義兄さんに隠し事をさせてしまうことになっちゃって」

　渚はしょんぼりと眉を下げる。父にバレずに専門学校へ通いたい、渚のその願いのために周りの人を随分振り回してしまっていることに今さらながら気が付いた。

《あら祐君に隠し事は構わないのよ。ふふふ、なにもべつにこれだけってわけじゃないんだし……》

　なにやら不穏な言葉を口にして、千秋は笑った。

《でも私も瀬名さんと一度ちゃんとお会いしたい気持ちもあったのよ。あなたたちの結婚は、渚が専門学校に通うための嘘の結婚なんだから、結婚式も親戚付き合いもないのは仕方がないけれど、まがりなりにも渚が一緒に住んでいる方なんだもの。どんな方か見ておきたいような気もして》

「お姉ちゃん……」

　姉の言葉に渚は呟く。

　でも次の瞬間、「なんの話をしているんだ」と後ろから声をかけられてハッとして振り向いた。

　父龍太郎がリビングの入口に、訝しげに眉を寄せて立っていた。

　後ろにはこれまた難しい表情の和臣。

　渚の血の気が引いていく。

　なぜ父が今ここにいるのか、まったく見当もつかないけれど、とにかくまずい状況であることには間違いない。

「渚？　今の話はなんだ？　相手は千秋か？」

　言い訳を考える余地は与えないとばかりに龍太郎はキッチンにいる渚に歩み寄り、畳みかけるように詰問する。

　当然ながら渚はなにも答えられなかった。

「千秋!!」

　父が携帯を怒鳴りつけると、携帯はすぐに切れた。

　龍太郎が再び渚を睨みつけた。

「専門学校とはいったいなんのことだ？　結婚が嘘だというのは？」

　もはや摑みかからんばかりの父に、渚は一歩後ずさる。そして掠れた声を漏らした。

「ご……ごめんなさい、お父さん」

　言い逃れはできない状況に、言えることはそれしかない。

　その渚に、龍太郎が激昂した。

「渚っ！　お前……！」

　ぶたれる！

　渚は反射的に目を閉じる。

　厳しい父親ではあったが、渚は今まで父に一度も手をあげられたことはない。けれどこの時ばかりはそれを覚悟した。

　でもその瞬間はいつまでたっても訪れない。恐る恐る目を開くと和臣の背中が渚を守るようにそこにあった。

「かず……」

「私が、渚さんに提案しました」

　和臣が、ゆっくりと低い声で父に告げる。

　龍太郎が信じられないというような声を出した。

「せ、瀬名くん、君はいったいなにを言ってるんだ！」

「私が、提案したんです」

　はっきりとした和臣の言葉に、龍太郎は目を見開いたまま、絶句している。

　渚は慌てて首を振った。

「ち、違っ……！」

　でもその時、和臣の手が冷たくなった渚の手を取る。そして背中の後ろでギュッと握りしめた。

　まるで〝任せていろ〟とでもいうようなその温もりに、渚は開きかけていた口を閉じた。

　和臣がよく通る声で、話し始めた。

「あの日、見合いの席で私は渚さんの将来の目標についての話を聞きました。渚さんは、先生の奥さまのご実家のカタヤマ弁当を再開したい、そのために調理師の専門学校へ行きたいとおっしゃった。だから、私はそれを応援することにしたんです」

「だ、だからって、こんな真似……！」

「もちろん、これが最善な策だとは思っておりません。ですから、いずれ時期をみて……ご説明に上がるつもりでおりました。このような形でお知らせすることになってしまい、大変申し訳ありません」

　そう言って和臣が頭を下げるのを、渚は信じられない思いで見つめた。

　だって、彼はなにも悪くないのに。

　なにもかも……本当になにもかも、渚が始めたことなのに！

　龍太郎が和臣越しの渚に向かって、声を荒げた。

「渚!!　お前は！　まだ弁当屋などという夢みたいなことを言っておるのか。あれはお前などにできるほど甘いものではない。お前みたいな世間知らずには無理だ。今すぐに家に戻りなさい！」

　そう言って龍太郎が一歩踏み出し、和臣から渚の腕を奪う。

「きゃっ！」

「来なさい！」

「乱暴はお止めください、先生」

　再び和臣が割って入った。そして厳しい表情で龍太郎と対峙した。

「どのような理由であっても、今は渚さんは私の妻です。……妻への乱暴な振る舞いは、たとえ先生であっても許しません」

　龍太郎が目を見開いて和臣を見る。

　渚の目から涙が溢れた。

　佐々木総合法律事務所では、龍太郎の存在は絶対だ。誰であっても、どんな理由であっても、彼に楯突くことなど許されない。

　下手をすれば、事務所内での立場を一瞬にして失うことにもなりかねない。それなのに、今和臣はそれをしている。

　あくまでも形だけの妻である、渚のために。

「瀬名君、君は……！」

　さすがの龍太郎も、それ自体にショックを受けているようだった。娘の結婚相手にと望むほど、実力と人柄を買っていた彼に、おそらくははじめて裏切られて。

「君は本当に渚の弁当屋などというバカげた話を、応援するつもりなのか？　失敗したらどうするんだ。無責任にもほどがあるだろう！」

「失敗しても、挫折しても何度でもやり直せる。私は先生にそれをおしえていただきました」

　和臣が静かに放った言葉に、龍太郎が少し口を開いたまま、固まった。

「かつて、法科大学院を辞めざるを得なくなった私に、先生は何年かかってもいいから夢を叶えろと言ってくださった。私はその言葉を胸に、ここまでやってきたのです。私だけじゃない、他にもたくさんの者たちが先生の言葉に希望をもらったはずです。失敗しても、何度でもやり直せると」

　龍太郎が唇をわずかに震わせた。

「渚さんの夢が成功するかどうかはわかりません。でも可能性は無限大に広がっているはずです。少なくとも彼女にはそれに見合うやる気と情熱がある。そのことには、先生もお気付きのはずです」

　龍太郎が掠れた声を出した。

「そ、そんなことは……。そんなことは、ない……」

　和臣が、相手を労るような優しい声音で問いかけた。

「ではなぜ、カタヤマ弁当の名義は奥さまのままになっているのですか？　二年前、奥さまが亡くなられた時に先生は事務所に指示を出して、すべての相続手続きを済まさられたはず。それなのに、カタヤマ弁当の土地建物だけは、そのままだ。……先生も、〝もしかしたら〟と思っておられたのではないですか？」

　和臣の言葉に、龍太郎は目を見開いたまま、しばらく動けないでいた。

　重い重い沈黙がしばらくの間、この場を支配する。

　それぞれが、それぞれの思いを抱いて立ち尽くした。

　再び口を開いたのは、龍太郎だった。

「私は、認めん」

　唸るようにそう言うと、踵を返して家を出てゆく。バタンと閉まる玄関の扉の音と同時に、渚はそのまま崩れ落ちるようにしゃがみ込んだ。

「渚、大丈夫か？」

「和臣さん……」

　渚の目から新たな涙が溢れだす。頭がぐちゃぐちゃに混乱して胸の鼓動は痛いくらいに鳴っている。

　自分が見たものがとても信じられなかった。

　今この瞬間に彼は今まで築き上げてきたすべてのキャリアをかけて、渚を守ってくれたのだ。もし彼になにかあったら、自分はどうすればいいんだろう。

　力が抜けてへたり込んだままの渚に、和臣がしゃがみ込み、視線を合わせる。そして大きな両手で渚の頰を包み込んだ。

「大丈夫、大丈夫だ」

　力強い言葉。

　どうして彼は自分にここまでしてくれるのだろう。こんな風にしてくれるのだろう。

「で、でも……！」

　頭が混乱して、うまく言葉を紡げない。なにを言えばいいのか、どうすればいいのか、さっぱりわからなかった。

　涙だけが後から後から流れ出た。

「びっくりしたな、でも大丈夫」

　優しい声でそう言って、和臣が渚を大きな腕で包み込む。そして少し申し訳なさそうにため息をついた。

「今日事務所で先生と一緒になってね。新居に行きたいと言われたんだ。それで……急遽。一応、渚にもメールはしたんだが、断りきれずこんなことになってしまって、申し訳ない」

　渚は彼の腕に抱かれたまま、ぶんぶんと首を振る。

「そんな……和臣さんのせいじゃありません！」

　渚はそのまま彼の腕にしがみついて泣き続ける。

　和臣が渚を包む腕にギュッと力を込めた。

「大丈夫、今は混乱していらっしゃるが、先生はけっして話のわからない方ではない。落ち着いてきちんと話をすれば、わかってくださる。後は俺に任せて。渚は安心して勉強を続けるんだ」

　渚は目を見開く。

　彼はまだ渚のために父への説得を続けるつもりなのだ。

　さっきの彼の真摯な言葉にも耳を貸さなかった父への説得を。

　渚は信じられない思いで彼を見上げた。

「そんな……！　もういいです、和臣さん。これ以上迷惑をかけられません！　父にはちゃんと私のせいだと話をして、この家を出ます」

　もはやふたりの結婚はなんの意味もなくなった。そして結婚が意義を失った以上、渚がこのマンションにいる理由もない。

　実家に帰って父との関係がどうなるかはまったくわからないが、でもそうするしかない。これ以上彼に迷惑をかけるわけにはいかないのだから。

　だが和臣がそれに異を唱えた。

「ダメだ」

　そして、渚の肩を両手で摑み、真っ直ぐな眼差しで渚を見つめた。

「渚はここにいるんだ。行くあてなんてないだろう？　先生は必ず俺が説得する。渚はなにも心配しなくていいから、今まで通りここから学校へ通うんだ」

「和臣さん……」

　呟きながら、渚は彼の書斎の水色のファイルを思い出していた。一度手を差し伸べると決めたなら、なにがあろうと彼はその手を離さない。どれだけの人がこの手に救われたのだろう。

　奇跡のような人。

「でも……、でもお父さんが、認めてくれるとは思えない……」

　説得を続けようとすれば、和臣の立場だって危うくなってしまう。

　和臣が、渚を安心させるように微笑んだ。

「俺は交渉のプロだ。相手が誰であれ、絶対に説得してみせる。必ず君を守り抜く」

　真っ直ぐな視線。

　その中にある力強い光に、渚は息を呑む。

　今この瞬間に、弁護士瀬名和臣の本当の姿を見た、そんな気がして。

　そして渚は、そこから目を逸らせないままに、ゆっくりと頷いた。










和解




「佐々木さん、ちょっといいかしら」

　佐々木総合法律事務所の事務室で声をかけられて、渚はパソコンから顔を上げた。

　先輩である川西愛美だった。

　時刻は午後六時半を過ぎた頃、常に多忙な弁護士陣は別として、事務職員は極力残業をしないように言われているから、事務室はもはや人もまばらだった。

　結婚のことが父にバレてから、一カ月が過ぎた。

　相変わらず渚は和臣のマンションから仕事へ行き、学校へ通っている。

　父とはあれから一度も話をしていなかった。もともと仕事場ではほとんど関わらない生活だったから、表面上は渚の生活になにも変わりはない。

　あの日、必ず父を説得すると言った和臣からは、その後どうなったかの話を聞くことはなかった。

　おそらくは難航しているのだろうと渚は思う。あの日の様子からそう簡単に父が納得するとは思えなかった。

　一方で、和臣の事務所での立場は以前となにも変わらないようだった。少なくとも渚から見る限り、渚とのことが影響して不利な扱いを受けているようには思えない。

　渚はとりあえずそのことに安堵していた。

「ちょっと話があるの。帰る前に」

　愛美の言葉に渚は頷いて立ち上がる。

　どこか穏やかじゃない彼女の誘いに、すんなり応じたのは今日が彼女の最後の出勤日だからだ。

　愛美は、和臣と渚の結婚が発表されてから、日に日に業務に対するやる気をなくしていた。いつもどこか投げやりで、ミスを繰り返しては、叱られていた。

　それでもどうにかこうにか勤務を続けていたが、なにがあったのかここ数日で急にバタバタと退職することが決まったのだ。

　ふたりは無言で資料室へ移動する。めったに使わないその部屋は、埃っぽくて、少し湿った匂いがした。

「今まで、お世話になりました」

　薄暗い中で、渚は彼女に向かってぺこりと頭を下げた。

　扱いがよかったとはいいがたいが、仕事をおしえてもらったことには違いない。彼女が辞めることについては、なにやら触れてはいけないような空気が事務所内にあったから、事務室では言えなかったが、挨拶だけはしておきたかった。

　だがそれを愛美が鼻で笑った。

「はっ！　最後まで気に食わないわね。あなた」

　今日が最後だからか、はたまたふたりきりだからか、いつもより辛辣な言葉を口にして、愛美は鞄からなにかを取り出す。そしてそれを渚に叩きつけた。

「きゃっ……！　い……たっ」

　週刊誌が渚の顔にまともにあたり、ぴりりと鋭い痛みが右の頰に走った。

　バサリと落ちたそれを渚は訝しみながら拾い上げる。

　今日発売の週刊誌だった。

　愛美に顎で促され、付箋が貼ってあるページを開いて、渚は目を見開いた。

【爽やかイケメン弁護士瀬名和臣の裏の顔～政略結婚でエリート街道間違いなし？～】

　不穏なタイトルに胸騒ぎを覚えながら、渚は記事に目を通す。

　その内容は到底受け入れられるものではなかった。

　和臣の結婚相手が、法曹界の実力者の娘であることを理由に、和臣が出世もしくは事務所での地位を目的として打算による政略結婚をしたという内容だ。

　テレビで見せる爽やかで正々堂々とした印象とはまったく違う彼の裏の顔だと揶や揄ゆしている。

　記事の中では〝関係者の話〟として、事務所内での渚と和臣の様子も詳細に書かれていた。

「これ……」

　渚は絶句して愛美を見る。

　彼女が急に退職することになった理由が、今ようやくわかった。

〝関係者の話〟は内部の人間にしか知り得ない内容だ。おそらくは彼女が漏らしたのだろう。

「これで、テレビで大人気の瀬名先生も終わりじゃない？」

　愛美が笑った。

　渚はかっとなって言い返した。

「どうしてこんなことをするんですか？　こんな……こんな根も葉もない記事のインタビューを受けるなんて……！」

「根も葉もない？」

　愛美が憎々しげに渚を睨んだ。

「本当にそう言いきれるの？　あんたなんて、父親が所長だったってだけじゃない！　そうじゃなければ、絶対に瀬名先生はあんたとなんて結婚しなかった。私……、私の方がずっと前から好きだったのに！」

　愛美が渚に一歩近付いた。

「あんたは所長の娘という立場を利用して先生に結婚を強要した。しかも今度はそのせいで先生はテレビでのイメージを失うかもしれないのよ。どれだけ迷惑をかけるつもりなのかしら」

　彼女が口にする真実の数々が、渚の胸をぐさぐさと刺した。

「せ、先生を好きなら、どうしてこんなことをしたんですか。こんな……」

　そう言うのが精一杯だ。

　愛美が投げやりに肩を竦めた。

「さあ？　自分のものにならないなら、もうどうでもいいのかも」

　そしてくるりと踵を返して、出口に向かってカツカツと歩いてゆく。

「先生の相手が女優や女子アナだったらこんな風には思わなかった。あんただったから許せなかったのよ」

　そう捨て台詞を吐いて、愛美は部屋を出ていった。

　資料室の古い扉がバタンと閉まる音を聞きながら、渚はその場に立ち尽くす。

　右手の拳を握りしめて、震える唇を嚙んだ。




　人通りの多い商店街を渚はとぼとぼと歩いている。

　頭の中を愛美の言葉がぐるぐると回っていた。

〝所長の娘でなかったら、瀬名先生は絶対にあんたとは結婚しなかった〟

〝今も迷惑をかけている〟

　突きつけられた真実たちがただ胸に痛かった。

　もう潮時だと渚は思う。

　彼の好意に甘えて、ここまでなんとかやってきたけれど、本当にもうこれ以上は迷惑をかけられない。

　たとえ行くあてがなくとも、家を出なくては。

　そんなことを思いながら、ただひたすら渚は歩き続ける。

　その時。

「あら、渚ちゃんじゃない」

　声をかけられて振り返ると、見知った顔のおばさんがニコニコしてそこにいた。

「あ、お久しぶりです」

　商店街にある花屋のおばさんだった。

　愛美とのやりとりですっかり動揺してしまい、鞄を手に無我夢中で事務所を飛び出したから、どこへ行くと決めていたわけではないけれど、いつのまにかカタヤマ弁当がある商店街に辿り着いていたのだ。

　花屋のおばさんは、「久しぶりねぇ」と微笑んで、少し意外なことを言った。

「今日はお父さんと来たの？」

「え？　……いいえ」

　なぜそんな風に言うのだろうと渚が訝しみながら答えると、おばさんはもっと意外なことを言う。

「あら、そうなのね。さっきカタヤマさんの前を通った時お父様にお会いしたから、てっきり……。そういえば、お父様が来られるのも久しぶりかしら、とは言っても二カ月に一度はおみえになるけれど」

「父が……？」

　渚は眉を寄せた。

　今父が来ているというだけでも十分意外なのに、二カ月に一度とは……？

「風を通さないと、建物が悪くなるものね。商店街としても荒れたお店があると困るからとてもありがたいわ」

　微笑むおばさんに頭を下げて、渚はカタヤマ弁当への道を急いだ。

　放っておいたら建物は傷む。カタヤマ弁当は住居一体型になっていて、かつて祖母はそこに住んでいた。

　でも今は誰も住んでいないのだからそのままでは荒れてしまう。

　父はそうならないようにたびたびここへ来ていたという。

　でも誰も再開する予定がないはずの弁当屋を……？

　足速に進む渚の視線の先に、ニコニコマークの黄色い看板が見えてくる。

　カタヤマ弁当は当時のままそこにあった。いつもはぴたりと閉じているシャッターが今日は少し開いている。

　渚は肩で息をしながらゆっくり近付いて、そのシャッターをくぐる。

　店の中に入るのは祖母が亡くなって以来だった。店を再開したいと言いながら渚はずっとこの場所へ来ることができないでいたのだ。いつも人でいっぱいだったこの場所に、いつも祖母が立っていたカウンターに、もう誰もいないのを目のあたりにするのが怖くて。

　店の中、少し薄暗い中に父はいた。

　もうだれも弁当を買いに来なくなったカウンターを丁寧に拭いている。

「お父さん……」

　渚が呼びかけると振り向いて、驚いたように動きを止める。

　龍太郎はスーツ姿のままで、脇には仕事鞄が置いてある。時々、仕事帰りにこうやってここへ来ていたのだろうか。

　店の中は、二年経っているとは思えないほど整然として、当時のままだった。

「お父さん」

　渚がもう一度呼びかけると龍太郎はため息をついて、近くにあるパイプ椅子に腰を下ろした。

「お父さん、なにしてるの？」

　龍太郎は問いかけには答えずにカウンターを見つめている。

　そして、少し懐かしむように目を細めて、ゆっくりと口を開いた。

「母さんはいつもあのカウンターにいたんだよ。いつも笑顔で、あのカウンターから父さんに呼びかけてくれた。今日はなんにする？ってな」

　渚は少し驚いて、カウンターに視線を移す。そして父の言葉に耳を傾けた。

「あの頃父さんはまだ法学部生で下宿が近かったら、しょっちゅうここに来ていたんだ。母さんはいつも唐揚げ弁当なら唐揚げを、コロッケ弁当ならコロッケをひとつ多くおまけしてくれた。ばあさんには内緒だと言っていたけど、あれは絶対にバレてたな」

　そう言って笑う父を渚は信じられない思いで見つめる。

　いつもの厳格な父から出たとは思えないくらいに柔らかな言葉で、温かい思い出だった。

　でもそういえば、夜中に渚の頭を撫でてくれる手はいつも温かかった。

　龍太郎が眉を下げた。

「亡くなる前、もし渚が弁当屋をやりたいと言ったら、そうさせてやってくれと母さんに言われたよ」

「お母さんが……？」

　渚は呟いた。

　はじめて聞かされる意外な事実。でもそういえば、和臣がカタヤマ弁当だけが母の名義のままだと言っていた。

　龍太郎が深い深いため息をついた。

「可能性は無限大……か。瀬名くんの言う通りだ。失敗しても挫折しても何度でもやり直せばいい、その分強くなれと、たくさんの若者に言ってきた。でも……」

　龍太郎はそこで言葉を切って、肩を落とす。そして小さく首を振った。

「でも……、でも、娘は、また別なのだよ……渚」

　その声はわずかに震えていた。

「お父さん……」

「お前も千秋も、父さんと母さんの大切な大切な宝物だ。少しも傷ついてほしくない。失敗も挫折も知らないで幸せな人生を歩んでもらいたい。……どうしてもそう思ってしまうんだよ……」

「お父さん……」

　いつも厳しかった父の本当の気持ちを目のあたりにして、渚の頰を熱い雫が伝う。

　少しだけかけちがっていた龍太郎の思いが、渚の胸に染み渡るように広がった。

　龍太郎が渚をジッと見つめた。

「瀬名くんから聞いたよ。この半年、お前はよく頑張っとると。夜間の専門学校に通っとるんだな」

　流れる涙をそのままに、渚はこくんと頷いた。

　それを確認してから龍太郎は立ち上がる、そして鞄から一枚の名刺を取り出した。

　渡されたそれを見て渚は驚いて目を見開いた。

「お父さん、これ……」

　事務所の近くにある評判のいい高級仕出し屋の料理長の名刺だった。

　父が懇意にしている仕出し屋で、なにかがあると父はここを使う。上品な味で渚もここの卵焼きが大好きだった。

「免許を取ってもそれだけじゃ店はできんだろう。渚に本当にその気があるなら、独立できるように面倒をみてくださるそうだ。専門学校へも通えるようにしてくださる」

「お父さん」

　渚の目からまた涙が溢れる。

　ぽたぽたと頰を伝う涙が名刺に落ちた。

「お父さん、ありがとう……」

　あのキッチンでの諍いさかいの後、渚は和臣から結婚を決めた時の話を聞いた。父は和臣に『渚をよろしく』と頭を下げたのだという。

　和臣の実家へも出向いてくれた。

　きっと今回も渚のために、頭を下げてくれたのだ。

　優しい母とは違い、厳しくて口うるさい父は渚と千秋にとっていつも距離のある存在だった。でも大切に大切に思ってくれていたことは、母となにも違いはなかった。

「まったく……お前には根負けだ」と龍太郎が笑った。

「すぐに言い返してくる千秋よりも、あまり言い返してこない渚の方が実は要注意だと母さんが言っていたが、その通りだったな」

　渚もつられてくすくす笑った。

「ふふふ、お母さんそんなこと言ったんだ」

「自分がいなくなった後の父さんとお前たちの関係を随分心配しとったな。まあ、その通りだったわけだが。それにしても……」

　龍太郎はそう言ってため息をついた。

「瀬名くんには、親子ふたりして迷惑をかけた。よく謝っておかなくては」

「あ、和臣さん！」

　渚は声をあげた。

「お父さん！　和臣さんは……」

「わかっておる！」

　龍太郎が渚をじろりと睨んだ。

「どうせ全部お前が言い出したことだろう。それを彼がかばって……いやでも、彼はそういう人物なのだ。目の前に困っている人がいたら手を差し伸べずにはいられんという……それがわかっていて、彼にお前を勧めたわけだが。……本当に迷惑をかけたな」

　最後の方は少し寂しそうに言って、龍太郎は肩を落とした。

　きっと父は、誰よりもその実力と人柄を認めた和臣が、義理の息子になってくれたことも嬉しかったのだと渚は思った。

「お父さん、私にはちょっともったいない人だったよ。いくらなんでも……」

　渚の目から残っていた涙がぽろりと落ちた。

　自分たちだけでは埋められなかった親子の溝、家族の問題を解決してくれた人。

　その人に、とうとう別れを告げる時が来た。

　本当に彼との結婚を終わらせる時が来たのだ。










和臣の告白




　クリスマスを迎える準備をすっかり整えた街、キラキラと輝く街路樹の下を、渚は息を切らして走っている。道ゆく人が何事かと振り返るのも構わなかった。

　どきどきと脈打つ胸は、和臣のことでいっぱいだった。

　和臣さん、和臣さん、和臣さん!!

　伝えたい思いと、知ってほしいこと、それからたくさんの彼との出来事が頭の中を駆け巡る。

　一歩一歩、足を踏み出すたびに彼との別れが近付いている。それはわかっているけれど、それでも今すぐに彼に会いたかった。

　はじめは、渚の夢を応援すると言ってくれた彼に、ただ無邪気に感謝した。こんなに親切にしてもらえるなんて、自分は幸運だと喜んで。

　でもすぐに素顔の彼に胸を高鳴らせるようになってしまって、それが不安でたまらなかった。

　絶対に報われないとわかっている恋心が、どんどん大きくなるのを止められなくて怖かった。

　それでも今は、この気持ちをただ誇らしいと思う。

　瀬名和臣。

　彼はたくさんの人の希望となるべき人。

　祖母と母を失って、止まっていた渚の時間を、家族の時間を、また動かしてくれた。

　きっと彼は気が付いていたんだ。

　渚と父の互いに対する思いが、少しだけかけ違っていることに。

　気が付いていたからこそ、それをもとに戻す手伝いをしてくれた。

　どこまでも優しい人。

　その人を愛するこの気持ちを今はただ誇らしいと思う。

　たとえそれが報われない想いでも、人を愛するということを渚におしえてくれた。それだけでもう十分すぎるほどありがたい。

「雪だ」

　誰かの声が耳に入り夜空を見上げると、都会の街に初雪がちらほらと舞い降りている。

　渚は白い息を吐いて走り続けた。

　この気持ちを伝えたら、彼はどう思うだろうか。

　あなたのことを、好きになってしまいましたと告げたなら、迷惑だと思われてしまうだろうか。

　ううん、きっと大丈夫。

　彼はきっとこの気持ちを受け止めてくれるはず。

　少しは困惑するかもしれない。

　もちろん受け入れることはできないだろう。でも渚がどれだけこの気持ちを誇らしく思っているのかをわかってもらうことができたなら、あの真っ直ぐな瞳で渚が次に進むための言葉をくれるはず。

　彼は、そういう人だから。

　佐々木総合法律事務所の前に辿り着いた渚は、肩で息をしながら眉を寄せてビルを見上げた。

　和臣の部屋の電気は消えている。

　もう帰ったのだろうか。

　渚が少し落胆した、その時。

「渚？」

　低いよく通る声で呼びかけられて振り返ると、渚が今一番会いたい人が、そこにいた。

「和臣さん……」

　会えた。

　もうそれだけで、渚は泣いてしまいそうになる。

　伝えたい言葉が頭の中を駆け巡る。

「和臣さん」

　渚は彼に駆け寄って、背の高い彼を見上げた。

「お、お父さんが……、お父さんが、み、認めてくれたの。仕出し屋さんに話をしてくれて、本気なら行っておいでって！」

　気が昂りすぎて、あまりうまく言葉にできない。

　それでも和臣には、十分伝わったようだ。

　一瞬、綺麗な瞳を瞬かせてから、次の瞬間白い息を吐いて破顔した。

「やったな！」

　その笑顔に渚の胸はギュッとなる。

　大好きな、大好きな、大好きな彼の笑顔。

　彼の愛には手が届かなくても、今この瞬間のこの彼の笑顔は間違いなく渚だけのものなのだ。

　もうそれだけで十分だった。

　和臣が、大きな腕を広げて、渚を抱きしめた。

「よく頑張った、渚」

　耳に囁かれる優しい言葉。

　途端に渚の目から熱い涙が溢れ出した。

「か、和臣さんのおか……おかげです」

　そう言うのが精一杯だ。

　広い背中に手を回し、しがみつくように彼のコートを握りしめて、渚は泣いた。

　大好きな人が、こんな風に自分のことを手放しで喜んでくれた、この瞬間をずっと覚えていようと渚は思う。そうすれば、この先どんなにつらいことがあってもきっと乗り越えてゆけるだろう。

　和臣がゆっくりと身を離し、渚の頰を大きな両手で包み込んだ。

「全部、渚の力だ。渚の熱意が先生の心に届いたんだ。よく頑張ったな」

　力強い言葉と、頰の温もりが、渚を強くする。

　大丈夫。

　愛されていなくても、もうこれだけで前へ進める。

　至近距離にある彼の瞳を見つめながらついに渚は覚悟を決めた。

　いよいよ、本当に別れる時がきた。

　でも渚がその言葉を口にしようとしたその時。

「失礼ですが、瀬名先生でいらっしゃいますか」

　突然声をかけられてふたりは振り返る。そこには見知らぬ男性が立っていた。

　一瞬渚は、道でも尋ねられるのだろうかと思う。知らない人に突然声をかけられる理由なんて、それしか思い浮かばない。でもすぐに、それにしては名前を確認されるのはおかしいなと思い直した。

　一方で和臣の方はすぐに状況を把握したようで、素早く男性と渚の間に立つ。

　そして男性から渚が見えないように背中でかばいながら、やや固い声で問いかけた。

「そうですが、どちら様でしょう」

「週刊文献です」と、男性が名乗るのを聞いて、渚はハッとして身体を強張らせる。

　愛美に叩きつけられた週刊誌のことが頭に浮かんだ。

「失礼ですが、こちらの方は奥さまですか」

　和臣は記者の質問には答えずに、差し出された名刺を受け取った。

　記者が畳みかけるように質問をする。

「先生のご結婚についてお話をお伺いしたいのですが」

　やはり、と渚は思う。

　あの記事は和臣の結婚についての嫌味な内容だった。

　いわゆる直撃取材というやつだろう。

　それにしてもタイミングが悪い。

　今まさに別れ話をしようとしているというのに。

　あんな記事が出た後すぐに、渚と和臣が離婚したことがバレたら今度はなにを書かれるかわからない。

　和臣はあくまでも固い表情のまま対応する。

「私からはなにもお話しするつもりはありません。お引き取りください」

　だが、記者は引き下がらない。

「一部からは事務所を継ぐための打算的な結婚では？と言われていますが、これについてはどうお考えですか。奥さまは所長の佐々木龍太郎弁護士の娘さんですね。関係者の方からの情報では、おふたりはもともとお付き合いされていたわけではないと……。仮面夫婦なんて話も出ましたが」

　まるで和臣を挑発するような言葉を記者はつらつらと並べてゆく。そういう作戦なのかもしれない。

　なんとかして、和臣から言葉を引き出そうという……。

　だが和臣はあくまでも冷静だった。

「お引き取りください。お答えはしません」

　このような場では迂う闊かつに話をするべきではないと経験上わかっているからだ。その時の感情でものを言っては、後々なにが不利に働くかわからない。

　週刊誌の直撃を受けることなど、さすがの和臣でもそうそうあることではないだろうが、弁護士として数々の修羅場をくぐり抜けてきた経験から、どうするのがベストなのか瞬時に判断して対処する術が身体に染み付いているのだろう。

「失礼させていただきます」とだけ言って渚の手を引き、この場を立ち去ろうとする。

　そこへ記者が言葉を浴びせた。

「一部からは奥さまが先生のファンだったのでは？という声もあがっておりますが！」

　その言葉に、和臣の足がぴたりと止まる。彼の後ろを歩いていた渚はつんのめり背中にぶつかりそうになってしまった。

　和臣がゆっくりと振り返り、訝しむように目を細めて記者を睨んだ。

「ファン？」

　記者が頷いた。

「そうです。それでお父様に瀬名先生と結婚できるように頼んだのではないか、と……」

　和臣が反応したことが嬉しかったのか、記者が嬉々として話し始めた。

「先生、先生は以前女子アナとお付き合いされていましたね。今年の始め頃は、さる女優さんと急接近されているという情報も本誌はキャッチしています。それなのに突然お付き合いもされていなかった奥さまとご結婚された。どう考えても不自然です。奥さまが、事務所の次期所長の座を餌に、先生に結婚を迫ったのでは？と、そう考える方もいらっしゃるようですよ」

　耳を塞ぎたくなるようなひどい言葉。

　渚の脳裏に愛美とのやり取りが浮かんだ。

　和臣と渚はもともとの恋人同士ではなかった、きっと事務所の所長の座を餌に……など内部の人間にしか知り得ない事情だ。

　渚は目が眩むような怒りを覚えた。

　和臣は次期所長の座につられて結婚を決めるような人ではない！

　彼も同じように感じたのだろうか。低い声で「不自然ね」と呟くと、記者の方へ向き直り、一歩、近付いた。

　初雪が落ちるアスファルトに和臣の靴音がコツリと鳴った。

　テレビで見せる爽やかで穏やかな表情とは真逆の、静かな怒りを帯びた厳しい表情に、その場の空気がぴりりと張り詰める。

　記者がごくりと喉を鳴らした。

　和臣がゆっくりと口を開いた。

「確かに私は、妻の父親の勧めで彼女と見合いをした。それで結婚に至ったわけですから、私に打算があったと思われてもおかしくはない。私のことはどのように書いてくださっても結構ですよ」

　低い声でそう言いなから、和臣はもう一歩記者に歩み寄る。鋭い視線で睨まれて、反対に記者の方は一歩後ずさった。

　そして少し怖気付きながら言葉を返す。

「で、では、やはり奥さまが……」

「ただし」

　和臣がビリッと空気を切り裂くような鋭い声で、記者の言葉を遮った。

　その姿はまるで法廷にいるようだと渚は思う。彼はきっと裁判ではこんな風に鋭い視線と声で相手を追及しているのだろう。

　戦闘モードの和臣に、記者がもう一歩後ずさった。

「ただし、妻を侮辱するような発言は許しません。もちろん、ただのくだらない憶測であっても。これだけは、絶対に」

　彼の言葉に、渚は啞然としてしまう。彼は、自己に対する憶測記事はよしとしても、渚のことは書くなと言っているのだ。

　でも渚が法曹界の実力者龍太郎の娘で、彼に結婚を迫ったという筋書きは、まったく見当違いというわけでもないというのに。

　和臣の気迫に記者は言葉を返せないようだった。

　瀬名和臣は、自己の出世のために打算的な結婚をした。

　爽やかで正々堂々としたイメージが売りの彼の裏の顔を暴いてやる、という筋書きから少しズレているような彼の言動に、どのように返せばいいか考えあぐねているようだ。

　それをジッと見つめながら、和臣が再び口を開いた。

「とは言っても、あなた方はおそらく、その関係者とやらの話を鵜呑みにして、あれこれとありもしないことを書くのでしょう。それを止めることは、私にはできない。表現の自由は守られなくてはなりませんからね」

　とうとうと話をする和臣を、記者も渚も微動だにせずに見つめている。

　すると突然和臣が、わずかに微笑んで、意外な言葉を口にした。

「なんならお手伝いしましょうか」

「え？　……は？」

　記者が間抜けな声を出す。

　和臣がふわりと微笑んだ。

「あなたが、憶測で記事を書かなくてもいいように、私がこれから事実のみをお話しましょう」

「か、和臣さん!?」

　渚は思わず声をあげてしまう。

　記者が、ごくりと喉を鳴らした。

　渚は慌てて和臣の袖を引く。

「和臣さん!!」

　でも彼を止めることはできなかった。

「あなたのおっしゃる通り、私は事務所の所長の勧めで、妻と見合いをした。そしてその見合いをするまでは、彼女とはろくに話をしたこともなかった。そこまでは〝関係者の方〟のお話が正しい。合っていますよ」

　記者が頷くのを確認してから、和臣が再び口を開く。

「ですが、見合いをするにあたって、所長から後継の話は一切ありませんでした。反対に私が見合いを断ったとしてもそれで私の扱いが不利になることは一切ないと念押しを受けて私は見合いに臨んだのです」

　渚は赤裸々に語る和臣の話を信じられない思いで聞いていた。

　いったい彼はなにを話すつもりなのだろう。事実のみと言っても、その事実は世間に知られてはならない内容だというのに。

　記者の方は、目を輝かせて彼に質問をする。

「ではなぜ先生は結婚をされたのですか。次期所長を約束されたわけでもなく、断っても構わないと言われた結婚を」

　渚の胸がどきんと鳴った。

　なんのメリットもない結婚を彼が受け入れたわけ、それを彼はどう説明するのだろう。

　和臣が小さく息を吐く。

　そして相手を見据えて、ゆっくりと口を開いた。

「妻に、恋をしてしまったからです。あの日、見合いの席で」

　はっきりとしたその言葉を、渚は一瞬理解できなかった。

　いったい彼はなにを言っているのだろう？

　それは記者も同じだったようだ。

「は？」と声を漏らしたまま固まってしまっている。

　和臣が、確認するようにもう一度同じ言葉を繰り返した。

「恋に落ちてしまったのです。今までほとんど話をしたこともなかった彼女の素顔を知って、誰にも渡したくないと思った。私が見合いを断れば、別の誰かがまた見合いをすることになるかもしれない、それはどうしても避けたかった。だから、私はあの場で彼女に結婚を申し込んだのです。これが、あなたの知りたい事実のすべてです」

　和臣が言うだけは言ったというように、ため息をつく。そして啞然としている記者の鞄に視線を移した。

「ちゃんと録音できていますか？」

　その言葉に、記者はハッとして頷いた。

「よろしい」

　和臣が満足そうに微笑んだ。

「ここまでお話しさせていただいたんだ。いい記事を期待していますよ。間違っても妻が私に結婚を迫ったなどというありもしないことは書かないように。もしそのようなことがあったらその時は……」

「その時は……？」

　記者が掠れた声で問いかける。

　和臣がニヤリと笑ってその疑問に対する答えを口にした。

「その時は私も容赦はしません。法廷でお会いすることになるでしょう」

　そして渚の手を取る。

「では、失礼。行こう、渚」

「え!?　きゃっ！」

　和臣はもう振り返らなかった。そのままふたりは雪が降る夜の街を足早に進む。

　手を引かれ、なんとか彼についてゆきながらも渚の頭の中は大混乱だった。

　今彼が話をした内容で満足したのか、記者はもう追いかけてこない。

　でも渚はそうはいかなかった。

「和臣さん、和臣さん！」

　雪の中をずんずん進む彼を呼ぶ。

　和臣は歩くスピードはそのままに「なんだ」と返事をした。

「あんなこと、あんなこと言っちゃダメですよ！」

　渚のことを書かれないようにするためとはいえ、嘘八百を並べるのはいくらなんでもやりすぎだ。

　それで一旦は名誉が守られたとしても、ふたりは別れることが決まっているのだ。

　そうなったら、今度はなにを書かれるか……。

　和臣は渚の言葉には答えずに、夜の街を歩き続ける。事務所からマンションまではほんのスリーブロック先だから、家に向かっているのだろう。

　詳しい話は家でということだ。

　それでも渚は我慢できずに口を開いた。

「いくらなんでもあんな嘘！　嘘をつくのはまずいですよ！　和臣さん」

　週刊誌の記事はあてにならないということを、渚は今回のことで知った。それならなおさら、さっきの和臣の言動がどのように書かれるか、わからなくて不安だった。

　渚の言葉に、和臣はチラリと渚を見て、ぽつりと言った。

「嘘じゃない」

「え？」

　渚は眉を寄せる。

　和臣が少しバツが悪そうに繰り返した。

「嘘じゃないんだ。今さっき俺が言ったことは全部、本当のことだ」

「……は？」

　渚は首を傾げる。

　まったく状況が読めなかった。

　嘘じゃない？

　和臣が前方に見えてきた自分のマンションを睨みつけて、心底悔しそうに舌打ちをした。

「くそっ！　まだ渚にも伝えられていなかったのに。あいつ、やっぱり法廷に引きずり出してやればよかった！」




　展望台から眺めるような煌びやかな夜景、その中に浮かぶ和臣の背中を渚は不思議な気持ちで見つめている。

　ふたりで暮らすマンションのリビングである。

　ようやくゆっくり話ができる状況になった。それなのに和臣は電気もつけずに渚に背を向けて、黙り込んだままである。

　一方で渚の方はというと、これまたどうすればいいかがまったくわからないでその場に立ちつくしていた。

　頭の中にあるのはさっきの和臣の言葉だった。

　週刊誌の取材に対して答えたことはすべて本当のことだと言った彼の……。

　到底信じられる話ではない。ありえないと思いながらも、渚の中の彼に対する恋心がどきどきと張り裂けんばかりに鳴って、彼の言葉を待っている。

　しばらくして、和臣がゆっくり振り返る。その彼が今まで見たどんな彼とも違っているような気がして、渚は小さく息を呑んだ。

　いつもの彼の綺麗な瞳、でもその中に、熱いなにかが浮かんでいる。まるで狩りをする前の肉食獣のようなその視線が絶対に逃がさないとでもいうかのように渚を捉えている。

「渚」

　和臣が、低い声で渚の名を呼ぶ。

　渚の胸が、痛いくらいに高鳴った。

「渚……」

　ゆっくりと歩み寄り、和臣は渚の頰に手をあてる。

　そして、その言葉を口にした。

「渚、愛してる」

　息が止まる心地がした。

　渚は目を見開いて、信じられない思いで彼を見つめた。

　たった今、絶対にありえない言葉を紡ぎ出した彼の唇を。

「愛してるんだ。君を手放したくない。ずっとここにいてほしい。……俺の本当の妻になってくれ」

　よく通る低い声、真実だけを映し出す真剣な眼差しが渚の胸を貫いた。

　頭の中はシンと冷えて、きっと夢を見ているのだと、もうひとりの自分が警告をする。けれど、心は燃え上がるように熱くなった。

「ほ、本当に……？」

　掠れた声で尋ねると、視線の先で彼が微笑む。

「あぁ、本当に。もう俺は君を手放すことができない」

　渚はその場にへたり込んでしまう。

　今の今まで別れを覚悟していた。踏ん張っていたその分、力が抜けたようになってしまって。

「渚？　大丈夫か？」

　和臣が渚を抱き抱えるように支えて、ゆっくりとソファに座らせる。そして自分はひざまずいて、また熱い眼差しで渚を見上げた。

「わ、別れなくていいの？」

　少し間の抜けた言葉が渚の口から出てしまう。

　和臣が力強く頷いた。

「あぁ。ずっとここにいてほしい」

　視界が滲んで、和臣の後ろの煌びやかなネオンが彼のシルエットと重なった。

　安堵とも歓喜ともつかない気持ちが、渚の胸いっぱいに広がってゆく。

　絶対にありえないと諦めながらも焦がれ続けた夢の世界に、突然放り込まれたような気分だった。

　嬉しいけれど、まだ信じられない。

「和臣さん、わ、私……」

　でも自分も伝えなくては。

　この気持ちを。

　この想いを。

　自分がどれだけ彼を愛しているのかを。

「わ、私も、私も……か、和臣さんを……」

　うまくは言えない。

　震える唇を上手に動かすことができないからだ。

　流れる涙で、ただ頰が熱かった。

「私……私も、か、和臣さんが好き。好きなの。好き、大好き……！」

　頭に浮かぶ唯一の言葉を、渚は一生懸命に繰り返す。生まれてはじめての告白は、お世辞にもうまいとはいえなかった。

　それでも和臣にはそれで十分だったようだ。

「渚……」

　綺麗な瞳が一瞬揺れる。そしてすぐに、温かい腕に包み込まれた。

「和臣さん、和臣さん!!」

　大好きな彼の香りを胸いっぱい吸い込んで、渚は繰り返し彼の名前を呼び続ける。

「和臣さん」

「渚、……よかった」

　安堵したような和臣の声。

　たくさんの恋をしてきたはずの彼が、このくらいで……。信じられないと渚は思う。

　でも今この時に、彼も渚と同じ胸の高鳴りを感じているとするならば、素直に嬉しかった。

　期限付きの結婚生活は輝きを放てば放つほど、寂しさをともなう儚い花火のようだった。

　それを本物にできた喜びをふたりは今、共有する。

　いつのまにか顎に添えられた手に、促されるままに見上げれば、燃えるような彼の視線がそこにあった。

　澄んだ瞳、長いまつ毛、男らしい眉。

　大好きな彼のすべてを見つめながら渚が瞬きを繰り返すうちに、和臣の唇がゆっくりと降りてくる。

「ん……」

　はじめての口づけは、少ししょっぱい涙の味。その感触に、渚の身体は甘く痺れた。

　想像していたよりも遥かに柔らかいそれは、でもすぐに離れてゆく。

　名残惜しさに目を開くと、そこへ、もう一度。

　またすぐに離れて、もう一度。

　なにもかもがはじめての渚を、導くように、慣らすように、和臣はゆっくりと短いキスを繰り返す。

「ん……」

　何度も何度も、優しく触れる彼の唇に、渚の脳がぴりりと痺れる。

「あ……」

　自然と漏れる渚の吐息に、和臣がわずかに微笑んだ。

「もっとほしい？」

　優しく尋ねられても、どうすればいいかわからない。

　この先は、いや今こうしていることさえも渚にとっては未知の世界なのだ。

「あ……わからない……」

　呟いて、少しぼんやりとしたまま彼の瞳を見つめ返せば、突如そこになにかが灯った。

　目の前の喉元がごくりと動き、親指がやや強引に唇を割る。

「あ」

　そしてそこは、熱いキスで塞がれた。

「んんっ……！」

　初雪で少し湿った彼のスーツを握りしめて、渚はその甘美な衝撃に耐える。未知の感覚に大きく身体を震わせて。

　唇から侵入する和臣の熱が、彼の香りが、渚の身体中を駆け巡り、渚の中の一番奥に火をつける。

「んんっ……！」

　燃え上がるように身体が熱い。渚は無我夢中で彼の腕にしがみついた。

　さっきまでの優しい彼はもうどこにもいなかった。

　熱い息が渚を欲しがり、柔らかい熱が、渚の中をかき回す。こらえきれずに漏れる声すら俺のものだと言わんばかりに暴れ回る。

「ん……！　あ」

　漏れる声が、信じられないくらいに艶めいて、渚の耳を真っ赤に染める。恥ずかしくてたまらないのに、どうしても止められない。巧みな彼の攻撃に、渚はただ翻弄され続けた。

「渚」

　荒い息が耳に囁く。

「今すぐに、俺のものになってくれ」

「あ、……んっ！」

　答える前に、また唇が塞がれる。

　イエスしか許さないとでもいうような、荒々しい口づけに、頭の中が和臣の色に塗りつぶされてゆく。

　渚だって、もう一秒も待てなかった。絡め合う熱が、漏れる吐息が、スーツを握る指先が、彼を欲しいと叫んでいる。

　今すぐに彼のものにしてほしい。

　目を閉じてただ彼にしがみつけば、それが合図になったようだ。

「寝室へ行こう」

　囁かれると同時に抱き上げられて、渚は彼の首にしがみつく。

　ガチャリと開いた未知の世界へと続く扉。

　その先は、和臣の寝室だった。

「あ……」

　薄暗い中に浮かぶ大きなベッドを渚は直視できなかった。彼だけのためにあるはずのこの部屋に、ふたりでいることがどうしても信じられない。

　ゆっくりと、ベッドの上に下される。シーツは冷たいはずなのに、身体は燃えるように熱かった。

　大都会の夜景を背にした和臣が、やや乱暴な仕草でネクタイを外した。

「……怖い？」

　尋ねられても、すぐには答えることができない。

　どこか獰猛な空気をまとう和臣を、渚はただ言葉もなく見上げた。

　どう言えばいいんだろう。

　怖いと言えば、その通りだった。

　でもそれだけじゃないなにかが渚の心を支配している。

　獲物に食らいつく直前の、肉食獣のような飢えた光を湛たたえる彼の瞳に、魅入られたように目を逸らせない。

　目の前の彼に食べられてしまったら自分はいったいどうなってしまうのか、わからなくて少し怖い。

　それでもそうなりたいと、渚の心の一番奥のなにかがそれを待ち望んでいる。

　こくりと喉を鳴らして、ゆっくりと首を振ると、和臣が満足そうに微笑んだ。

「優しくするよ」

　豹のような動きで和臣がベッドに乗り上げる。その大きな腕に囚われて、渚はゆっくりと目を閉じた。










幸せな朝




　温かい大きな手に頭を優しく撫でられているような気がして、渚の意識が浮上した。うっすらと目を開くと柔らかい朝の光。いつも目覚める時は自分ひとりのはずなのに、今日は誰かにすっぽりと包まれている。

　まだ夢の中なのかな。

　だったらもう少しだけ目を覚まさないでおこう。

　そんなことを考えながら渚はその誰かに頬ずりをする。いい匂いで、気持ちよかった。

　なにも心配事のない幸せな夢。もう少しだけ、このままで……。

　でもその時。

「おはよう、渚」

　優しく声をかけられて、渚は驚いて目を開く。

　そして自分を包み込んでいるその人を見つめた。

「よく眠れたか？」

　和臣が微笑んだ。

　渚は目をパチパチとさせて周りを見回す。

　そしてシックなカラーのファブリックでまとめられたその部屋が彼の寝室だということに気が付いて飛び起きた。

「私……！　ここで、寝ちゃったんですか!?　すみません」

　反射的に謝る渚に、和臣は枕に身体を預けたまま、一瞬驚いたように目を開く。そして、肩を揺らしてくっくと笑った。

「どうして謝るんだよ。今日からここが渚の寝室だ。もうあっちで寝るなんて許さないよ」

「え!?　あ……」

　その時になって渚はようやく状況を把握する。

　そうだそういえば、昨夜ふたりはここで……。

　でもそこまで思い出して、耳まで真っ赤になってしまった。

　一夜明けてもまだどこか現実のこととして受け止められていなかった。

　和臣が目を細めて、少し心配そうな声を出した。

「身体は、キツくないか」

「え……？」

　彼の言葉に一瞬渚は戸惑う。でもすぐにその意味に思いあたって、またもや真っ赤になってしまう。

「だ、大丈夫です……」

　やっぱり現実のこととは思えない。

　和臣が、少し申し訳なさそうに眉を寄せた。

「渚ははじめてだったのに、無理をさせたな、ごめん。渚がちょっと強がってるってことは、わかっていたんだ。だから、なるべく怖くないようにゆっくりするつもりだったんだけど、でも途中から……」

「だ、大丈夫！　大丈夫ですから！」

　渚はぶんぶんと首を振って、和臣の口にストップをかける。

　朝日が差し込むこんなに明るいこの部屋で、昨夜の出来事を口走られてはたまらない。

　和臣が「そう？」とやや安心したように言って、口を閉じる。

　渚はホッと息を吐いた。

　でも実際、昨夜の和臣はただひたすら優しかったと渚は思う。

　未知の出来事にいちいち戸惑い身体を強張らせる渚を、根気よく導き優しく励まして、その瞬間まで連れていってくれた。

　怖いことも、無理なことも、なにひとつ起こらない、幸せな幸せな体験だった。

　それを思い出して、渚の胸が温かいものでいっぱいになる。愛しい人の本当の妻になれた、ようやくそれを実感して。

　和臣が身体を起こしてベッドに座る渚を抱きしめる。そして窓の外の街並みを眺めながら、少し悔しそうな声を出した。

「本当は、もっとちゃんと伝えようと思っていたんだけど。……渚に」

「……和臣さん？」

「俺の気持ちだよ。渚の問題が落ち着いたら、期間限定の結婚なんてバカなことは終わらせて、本当の妻になってほしいってちゃんと言うつもりだったんだ。……それなのに、あの記者め」

　そう言って和臣は心底忌々しそうに、舌打ちをする。

　渚は「あ！」と声をあげた。

「週刊誌！　……いいんですか？　あんなこと言ったりして……」

　でもそこまで言いかけて、そういえばと思い口を閉じた。そういえば和臣は記者に対して言ったことは本当だとかなんとか言っていたんだった。

　あれはいったいどういうことだろう。

　昨夜、ここで気持ちを確かめ合った後、ふたりはそのままこの部屋で眠りについた。

　家に着くまではその言葉の意味を尋ねるつもりでいたけれど、最後は、記憶も曖昧なくらいくたくたで、あっというまに眠ってしまったから、そんな余裕はなくなってしまったのだ。

　渚は和臣に問いかけた。

「和臣さん、昨日記者の人に言ったことは……」

　和臣が眉を上げて答えた。

「本当のことだ」

「……？」

　和臣が窓の外へ視線を移し、少し感慨深げにふぅーと長いため息をついた。

「……自覚したのは夏の帰省の頃だったけど。でも思い返してみたら、やっぱりあの見合いの時から始まっていたんだと思う」

「始まって……？」

　渚は小さく首を傾げる。

　それをじろりと睨んで、突然和臣が渚の髪をぐしゃぐしゃとかいた。

「きゃっ!?　な、なに!?　か、和臣さん!?」

「だってどう考えてもおかしいだろう！　君の夢を叶えるために結婚までするなんて！」

　髪を整えながら見上げると、彼は少し困ったように微笑んでいる。

　そして目を細めて渚を見つめた。

「きっとあの時、あのラウンジで、事務所で見るのとはまったく違う渚の素顔を見た瞬間に、俺は恋に落ちたんだろう」

　渚の胸がきゅんと鳴る。

　そんなバカなと思うけれど、目の前の彼が嘘をついているようには思えない。

　嬉しくて幸せで胸がいっぱいだ。

　一方で、これ以上ないくらいロマンティックな言葉を口にしたはずの張本人は、またため息をついて、心底まいったといったような声を出した。

「まったく敵わないよ、渚には。危なっかしくて、目を離したらなにをするかわからない。放っておくわけにいかないじゃないか。そうやって目で追っているうちに、いつのまにかもう……」

　和臣は、苦笑しながら、〝困った、まいった、やられた〟と繰り返す。

　なんだか愛の告白とはかけ離れているような言葉の数々に、渚は頭から煙を出した。

「な、な、な、なんですか、それ！」

　まるではめられたとでもいうような和臣の言い分に渚は頰を膨らませる。

　でも和臣はやめなかった。

「渚がやけに信頼してる音川さんも、結婚はしないと宣言しているだけで、女性との付き合いはわりと頻繁にあるんだ。他の弁護士だって……本当に見合い相手が俺でよかったよ」

「そんなことは、わかっています！　でも私が相手だったら大丈夫でしょうっていう話で……」

「ほら」

　和臣の言葉とともに渚の景色が反転する。

　ベッドに優しく押し倒されて、渚は目をパチクリとさせた。

「渚がそんなんだから、俺は少しも君から目が離せない」

　見下ろして、和臣は渚にとってはどこか釈然としない言葉を口にする。

　その瞳にさっきまではなかった不穏なにかが浮かんでいる。

「そんな……んっ！」

　頭に浮かんだ渚の反論は、熱いキスに遮られた。そしてすぐに頭の中に溶けて跡形もなく消えてしまう。

　まだ少し慣れない触れ合いに、渚は身体をしならせた。

　昨日までは知らなかったこのとろけるような口づけに、渚の脳はいとも簡単に溶かされて、なにもわからなくなってゆく。

　和臣の大きな手がパジャマの上を這い回り、渚に甘い刺激を送り始めた。

「和臣さん、あ、ダ、ダメ……」

　渚は漏れそうになる吐息を嚙み殺しながら身をよじり、精一杯の言葉を口にする。

　だが和臣は、明るい朝にまったく似つかわしくないこの触れ合いを止めるつもりはないようだ。

　くっくっと笑って渚の耳に囁いた。

「まぁいいよ、渚はそのままで。どうせ俺はもう一生君から目を離せそうにない。ずっと見ててやるからな」

「和臣さん……なに言って、あ……ダ、ダメ……」

　渚はもはやそれ以上、なにも口にすることができなくなってゆく。

　和臣が真っ赤になった渚の耳に、甘く身勝手な言葉を囁いた。

「ほらもう諦めて。渚にそんなつもりはなかったとしても、俺を夢中にさせた責任は取らないと。君はもう一生、俺の腕の中だ」

　知らなかった。

　愛する人に愛される、そんな単純なことがこんなにも幸せだなんて。

　夢と目標さえあればそれでいいなんて思ってた頃が嘘のようだ。

　これからは、彼の愛に彩られたこの世界で生きていけるのだと思うと、どこまでも強くなれる気がした。

「愛してるよ、渚」

　大好きな人の愛おしい言葉を胸に、渚はゆっくりと目を閉じて、その腕に身を委ねた。










動き出した時間




「【実力派弁護士瀬名先生の裏の顔!?　政略結婚などではない、ただ恋に落ちただけ!!】〝テレビで大人気のあの瀬名和臣弁護士が、本誌の取材に対して、自身の結婚についてはじめて口を開いた。そこで語られたのは新妻に対する熱い想いだった！　瀬名弁護士は……〟」

「お姉ちゃん！」

　週刊誌を手に嬉々として朗読をする姉を、渚は声をあげて止める。

　でも千秋はどこ吹く風だった。

「あら、いいじゃない。この記事なにも悪いことは書いていないわよ。見てここ、〝妻を誰にも渡したくないと思いその場でプロポーズしました！〟だって、素敵～！」

「お姉ちゃんってば！」

　口が止まらない千秋をじろりと睨み、渚は鍋に白菜をドバッと放り込む。そしてなんとか週刊誌を取り上げようと姉に向かって手を伸ばした。

「もう、やめてよ、和臣さんだっているのに、恥ずかしいじゃない。お義兄さんなんとかして～」

　渚は千秋の隣の席の義兄に助けを求めるが、彼は苦笑するだけだった。

「この記者さんいい人よ。〝瀬名和臣弁護士を一瞬にして陥落した新妻はモデルといっても通用する美女だった〟って書いてくれているわ。なにかお礼をしなくちゃ」

「もー、お姉ちゃんったら……」

　あくまでもマイペースな千秋に渚は呆れ果てて席に座る。

　祐介が向かいの席の和臣をからかった。

「週刊誌なんかの挑発に乗っちゃったんだ」

　テーブルの真ん中の席で、龍太郎が日本酒を手に眉を寄せる。

「まだまだ修行が足らんな」

　和臣が、微妙な表情で咳払いをした。

「……すみません」

　年の瀬、大晦日の夜である。

　この日、父が住む渚の実家に、姉夫婦と渚、和臣が集まった。そして本当の家族として、皆で鍋を囲んでいる。

　渚と和臣が夫婦になった次の日に、ふたりは龍太郎へその旨を報告した。

　思いがけない展開に、龍太郎はまたもや驚いて、『瀬名君、君はいったいなにを言っとるんだ』と例の言葉を繰り返した。

　でも和臣の真摯な説明に、今度はその場で納得した。

　そしてそれから晴れてふたりは、正真正銘の新婚生活をあのマンションで送っている。

　今年いっぱいで事務所を退職した渚は、年が明けたら龍太郎が紹介してくれた仕出し屋にいくことが決まっている。

　千秋がはぁーとため息をついた。

「それにしても安心したわ。渚をいい方にお任せすることができて。瀬名さん、渚をお願いします」

　母親のようなことを言って千秋はにっこりとする。

「お姉ちゃん……」

　渚は呟いた。

　千秋には随分迷惑をかけてしまった。結婚のことがバレた後、彼女は父にこってり搾られたのだ。

『私はお父さんの雷には慣れているもの』と彼女自身はそれほど気にしていないとはいえ、申し訳ない気持ちは拭えない。

　それなのに、それでも渚のことを心配してくれている。

「もちろんです。大切にします」

　誠実に答える和臣に満足そうに微笑んで、千秋がまたため息をついた。

「渚は可愛いしいい子なんだけど、ちょっとアッチ方面がダメだったのよ。だからどうしようかなと私も悩んでいたんだけど、瀬名さんみたいな大人な方なら安心だわ。よく導いてやってくださいな」

「ちょっ!?　お姉ちゃん、なに言ってるの!?」

　またもや声をあげる渚をよそに、龍太郎と祐介は平然として鍋をつついている。これが千秋の通常運転なのだ。

　和臣が「わかりました」と苦笑した。

「もうお姉ちゃんったら、変なこと言わないでよ」

　渚がじろりと睨んでも、ちっとも千秋はこたえない。

「変なことじゃないわよ」と、口を尖らせた。

「渚。今どき、ファーストキスの相手と結婚だなんて、普通じゃないわ。異常事態なのよ、ある意味ファンタジー。受け入れてくださった瀬名さんに感謝しなきゃ」

「ファッ……！」

　渚は真っ赤になって、お箸を取り落としてしまう。

　家族団欒の場でいったいなにを言い出すのか、この姉は！

　どうにかして黙らせなくてはと渚は思う。

　でもそれより先に、龍太郎が呟いた。

「…………だ」

「え？」

　聞き取れなくて、千秋が即座に聞き返す。

「なに？　お父さん」

　すると龍太郎は、ぶすっとしてとんでもない言葉を口にした。

「渚のファーストキスは私だ」

「…………はぁ!?」

　渚と千秋は同時に声をあげてしまう。

　和臣と祐介がぐふっと咳き込んで、龍太郎とは反対側を向いたまま、なにかをこらえるように肩を揺らしている。

　千秋が立ち上がった。

「なに言ってるのよ、お父さん！」

　龍太郎がそれに答えた。

「ファーストキスとははじめてのキスのことだろう。それなら渚がまだ一才の頃に……」

「そんなのノーカウントに決まってるじゃない！　やめてよ、渚がかわいそうだわ！」

　容赦のない千秋の言葉に、龍太郎は「かわいそう……」と呟いて固まった。

　和臣と祐介が、ついにぶはっと吹き出して、テーブルに突っ伏して笑い出した。

「お姉ちゃん、もういいよ。そのくらいで……」

　渚はくすくす笑って千秋の口にストップをかけた。

　少し前までは、とても考えられなかった。

　こんな風にまた、父を囲んでくだらないことを言い合える日が来るなんて。

　温かくてかけがえのない家族の時間。

　祖母と母を失って凍りついていたその時間が、溶けてまた動き出した。

「でもべつに渚だけじゃいないぞ、千秋だって二歳の時に……」

「や、やめてお父さん、それ以上言わないで！　う、訴えるわよ！」

「このくらいじゃ、訴えてもなんにも認められんよ」

　相変わらず父と姉は、ぎゃあぎゃあとやり合っている。

「祐君ー！　なんとかしてよ。私の顧問弁護士でしょー」

　千秋に揺さぶられて、ゆらゆらしながら、祐介が情けないことを言う。

「千秋、お義父さんのいうことに間違いはないんだよ」

「いくじなし！」

　今度は祐介も巻き込んで、ぎゃあぎゃあとやる三人に、渚と和臣は、お腹を抱えて笑った。

　目尻の涙を拭く渚に、和臣がこっそり囁いた。

「本当に、君たちといると飽きないよ」




　真っ白な雪の平原が太陽の光に反射してキラキラと輝いている。澄み渡るような空気に白い息を吐いて、渚はその光景に心躍らせた。

「雲の上みたいですね！　和臣さん」

　隣の和臣を見上げると、彼は優しく微笑んで頷いた。

「見渡す限り新雪だな」

　大晦日を渚の実家で過ごし、父にお手製のおせち料理を用意した後、年が明けてからふたりは和臣の実家へやってきた。

　もう二度と来ることはないと諦めていた雪化粧の屋敷で、温かい家族はふたりを両手を広げて歓迎してくれた。

　夏に来た時は、仮の居場所だと自分に言い聞かせながら、それでも憧れずにはいられなかったこの場所に本当の家族として戻って来られた。少し土の香りがする玄関をくぐった瞬間、胸に熱いものが込み上げて、渚は思わず涙ぐんでしまった。

　そしてそのままその夜は、和臣の母お手製のおせち料理を食べながら皆で再会を喜んだ。

　一夜明けて、少し早起きをしたふたりは、誰にも踏み荒らされていない新雪の中を、散策している。

「和臣さん！　あっち行ってみましょう！　私、一度でいいから雪にダイブして自分の人型を作ってみたかったんです！　ほら早く！」

　渚は彼の手を離して、雪の中へ飛び込もうとする。

　だが和臣はその手を離さなかった。

「ダメだ。雪の下はなにがあるかわからないんだぞ。よく確認してからでないと。……まったく、相変わらずだな、渚は」

　そう言って呆れたように見下ろす和臣に、渚は口を尖らせた。

「相変わらずってなんですか」

「相変わらずは相変わらずだ。危なっかしくて、目が離せない」

「目が……！　……そんな子供扱いしないでください。私はちゃんとした大人です」

　寒さで赤くなった頰を膨らませて渚は和臣を睨む。でもすぐにぷっと吹き出してふふふと笑った。

　心が通じ合ってからの彼は、大抵こんな風だった。

　少し心配症で過保護で。

　渚の方は、そんなに心配されるほど、危ないことはしていないと思うのだが、彼からしてみればどうやらそうではないらしい。

　まるでお父さんみたいなんて思う時もあるくらいだ。でもそれがなんだか心地いいのだから不思議だった。

「あー、気持ちいい！」

　渚は深呼吸をして新鮮な空気を胸いっぱいに吸い込んだ。そしてあることに思いあたり、首を傾げた。

「……だけど、こんなに積もっているのに、誰も雪合戦しないんですね」

　真っ白な景色の中は見渡す限り人はいない。だから昨日降った雪を誰にも踏み荒らされることなく、渚と和臣が独り占めできているというわけだ。

　でもこんなにたくさん雪が降ったのだからみんな家から出てきて、雪だるまくらい作ったらいいのに……。

　和臣が吹き出した。

「しないよ！　雪合戦なんて！」

　そして、はははと声をあげて笑っている。

「この辺の人間は雪にはうんざりしてるんだ。はしゃいで人型を作ろうなんて言う人間は……、まぁ子供くらいだな」

　また渚を子供扱いするようなことを言って和臣は笑い続ける。

　そんな彼を渚はじろりとにらんだ。

「私だって、東京だったら、べつにそんなこと……」

　でもそこまで言いかけて、そういえばと思い口を閉じた。東京でもこの実家でも最近の渚はこんな風にちょっとした景色を美しいと感じることが増えたような気がする。

　和臣と一緒にキッチンに立ったあの日に見た、オレンジ色の夕日。

　夢中で水をかけ合った川辺の緑。

　彼に想いを伝えたくて走り続けた夜の初雪。

　はじめて和臣と結ばれた日にマンションから見た朝日は、今まで見たどんな景色よりも美しいと思った。

　こんなふうに綺麗なものをあたりまえに綺麗だと感じるようになったのは、彼と過ごすようになってからかもしれない。

　渚は母が亡くなった日の朝のことを思い出していた。

　あの日は、いつものように昇る朝日を渚は心底恨めしいと思った。

　もう母は死んだのに、この世界のどこにもいないのに、そんなの関係ないよとでもいうかのように一日を始めようとする太陽が、恨めしかった。

　それから渚はずっとモノクロの世界で生きてきたのだ。

　凍りついて止まっていたのは家族の時間だけでなく、渚の心だったのかもしれない。

「渚？」

　突然黙り込んだ渚に和臣が不思議そうに首を傾げて覗き込む。

　渚は目をパチパチさせて彼を見つめた。

「和臣さん」

「ん？」

「私、和臣さんを好きになれてよかった」

　渚は繋いだ手にギュッと力を込めた。

「私……、おばあちゃんとお母さんが亡くなってからは、今みたいに、大きな声で笑ったり、はしゃいだりしていなかったような気がするの。こんな風に目の前のものを綺麗だと思うことも……」

　和臣が瞬きをして、白い息を吐く。そして繋いだ手を握り返した。

「当然だろう。とても大切な人を失ったんだから。もとの自分に戻るのには相当な時間が必要だ」

「和臣さんが、また私の時間を動かしてくれたの」

　渚の頰を一筋の光が伝う。

「どうしたらいいか、わからなかったの。私も、お父さんも、お姉ちゃんも。……和臣さんが、いてくれなかったらきっとまだ皆止まったままだった」

「どうかな」

　和臣が呟いた。

　そして眩しそうに目を細めて、どこまでも続く雪景色を眺めた。

「確かになにかきっかけが必要だったようには思えるけど。でもそのきっかけは、渚だったんじゃないか」

「……え？」

　渚は小さく首を傾げる。

　和臣が視線を戻して、渚を見つめた。

「どうすればいいかわからなくても渚は自分で動こうとしていたじゃないか。無茶苦茶でもなんでも……。きっかけは渚だよ。俺はただ、そんな君に惹かれて目が離せなくなっただけだ」

　無茶でもなんでもいいから、動いてみようと、もがいていた自分。

　その自分が和臣と関わったことで、いい結果が生まれた。

　でもその和臣との見合いは父がセッティングしたものなのだ。

　それを考えると、悩んだことも、泣いたことも、すべての出来事が愛おしく思える。

　たまらなくなって、渚は和臣に抱きついた。

「和臣さん！」

「おっと。どうした？」

「ふふふ」

　渚は彼の胸に頰ずりをする。

「奇跡みたいですね。今こうしていられるのも、全部、ぜーんぶ！」

　和臣がギュッと渚を抱きしめた。

「ああ、渚、愛してるよ。君は俺の世界にひとつだけの大切な大切な宝物だ」

　耳に囁かれる愛の言葉が渚の胸に染み込んでゆく。この愛を、この奇跡をずっとずっと大切にしてゆこうと渚は思う。

　見上げれば、視線の先には渚が大好きな和臣の笑顔。

　彼の襟をぐいっと引いて渚はそこに口づけた。

「和臣さん、大好き!!」

　新年を迎えたばかりの太陽の光が、ふたりの未来を祝福するように暖かく照らしていた。
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夫婦の夜




　玄関のドアを開けると、ふわりと感じる出汁の香り。渚は少し慌てて靴を脱いだ。

　ぱたぱたと足音を立ててリビングダイニングへ続く廊下を行く。ドアを開けると、右手のキッチンに和臣はいた。

「和臣さん」

　渚が帰ってきたことに気が付くと彼は振り返って微笑んだ。

「おかえり」

「ただいま。……夕食、作ってくれたの？」

　渚が尋ねると和臣は頷いた。

「ちょうどできたところだ」

「……ごめんなさい」

　渚はしょんぼりして、謝った。

「どうして謝る？」

「だって、食事を作るのは私の仕事なのに……」

　今日は土曜日。

　本当なら和臣はニュース番組に出ている時間だが、今日は番組編成の都合で休みだった。

　とはいえ昼間は事務所へ行って仕事をしていたはずなのに、その彼に夕食を作ってもらったのが、申し訳なかった。

　和臣が首を横に振った。

「そんな約束、気にしなくていいって言ってるじゃないか。渚だってもう今は、俺と変わらないくらい忙しいんだ。やれる人がやれることをやればいい」

　かつて彼の母親が言っていたのと同じようなことを言って、和臣はまた夕食の支度に戻る。

「手を洗っておいで」

　父が紹介してくれた仕出し屋での修行が終わり、調理師免許も取得した渚は、二カ月前から念願だった母の実家のカタヤマ弁当を再開した。

　カタヤマ弁当がある商店街は、駅から事務所もあるビジネス街へ続く通りにある。

　かつてのカタヤマ弁当がそうだったように、主なお客さんは、ビジネス街に勤める人たち。だから、営業日は平日の日中だ。今日は本当なら定休日なのだが、まだ慣れない渚は営業日にやりきれなかった事務処理をやりに店に行っていたのだ。

　手を洗って、ダイニングへ行くとすっかり夕食の準備ができている。食欲をそそるいい匂いに、渚のお腹がくぅと鳴った。

「わ、美味しそう」

「簡単なものばっかりだ。義兄さんがまた釣りに行って持って帰ってきたんだよ。渚がいないから俺が午後から呼ばれてさ……、ネットを見ながらでもやれってさ。なんとかなってよかったよ」

　苦笑する和臣の視線の先には、こんがりと焼けたアジの塩焼き。その周りには、数日前に和臣の実家から届いた野菜の数々が並んでいる。

　きゅうりを塩で揉んだもの、オクラのおひたし、茄子の味噌汁、もちろんご飯は和臣の実家の米だ。

　確かに簡単なものばかりだけど、どれもこれも新鮮な食材なのだから、この上なく贅沢だ。

　渚は席について、感心してため息をついた。

「和臣さんの料理って、どれもとてもシンプルなのに、すっごく美味しいのはなんでかな」

　和臣がビールを渚のグラスに注いだ。

「農家の料理だよ。美味しく感じるのは渚のお腹が空いているからだ」

　本当の夫婦になってからすぐに渚の仕出し屋での修行が始まった。

　忙しくなった渚のために、和臣は時々こんな風に食事の支度をしてくれるようになった。

　メニューは本当にシンプルなものばかり。

　でもどれもとても美味しかった。

　カチンとグラスを合わせると、ふたりは食事を食べ始める。

「仕事はどうだ？　困ったことがあったらひとりで抱え込まずに言うんだぞ。俺は顧問弁護士だからな」

　アジの塩焼きをつつきながら和臣が言う。

　渚はビールをひと口飲んで、思わずぷっと吹き出した。

「和臣さん、そればっかり」

　和臣は渚の弁当屋を誰よりも応援してくれている。それは間違いないのだが、どうやら心配でたまらないらしい。弁当屋を始めて以来、口グセのようにこの言葉を口にする。

　父と、どちらがカタヤマ弁当の顧問弁護士になるのかで揉めていたのは記憶に新しい。

　くすくすと笑う渚に、和臣が安心したようにため息をついた。

「その様子なら大丈夫そうだな」

「ふふふ、おかげさまで。事務所の皆も買いに来てくれるし」

　渚が弁当屋を始めてから、和臣と父は都合がつく限り、昼食を買いに来てくれる。そこまでは予想通りなのだが、意外なことに他の事務員や、弁護士たちも来てくれるようになったのだ。

　愛美が事務所を辞めてから渚が退職するまでは、ほんの一カ月ほどしかなかった。だが、その間に事務所内での自分を取り巻く空気は変わったと思う。

　さすがに愛美と直接仲がよかった先輩事務員たちの態度はそのままだったが、少なくとも同僚たちの渚に対する態度は随分柔らかくなった。

　渚の方も退職が決まってからは無理に無表情を装うことはやめたから、お昼休みに雑談をすることもあったくらいだ。

『佐々木さんって、実はおもしろい人だったんだね。退職が決まるまで知らなかったなんて、ちょっと残念』と、ある同僚に言われた時は、今までの自分の事務所での態度を渚は大いに反省した。

　いつか姉が言っていた通り、お互いの関係がうまくいかなかったのは、渚の方にも問題があったのだ。

　所長の娘なんて皆にとっては疎ましい存在でしかないだろうなんて勝手に決めつけて、壁を作っていたのだから。

「渚の弁当は毎日食べても飽きないからな」

　和臣が得意げに言う。渚は、またふふふと笑った。

　お弁当屋を再開するにあたっては、渚は悩んだ末に、祖母の代のメニューをあまり変えないことにした。多少渚がアレンジを加えたりはしているが、今店には、祖母がいた頃とほぼ変わらないメニューが並んでいる。

〝毎日食べても飽きないお弁当〟

　そんなお弁当を作ることが、いかに難しいことなのかを、今さらながら渚は知った。

　祖母から受け継いだなんの変哲もないレシピの数々は、実は祖母が長年かけて導き出した結論だったのだ。

　そのレシピたちに支えられて、渚の新生カタヤマ弁当はまずまずの滑り出しだ。

「でも事務室の皆はともかく、先生たちはどうなんだろう、お父さんが無理やり来させたりしていないかな。皆さん、『大丈夫、そんなことはない』って言ってくださっているけど……」

　渚は少し心配になって言う。

　事務員は普段はほとんど龍太郎と接触がない。

　だから、彼が厳しい上司だということは知ってはいても、それほど恐れているというわけではないのだ。

　でも弁護士陣は別だった。

　直接指導を受ける機会が多い彼らには龍太郎の影響力は絶大だ。

　その龍太郎が「娘の弁当屋をよろしく」などと言ってしまったら、毎日通うしかなくなってしまう。

　もしそうだったら申し訳ないと渚は思った。

　だがその渚の心配を和臣は一蹴した。

「いや、そんなことはないはずだ。お義父さんは部下に理不尽なことを要求する方ではないからね。その辺りは、皆知っているから、気を遣って……ってことはないよ」

「よかったぁ」

　和臣の言葉に、渚は胸を撫で下ろした。

「特に山下先生と永山先生は毎日来てくださるんだよね。しかも必ずスペシャル日替わり弁当なんだよ」

　渚は、事務所の若手弁護士ふたりの名前を挙げる。

　スペシャル日替わり弁当は、店で一番値段が高い豪華なお弁当で、毎日買ってくれるふたりはありがたいお客様だ。

　その渚の言葉に、和臣が箸を止めた。

「……毎日？」

　そして眉を寄せている。

　渚は頷いた。

「うんそう、毎日。時間はバラバラなんだけど。うちの弁当を食べると午後も頑張れそうって言ってくださるんだよ」

　和臣が舌打ちをした。

「あいつら……」

「和臣さん？」

　突然渋い顔になった彼に、渚は首を傾げる。

　和臣が呟いた。

「……渚が目あてだな」

「え！　違うよ！」

　意味不明なことを言う和臣に、渚は目を丸くして声をあげる。

「お弁当が目あてだよ！」

　和臣が首を横に振った。

「もちろん弁当もなんだろうけど。でも、あいつらに関してはそれだけじゃないはずだ。……そうか、こういう心配もあるんだな」

「ええ！　それだけだよ！」

　まったく見当違いのことを言う和臣に、渚は呆れ返ってしまう。

　本当にこの人は、皆が頼りにしている敏腕弁護士なのだろうかと疑ってしまうくらいだった。

「だいたい私結婚してるんだよ。おふたりとも結婚式に来てくれたじゃない」

　だがその渚の言葉に和臣は首を振る。そして言い聞かせるように話し出した。

「いいか、渚。男なんて渚が思うほど信用できる生き物じゃないんだ。かわいければ、結婚してようが関係ないって輩はくさるほどいるんだからな。そもそもあいつらは、渚が俺と結婚する前から……」

「そ、そんなこと言ったら和臣さんだって」

　まるで渚が世間知らずだとでも言いたげな和臣に、渚は少しムッとして彼の言葉を遮った。

「俺？」

　和臣が眉を上げた。

「そうよ」

　渚は頰を膨らませる。

「私、店では必ず一日に一回は女の子たちに『瀬名先生はいつ頃来られるんですか？』って聞かれるんだから！」

　あの週刊誌の記事が出た後、どういうわけか、世間の和臣の人気は急上昇した。

　渚との結婚は、打算などではなく恋に落ちたからだと言い切った和臣の言動は世の女性たちのハートを鷲摑みにしたらしい。

　カタヤマ弁当に毎日彼が来るという噂も、あっという間に広まって、店には彼に会えるかもしれないという女性客が後を絶たない。

　もちろんそのこと自体は、ありがたいことに違いない。でも店で女性に声をかけられて、にこやかに対応している彼を見るのは、やっぱり少し複雑だった。

　心配なのはこっちの方よ、と思い渚はぷりぷりしてきゅうりを口に放り込む。そしてバリバリ嚙んで彼を睨んだ。

　和臣が目を細めて微笑んだ。

「かわいいな」

「……!?」

　その予想外の反応に、渚はきゅうりを嚙むのをやめて固まった。

　和臣が機嫌よく口を開いた。

「焼きもちを焼く渚はかわいい。前は渚、俺がテレビに出てようがなにをしてようが、まったく興味がなかったじゃないか。正直言って街で声をかけられるのにはもううんざりしてるんだけど、こんな風に渚に焼きもちを焼いてもらえるなら、悪くないな」

　そう言って和臣は喉を鳴らしてビールを飲む。

　渚の頬が熱くなった。

「べ、べつに、興味がなかったわけじゃ……」

　妻に対して、〝かわいい〟などという言葉をさらりと口にする彼に、渚は急速に勢いをなくしてごにょごにょ言う。

　結婚してから二年経っても、彼のこういうところにはまだ慣れなかった。

　こんな風に言われると、どうしても渚はどきどきする胸の鼓動を止めることができなくなってしまう。それははじめの頃となにも変わっていなかった。

「今度からそういう客が来たら、『瀬名は私の夫で、週刊誌に書いてあった通り、私に夢中なんですよ』って言ってやればいいじゃないか」

　和臣が無茶苦茶なことを言う。

「そ、そんなことできるわけがないじゃない」

　渚は呆れて首を振った。

　店にやってくる和臣のファンの女性たちは、まさか渚が彼の妻だとは思っていない。弁当を待つ間に、『俳優よりもカッコいい先生の奥さんって、きっと女優さんみたいに素敵なんだろうね』などと嬉しそうに話している彼女たちに、実は目の前にいるごくごく普通の渚が、妻だとバレてしまったら……。

　いったいどうなることやらと渚はため息をついた。

「週刊誌が大げさに〝モデルでもおかしくない美女〟なんて書いたから、和臣さんの奥さんって、めちゃくちゃハードルが上がってるのよ。私だってバレたら、皆がっかりしちゃう」

「そんなことないって」

　和臣が目を細めた。

「そこら辺のモデルなんかよりも渚はかわいいよ」

　あ、また、と渚は思う。

　またそんな風に言って……。

　渚は再び音を立て始める胸の鼓動を落ち着かせようと、小さく息を吐いて目を伏せる。そしてビールのグラスをくるくる回す。

　和臣の手が伸びてきて、すっかり熱くなった渚の頬を優しく包んだ。

「渚は誰にだって自慢できる俺の大事な奥さんだ」

　またもや甘すぎる言葉を口にする和臣に、ちらりと目を上げるとその先には渚が大好きな彼の笑顔があった。

「和臣さんったら……」

　渚は思わずふふふと笑う。

　恥ずかしげもなくこんなことを言う和臣に渚はいつも困ってしまう。

　でも彼がこんな風に言うのは渚に対してだけなのだということも、渚はもうわかっていた。

　目の前のその優しいまなざしはいつも自分を見守ってくれている。

　彼と一緒ならば、この先どんな困難がふたりに降りかかろうとも、きっと乗り越えてゆけるだろう。

　視線を合わせて微笑み合えば、温かくて幸せな気持ちが胸いっぱいに広がった。

　穏やかな夫婦の時間を、都会の街に浮かぶ満月が見守っていた。
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あとがき




　このたびは、『契約結婚のはずが、極上弁護士に愛妻指名されました』をお手に取っていただきまして、まことにありがとうございます。

　お楽しみいただけましたでしょうか。

　このお話はエリート弁護士のヒーローが、ちょっと危なっかしいヒロインを大丈夫かなーと思いながら見守っているうちに好きになってしまうお話です。

　契約結婚という設定の中に、私の理想の弁護士像をこれでもかというくらい詰め込みました。

　特に渚の父親や、雑誌記者と緊迫したやり取りをするシーンがお気に入りです。

　ヒロイン渚は私が好きなタイプの女の子、お弁当屋を継ぎたいと奮闘する頑張り屋さんです。和臣に見守られながら、思い切り夢を叶えてほしいと思い書きました。

　若い彼女のお弁当屋には、そばで見ている和臣はハラハラさせられっぱなしだと思いますが、成功すればいいなと思います。

　さて、イラストを担当してくださったのは、ユカ先生です。

　書類が舞うかわいいイラストを書いてくださいました。いつもいつも書籍化にあたっては、イラストに引っ張っていただいておりますが、今回も間違いなくイラストに惹かれて買ってくださった方がたくさんいることと思います。

　ユカ先生、本当にありがとうございました。

　また書籍化にあたりまして、サポートしてくださったご担当者さま、並びに編集部の皆さま、ありがとうございました。

　まだまだ慣れないことの連続ですが、いつも優しくサポートしてくださいます。

　そして最後になりましたが、この本をお手に取ってくださった皆さまに、心より御礼申し上げます。こうして私が作品を世に送り出せるのは皆さまのお力に他なりません。ありがとうございます。

　いつの日かまたどこかで、お会いできますように。
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